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１．議事日程（第２日目） 

  （平成１７年度安芸高田市予算審査特別委員会） 

平成１７年３月１６日 

午後１時３０分開議 

於 本 庁 ３ 階 議 場 

  開 会 

  議 題 

（１） 議案第４０号  平成１７年度安芸高田市一般会計予算 

（２） 議案第４１号 平成１７年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算 

（３） 議案第４２号 平成１７年度安芸高田市老人保健特別会計予算 

（４） 議案第４３号 平成１７年度安芸高田市介護保険特別会計予算 

 

 

  散 会 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（２１名） 

   委員    今 村 義 照     委員    塚 本   近 

委員    明 木 一 悦     委員    秋 田 雅 朝 

   委員    田 中 常 洋     委員    加 藤 英 伸 

   委員    小 野 剛 世     委員    川 角 一 郎 

   委員    赤 川 三 郎     委員    松 村 ユキミ 

   委員    熊 高 昌 三     委員    青 原 敏 治 

   委員    金 行 哲 昭     委員    杉 原   洋 

   委員    入 本 和 男     委員    山 本 三 郎 

   委員    玉 川 祐 光     委員    岡 田 正 信 

   委員    渡 辺 義 則     委員    亀 岡   等 

   委員    藤 井 昌 之      

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（なし） 

 

 

４．安芸高田市議会委員会条例第２１条の規定により出席した者の職氏名（２３名） 

市     長    児 玉 更 太 郎   助     役  増 元 正 信 

収  入  役  藤 川 幸 典   参     事    小 野  豊   

 総 務 部 長    新 川 文 雄   八千代支所長  平 下 和 夫 

 美土里支所長  立 川 堯 彦   向 原 支 所 長  益 田 博 志 

 高 宮 支 所 長  猪 掛 智 則   甲 田 支 所 長  武 添 吉 丸 

 財 政 課 長  垣 野 内  壮   総 務 課 長  高 杉 和 義 

 市 民 部 長  廣 政 克 行   市民生活課長  佐 々 木  亮 
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 税 務 課 長  山 本 数 博   人権推進課長  毛 利 宣 生 

 福祉保健部長  福 田 美 恵 子   社会福祉課長  重 本 邦 明 

高齢者福祉課長  沖 野 和 明   保健医療課長  川 井 清 登 

社会福祉係主幹  信 川 敏 之   介護保険係主幹  花 尾 智 恵 夫 

 国保医療課長  田 村 政 司 

 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職氏名（５名） 

  事 務 局 長  増 本 義 宣   次長兼総務係長  光 下 正 則 

  議事調査係長  児 玉 竹 丸   書     記  国 岡 浩 祐 

  書     記  倉 田 英 治 
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～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後１時３０分 開会 

〇今村委員長  前日に引き続き、会議を再開いたします。 

  ただ今の出席委員は21名でございます。 

定足数に達しておりますので、これより予算審査特別委員会を開会を

いたします。 

本日の審査日程は、お手元に配布したとおりでございます。 

まず、議案第40号、平成17年度安芸高田市一般会計予算の内、市民部

に関わる部分を議題といたします。 

市民部長から要点の説明を求めます。 

○廣政市民部長  委員長。 

〇今村委員長  廣政市民部長。 

○廣政市民部長  はい、それでは私の方から市民部にかかります歳入歳出の概要を申し

上げまして、詳細の説明にわたりましては、三課長の方からご説明いた

しますんで、よろしくお願いします。 

まず、予算書の2ページでございますが、主なる歳入でございますが、

1款の市税で全体の5税の中で32億2,797万円、歳入をみておりまして、

対前年度としましては2.8％の伸びでございます。 

3ページに参りまして、13款の使用料及び手数料、1項の使用料につき

ましては4施設の火葬場の使用料として1,321万5,000円、同じく2項の手

数料に戸籍事務また調整事務の手数料としまして2,787万7,000円計上し

ておるとこでございます。 

4ページに参りまして、20款の諸収入の3項の貸付金元利収入、新築住

宅貸付金元利収入といたしまして4,610万1,000円計上しておるとこでご

ざいます。 

次に主なる歳出としましては、5ページの税務課としましての2款総務

費、2項の徴税費として1億9,357万9,000円、固定資産の土地評価の統一

事務も含めておりまして1億9,357万9,000円、対前年度1.7％の減でござ

います。同款の3項戸籍住民基本台帳費としまして2億7,213万7,000円計

上しまして、対前年度4.4％の増でございます。 

次に人権推進課としましては、3款の民生費、1項の社会福祉費に人権

推進事業、また消費者行政推進費、男女共同参画プラン策定等の費目と

して4,891万3,000円計上しておりまして、対前年度11.6％の減額でござ

います。また、5施設の人権会館、隣保館運営費として7,968万2,000円

計上しまして10.7％の減額でございます。 

次に衛生関係費でございますが、4款の衛生費、1項保健衛生費中に環

境衛生費としまして2,475万6,000円計上しております。対前年度17.5％

の増額でございます。また、同項におきましては4施設の火葬場管理運

営費としまして3,124万円計上しておるとこでございます。 

芸北広域環境施設組合管理運営費負担金としまして、同款の2項清掃

費に塵芥処理費3億6,000万計上しております。 
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以上、主なる歳入歳出を申し上げましたが、それぞれ各課長の方から

詳細を申し上げますので、よろしくお願いします。 

〇今村委員長  続いて、佐々木市民生活課長。 

○佐々木市民生活課長  はい、委員長。それでは、市民生活課関係の補足説明をさせていただ

きます。 

歳入歳出予算事項別明細書より説明させていただきます。まず、歳入

からでございますが、19ページをお願いします。13款使用料及び手数料、

1項使用料、3目衛生使用料、それの火葬場使用料が1,321万5,000円でご

ざいます。市内4ヵ所、蓬莱苑、光台苑、甲田火葬場、流雲閣の使用料

を計上させていただいております。 

続きまして20ページをお願いいたします。20ページの使用料及び手数

料、2項手数料、1目総務手数料の内、1節総務手数料の説明の2段目でご

ざいますが、臨時ナンバー手数料37万5,000円、1件750円の500件を見積

もっております。それから同じ目の3節戸籍住民基本台帳手数料でござ

いますが、これは各支所等の見積によりまして、戸籍手数料1,213万

3,000円、住民票手数料541万8,000円、印鑑登録手数料444万1,000円、

その他証明手数料173万5,000円、計2,372万7,000円でございます。 

続きましてその下の2目衛生手数料ですが、保健衛生手数料の内、狂

犬病予防事務手数料、登録の頭数が今年の2月1日現在で2,862頭ござい

ます。それかけ単価の550円、157万4,000円の見積を行なっております。 

続きましてですが、23ページをお願いいたします。14款国庫支出金、

3項委託金、1目総務委託金の内、2節戸籍住民基本台帳費委託料、外国

人登録事務費委託金としまして80万円でございます。 

それでは次は28ページをお願いいたします。28ページ、29ページ。15

款県支出金、3項委託金、1目総務費委託金、1節の総務管理費委託金の

内、2番目の構成統計調査委託金、これは人口移動の統計調査でござい

ます。3万7,000円を計上しております。 

29ページで前のページからの続きですが、3款衛生費委託金でござい

ますが、騒音規制事務委任交付金といたしまして県支出金6万3,000円を

計上しております。 

以上が歳入の市民生活課の歳入でございます。 

続きまして歳出の説明に移らせていただきます。歳出におきましては、

47ページをお開き下さい。47ページ、2款総務費、3項戸籍住民基本台帳

費、1目戸籍住民基本台帳費でございます。一般職員人件費が2億6,091

万1,000円、36人分。支所、5支所、それから本庁を含めまして36人分の

人件費を計上しております。事業費的な戸籍住民基本台帳費といたしま

しては1,122万6,000円でございます。主なものといたしましては、7節

の賃金226万8,000円、この内容といたしましては、高宮支所及び向原支

所市民生活課職員の産休職員がいらっしゃいます。その代替としての臨

時職の方の賃金を計上しております。需用費345万4,000円、主なものと

しましては、消耗品及び追録図書費が主なものでございます。委託料
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225万1,000円、これは人的業務委託費でございます。下の使用料及び賃

借料の221万1,000円でございます。これは本庁及び支所のコピー機及び

レジスターのリース料でございます。 

続きまして52ページ、53ページでございますが、国民年金費51万円で

ございます。年金の資格喪失等の受付等の事務が主な内容でございます。 

続きまして61ページをお願いいたします。61ページ、4款衛生費、1項

保健衛生費、7目環境衛生費でございます。本年度3億8,765万9,000円あ

りますが、その内、環境衛生費としまして環境衛生総務管理費2,475万

6,000円、1節から19節の内訳まででございます。主なものといたしまし

て、委託料でございますが、この委託料の主なものとしましては、市内

の河川水質調査委託料でございます。それから負担金及び交付金でござ

いますが、これは主に家庭用の生ごみ処理機購入補助金が530万円、1台

あたり上限が2万円ございまして、今年度各支所からの見積をいただい

ておりまして、約265台で計上しております。その他それからリサイク

ル推進補助金でございますが、古紙、アルミ缶、スチール缶の団体の収

入に対する活動に対する補助金で224万7,000円、公衆衛生推進協議会で

98万円、それからごみステーションの設置等に関しまして市内全体で36

万円を計上しております。その他24節、28節におきましては、右側の説

明にありますように、飲料水供給事業特別会計繰出金等を計上してあり

ます。 

62ページをお願いいたします。62ページ、4款衛生費、1項保健衛生費、

9目火葬場費でございますが、市内4ヵ所の火葬場の運営費でございます。

各施設につきましては説明に書いてあるとおりでございます。主な内容

といたしましては、各施設ともですね、燃料費及び火葬等の業務委託料

でございます。その下にあります4款衛生費、2項清掃費、1目の塵芥処

理費3億6,000万円でございますが、芸北広域環境施設組合負担金として

事務局よりの金額を計上しております。 

以上で、市民生活課の説明を終わります。よろしくお願いします。 

〇今村委員長  続いて、山本税務課長。 

○山本税務課長  税務課の歳入歳出の説明をさせていただきます。12ページをご覧いた

だきたいんですが。12ページの1款市税、1項市民税、個人市民税ですが

8億4,875万円、これは節を見ていただきたいんですが、1現年課税分8億

4,130万円、滞納繰越分745万円。以上であります。 

増額の原因は、現年分の均等割の部分が配偶者の均等割が、本年度か

ら課税をするようになりました。3,000円が均等割なんですが、とりあ

えず本年度のみ1,500円ほど配偶者の課税をしていくと。270人程度おら

れるということを想像しとるんですが、その分が増額の大きな原因であ

ります。所得割退職分は、昨年並みというふうにしております。滞納繰

越分ですが、今から説明する滞納分については、16年度予算並みは確保

せにゃあいけんということで、16年度予算並みでやらせていただいてお

ります。 



 108

次に法人税ですが、2億7,725万円で現年分が2億7,615万円で滞納繰越

分が110万円。増額の原因は法人税のですね、法人税割が16年中の動向

を見ようりましたら、市内の企業自体はさほどでもないんですが、本支

店の会計で景気の動向が良いというところで、決算の状況が良くなりま

して、所得割、法人税割が増えてきております。そういう観点から17年

度も同じような状況が続くだろうと、こういうことで増額に、16年の状

況を見ながら、16年の金額の伸び具合で予算をさせていただきました。 

次に固定資産税の方の説明をさせていただきます。目1の固定資産税、

本年度17億8,610万円、現年分17億7,030万円、滞納繰越分1,580万円。

これも増額になっておりますが、増額の原因は現年分の家屋の新築の増

と、償却資産の増額であります。償却資産はベスト電器、デオデオ、コ

ンビニ等が昨年市内に入って来られまして、それらの償却資産の増を見

込んでおります。 

次に、2目の国有資産等所在市町村交付金ですが2,146万円、これは16

年並みの予算とさせていただいております。 

次に軽自動車税でありますが、本年度8,561万円。現年分8,470万円、

滞納繰越分91万円。これは減額になっておりますが、現年分の額が減額

になっておりまして、軽4乗用車、軽4貨物自動車、これらが230台あま

り16年と比較しまして台数が減っております。そういう加減で減額にさ

せていただきました。 

次に市町村たばこ税ですが、本年度1億8,000万円。節で現年分1億

8,000万円、これは16年度の予算の時にですね、禁煙がかなり叫ばれま

して、公共機関ではもうたばこを吸うちゃあいけんと。どっか指定して

吸うようにというようなことも出てきだしまして、減るだろうと見込ん

どったんですが、さほど減らんかったんですね。今年もたばこを見ても

らやあ分かりますように、たばこの吸い過ぎに注意しましょう、ガンに

なりますよというのが書くようになりましたんで、あれでも下がるかの

と思うたんですが、若干は下がるだろうというふうに見とるんですが、

16年度の動向を見まして、月1,600万円前後で入って来ようりました。

いうても今、だんだん厳しくなりますんで、今年は月に1,500万円ぐら

いを見ていかしてもらおうということで、1億8,000万円の予算にさせて

いただきました。 

次に入湯税ですが、本年度2,880万円。これも現年分のみ2,880万円で

あります。これも16年度の状況を見させていただきまして、主に高宮の

湯の森と美土里の神楽門前湯治村の入湯税であります。いずれも16年度

の若干予算よりですね、伸びとりましたんで、16年度の状況にあわせて

予算をさせていただきました。180万円ほど増額いうことで、本年度の

予算をさせてもらっております。 

次に、20ページをお願いしたいと思います。20ページ、13款使用料及

び手数料、2手数料、目の1総務手数料、節の2徴税手数料220万1,000円、

これは諸証明手数料及び公簿閲覧手数料を5支所と本庁、併せたものを
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予算させていただいております。督促手数料は存目で上げさせていただ

いております。 

次に、25ページをお願いいたします。款項目は25ページの一番下にあ

るんですが、款15の県支出金、2県補助金、目の1総務費県補助金、節の

1の総務管理費補助金、説明中25ページになるんですが、下から3番目ぐ

らいになるんですが、自然保護協力奨励金20万6,000円であります。 

次に28ページをお願いいたします。県支出金の3項の委託金でありま

すが、1目の総務費委託金、節の2徴税費委託金2,650万円、これは個人

県民税の賦課徴収事務を市でやっておりますんで、それの委託料でござ

います。 

次に33ページをお願いします。33ページ下の段ですが、20款の諸収入、

1項の延滞金加算金及び過料、1目の本年度50万円。節で延滞金50万円、

これは一応昨年並みの予算とさせてもらいました。2の加算金、3の過料

については、存目とさせてもらっております。 

次に36ページをお願いいたします。36ページ、20款の諸収入。5項の

雑入、1目の滞納処分費1,000円ほど存目で上げさせてもらっとります。

2目の弁償金、これも存目で上げさせてもらっとります。4目の雑入中で

すね、説明欄で節の3の雑入の上から7番目に税務課関係雑入として存目

で上げさせてもらっとりますが、コピーをして欲しいという方が来られ

ます。それらの収入が入ってきたらここに入れさせていただくというふ

うになっております。 

以上、歳入について説明を終わらせていただきます。 

次に歳出について説明させていただきます。43ページをお願いします。

2款の総務費、1項の総務管理費の10目諸費、一番下の表ですが、23節の

償還金利子及び割引料1,300万円、これは市税の還付金でありまして主

に法人税の還付が中心であります。 

次に45ページをお願いします。2款の総務費、2項の徴税費、1目の税

務総務費1億3,180万円、これは監査室の方と一緒になっておりまして、

内、23万3,000円は監査室の費用であります。節の説明をさせていただ

きますが、人件費は省略させていただきまして、ここの主なものは、46

ページの賃金282万6,000円組ませてもらっとるんですが、これは5支所

及び本庁の申告事務の補助の臨時の方をお願いしたいということで、上

げさせてもらっております。 

次に、需用費が94万7,000円ですが、法律の追録など図書の購入など

が主なものであります。 

次に委託料ですが、149万7,000円、これは公図をコピーしたりするコ

ピー機があるんですが、これらの管理委託とか保守点検委託料とかいう

ものが主なものであります。 

次に、2目の賦課徴収費でありますが6,177万9,000円組ませてもらっ

ております。説明欄に書いてあるんですが、賦課徴収費で2,787万8,000

円で、本年度から新たに事業をいうことで上げさせてもらったんですが、
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固定資産税適正化事業費ということで3,390万1,000円上げさせてもらっ

ております。賦課徴収費の方は滞納整理で、納付書の発送関係の方が主

であります。ちょっと節の説明をさせていただきますが、8番の報償費

ですが1,875万円、これらの賦課徴収費なんですけど、納税組合の奨励

金が875万円で全納奨励金が1,000万、旅費も賦課徴収が滞納整理の関係

が主なんですが、職員の出張で70万を賦課徴収費の方で組んでおります。

需用費ですが、227万円の内217万円が賦課徴収の方で納付書の印刷等が

主なものであります。委託料でありますが、賦課徴収の方で市民税の源

泉徴収票が来るんですが、これはかなりの数がありまして、4万件ぐら

いあります。これを電算へ打ち込んでですね、パンチ入力いうんで民間

へ委託したりして入力してもらいます。それやら、公図の分筆なんかで

修正がありますが、これらの修正業務の委託を見ております。これらが

賦課徴収費の方で550万円あまり委託をするようにしております。それ

で、固定資産税適正化事業の方なんですが、これは一般的には3年に1回

評価替えいうのがありまして、社会情勢の動向を見ながら標準値の評価

を決めてですね、それを関連する地域へ波及させて評価額を決めていく

という一連の事務があるんですが、合併いたしましてですね、特に埋め

立て地の見方が各町考え方が若干違う面があります。具体的に言います

と、あるまちは宅地の9割でみたり、あるまちは宅地の7割でみたり、ま

だまだ詳細にわたってですね、基準を決められとったりいうことで、そ

のまちの時代がそれが統一されとったんで良かったんでありますが、そ

れが市内で一つになったということで、そこへ公平性に欠くような現象

が出てきたということで、単年度で一遍に6町分やれというと人数も要

りますし、時間も要りますし、とてもじゃないができんというところで、

5年かけてですね、21年度の評価替えにはもう是正をするんじゃという

ことで、まず吉田町から埋立地の現況調査をしようという、各地見直し

ということなんですが、評価替えの業務を含めてですね、是正をしてい

く事業をこの中でやっていこうということで、予算をさせていただきま

した。主なものは委託料が主なものでありまして、固定資産の異動の評

価処理の業務。評価替えの鑑定評価業務、これは吉田町の路線価でやっ

ておられますんで、吉田町の部分を本年度やるように、これは通常でも

やる分ですが、他の5町村は昨年度やらせていただきました。18年度の

評価替えに併せてやります。各地見直し業務、これがですね、本年度は

吉田町、来年は向原、再来年は甲田・八千代、その次は高宮・美土里と

いうかたちでやらせてもらおうと思っております。固定資産税適正化事

業については以上であります。 

以上、支出の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。 

〇今村委員長  続いて、毛利人権推進課長。 

○毛利人権推進課長  委員長。それでは、人権推進課関係の予算説明をさせていただきます。

まず歳入からご説明申し上げます。19ページをお開き下さい。13款の使

用料・手数料、それから1項の使用料、それから2目の民生費使用料の内、
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社会福祉施設使用料、2人権会館等使用料ということで、5館分の使用料

2万2,000円を計上しております。 

それから続いて25ページをお開き下さい。25ページの15款の県支出金、

2項の県補助金、2目の民生費県補助金、それから1節の社会福祉補助金

の内、4段目の隣保館運営費補助金、これも5館分のですね、隣保館の運

営補助金2,912万3,000円を計上しております。それからその下の住宅新

築資金等貸付助成費補助金725万2,000円でございますけれども、これは

昭和51年から61年の間にですね、起債の借上比率と、住宅資金の借受者

の借受利息の差額分を国から県を経由で補填してくれるということで、

予算計上しております。それから続いて住宅新築資金等の貸付助成事業

償還推進助成費104万4,000円ですけれども、これは住宅資金の保管推進

費ということで事務費の補助金でございます。 

それから26ページをお開き下さい。中ほどにあります消費生活センタ

ー設置費事業費補助金64万4,000円でございます。これは新年度におき

まして非常に現在ですね、架空請求とかあるいはオレオレ詐欺とかです

ね、非常に安芸高田市におきましてもですね、苦情の相談が増えており

ます。それらを勘案いたしましてですね、相談員を設置するということ

で、新年度から1名の方を設置し、週1回ですね、今では水曜日ぐらいに

来ていただいて、そして相談業務にあたるということで、県の補助金を

いただいて64万4,000円を計上しております。 

それから続いて34ページをお開き下さい。20款の諸収入、3項の貸付

金元利収入、1目の住宅新築資金貸付元利収入4,610万1,000円、昨年対

比136万2,000円の減でございますけども、1節では現年度分の元利収入

3,110万円を計上しております。それから2節につきましては、滞納繰越

分管理収入として1,500万円を計上しております。それから3節では繰上

償還金として存目で上げております。昨年対比136万2,000円の減でござ

いますけども、現年度分収入の調定費が5,100万円ぐらいからですね、

4,400万程度に落ちます。見込みとしては70％をですねそれぞれ各昨年

と同じ比率をかけておりますけども、そこらでですね、金額がかなり下

がっております。それと、次のですね、滞納繰越分の元利収入、これは

現年度分とですね、反対にですね、3億3,500万円から3億4,300万円が調

定費になりますけども、昨年は3.5％のですね、見込みでしたけども、

新年度では4.4％のですね、比率で見込んでおります。しかしながら、

現年度分が下がったということでですね、昨年対比のですね、減になっ

ているということでございます。それから2目の結婚支度資金貸付元利

収入67万3,000円、20万6,000円の前年対比の増ですけども、1節の37万

3,000円を新年度は計上しております。続いて2節では結婚支度資金の滞

納繰越金分を30万円計上しております。昨年の実績を踏まえてですね、

予算計上しております。それから3目の世帯厚生資金貸付元利収入、1節

の現年度分の元利収入でございますけれども5万5,000円、それから滞納

繰越分の元利収入として2節8万2,000円を計上しております。これらも
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16年度分の歳入をですね参考に、予算計上しております。 

それでは、歳入の説明を終わらせていただきまして、次に歳出の説明

を申し上げます。 

53ページをお開き下さい。3款の民生費、項の社会福祉費、7目の人権

推進費でございます。4,891万3,000円、昨年対比642万6,000円の減でご

ざいます。まず、人権推進費として人権推進事業費としまして啓発を中

心としたですね、予算計上ですけども4,750万9,000円を見込んでおりま

す。それから新たな事業でございます消費者行政推進費といたしまして

140万4,000円、これにつきましては報酬の関係、それから需用費といた

しまして1階のですね、保健福祉関係のですね、相談室があります。そ

こを改造するということで需用費の修繕費を予算化しております。それ

から備品購入費として20万円ばかり予算化しております。それから今年

度男女共同参画の推進プランを作成いたします。その予算として500万

円、13節のですね、委託費の中に686万5,000円の中にですね、業務委託

費、印刷製本費も含んだですね、400万円を計上しておりますし、策定

委員の報酬とか、あるいはまた懇話会のですね、委員さんの報償費、1

目なりですね、それから旧の報償費にですね、併せて100万円ばかりを

予算化しております。それから減額の主なものでございますけれども、

各種団体のですね、助成金を17年度の予算計画書並びにですね、本市の

行財政改革にご理解をいただいたということでですね、684万円ばかり

減額しているのが全体のですね、予算の減になっております。 

それから、次のページ、54ページをお開き下さい。20節の扶助費でご

ざいますけども、これも昨年対比562万3,000円ばかり減額となっており

ます。これは職業訓練とか就業支度金、技能習得、自動車の運転免許、

それから高齢者の援護資金等を給付しておりますけども、16年度の実績

見込みということでですね、本年度減額してですね、計上しております。 

次に、8目の隣保館費、隣保館運営費でございます。5館分の一般職員

の人件費5名分の常勤の職員人件費を4,161万7,000円、それから5館の人

権会館の人権啓発を中心とした予算ということでですね、吉田の人権会

館995万6,000円から美土里教育集会所401万2,000円、6館分の合計とし

てですね、3,806万5,000円をそれぞれの費目に分けてですね、予算化を

しております。減額の主なるものは、高宮町さんのですね、人権会館の

下水道の連結をですね、工事請負費が150万ばかり、本年度は工事請負

費がないということや、また報償費とかあるいは旅費、また需用費等々、

非常に節約予算をさせていただいたということで、減額となっておりま

す。 

以上で、人権推進課の説明を終わらせていただきます。 

○今村委員長  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○明 木 委 員  委員長。 

○今村委員長  明木一悦君。 

○明 木 委 員  一問一答ということなんで、少しずつ行かせていただこうと思いま



 113

すけども、今回、住民基本台帳費がですね、増えてるわけですけど、こ

れは現在ですね、こういう住民基本カードっていうのがありますけど、

これはどれくらいの使用率があって、今後どのようなふうにですね利用

されようとしているのか、お聞きしたいと思います。 

○佐々木市民生活課長  委員長。 

〇今村委員長  佐々木市民生活課長。 

○佐々木市民生活課長  住民基本台帳カードについての今の発行件数と、それから将来の利用

についてということで、お答えさせていただきますが、現在、住民基本

台帳カードは、48枚出ております。それによりまして公的個人認証をさ

れとる方が2件か3件だと思います。それは市全体でございます。市全体

で話させていただきます。それで、その他その住民基本台帳カードを持

ってその他の税務申告に使われる場合が、多分今の公的個人認証、所得

税の申告が国税の場合はその公的個人の認証を使ってですね、申告がで

きるというシステムになりましたので、そのためで今公的個人のが2、3

件だと思います。その他、諸々の使いようによることがあります。いろ

んな条件が、例えばそれを持って印鑑証明の登録カードとしてそれをも

って申請すると。申請書を書いていただくということとかですね、いろ

んな使い道があるんではございますが、いろんな県の国の住基に関する

もの以外にやる場合につきましては、まず議会の承諾が要るということ

になっております。現在におきましては、まだ若干48枚での発効件数と

いうことでございまして、それがまだいかなるものに使えるかというの

は、今からの社会が進んでいく中での利便性において発生してくるもの

だと思いますんで、今はそれ以上の利用に関しての考えはございません。

以上です。 

○明 木 委 員  委員長。 

○今村委員長  明木一悦君。 

○明 木 委 員  48枚というのは非常に少ないと思うんですよね。既にこれが出て3年

ぐらいになるんじゃないかと思うんですけど、実際にですね、これの普

及活動というのは、今回どれくらいやられているのか、実際に今後です

ね、こういうものが今市長がどんどんどんどん進められてます、電子自

治体の方にでもですね、つながってくるものではないかなというふうに

考えられるんですが、そのあたり、どのようにこれからこれを進められ

ようとしているのか。今回の予算計上の中に、そういうものが入ってる

のか、お伺いします。 

○佐々木市民生活課長  委員長。 

〇今村委員長  佐々木市民生活課長。 

○佐々木市民生活課長  先ほどの質問でちょっと1点落ちておったんですが、予算がちょっと

増えとるということでございますが、前年度ですね、16年度の戸籍住民

基本台帳費は1,117万3,000円でございます。ですから今年度は住民基本

台帳費の増としましては5万3,000円ぐらいだと思います。それが大きな

住民基本台帳費の増と。増というのは人件費の増ということになろうと
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思います。それで今言われたように、電子自治体が進んでくるというこ

とにつきましては、今、広島県広島市、福山市、呉市というかたちで、

広島県全体の中で共通的な使えるもので、電子自治体という考え方で、

申告等、一緒の様式というのが研究されておりますが、今、安芸高田市

としてはまだそこまでの一緒に歩みを乗せてやっていくことがちょっと

まだ無理でございますので、また何年か後につきましては、落ち着いた

ところでそういう電子自治体、広島県内の電子自治体というものに関し

て参加をするようになろうと思います。が、今現在の私どもの方の考え

方であり、その住基カードの運用につきましては、住基カードが始まる

以降、まったく普及活動等につきましては、してはおりません。以上で

ございます。 

○明 木 委 員  委員長。 

○今村委員長  明木一悦君。 

○明 木 委 員  違う質問で、先ほど税務課長の方からの滞納の件について、ちょっ

とあったんですけど、滞納繰越分をですね、16年度分並みということで

説明をいただいたんですけど、16年度並みということは、今年ですね、

滞納を徴収していくのにですね、今より以上は無理なのか、それで16年

度並みにされたのか、17年はもう少し上げてみようとかいうようなこと

は考えられてないのか、その辺をお伺いします。 

〇今村委員長  山本税務課長。 

○山本税務課長   16年中に約3,000万ばかり徴収を、総額ですよね、国保も含めて。

3,000万ばかり集めとるんですが、16年度の予算は14年度の各町の徴収

額を調べまして、16年度の滞納徴収額をはじき出していったという経緯

があるんです。過年度をそういうように徴収してきておりますんで、減

ります。現年度がそれに加わってくるんですが、一番いいのは滞納額の

90％を集めるとかいう目標を持ってですね、空にしていくという方向を

持ったらいいんですが、いろいろ手を尽くしてみたりしてやっていきよ

うるんですが、可能な範囲で努力の分を含めてですね、目標数値として

あげるべきだろうということで、基本的には14年度中に各町が集めた額

は下回らんようにしようと、こういうことであります。対象になる滞納

額ですが、集めておりますんで減っておりますので、収納率からすれば

昨年は15％でしたが本年は17％になるとかいうようなかたちで予算をさ

せてもらっております。以上です。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○小 野 委 員  委員長。 

○今村委員長  5番、小野剛世君。 

○小 野 委 員  はい。この税のみならず未納金等々、市全体で併せて金額を出しま

すとかなりのものになってくるわけでありまして、今回は税のことでご

質問申し上げますけども、やっぱり市民感情としましては、100万、200

万でない金を、億に近い金が未納になっておるということでありますか

ら、やっぱり税を払わなくていいのかというような感情も多くあるわけ
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ですが、これは合併前に6町の中でそれぞれ対応されてきたことが、こ

こへ積み上げてきてこういう結果になったんだろうと思っておりまして、

聞くところによりますと、旧町時代に督促も催促もしないまま、税の時

効は短うございますから、ほったらかしになっとったようなところが結

構あったんではなかろうかというような話しも聞いております。今さら

旧6町の責任を云々することは、なかなか難しいんだろうと思いますけ

ども、どこかでやっぱり市民に分かりやすいスタイルを取るべきだろう

と思うわけでございます。 

お伺いしますけども、税の督促等々につきましては、きっちりと過年

度分はどの程度の分までおやりになっているのか。とんと今お話しを聞

きますと14年度の云々というような話しが出ておりましたけども、これ

から先手が付かないのか。そうであるならばまとめていくらぐらいあっ

て、これは収入として見込めないよと。いつまでも残すんではなく、ど

っかで切らなくてはならないだろうというような思いがいたしておりま

す。といいますのも、1万円徴収するのに3万円の経費がかかるといった

ような実態も実は出てくるんではなかろうかと。特に合併前のことに遡

ってやる場合には、私は基本的に非常に苦言でありますけども、やっぱ

り時の最高責任者である執行部の方がですが、6町とも大いに反省して

もらわなければならないだろうと、そういう思いがいたしておるんであ

ります。そういう意味におきまして、何かどこかではっきりと筋道を立

てるという方向で一方では進んでいき、一方では当然これは徴収するの

が当たり前でありますから、その努力をしていただきたい。いつまでも

ですね、17年も18年も、19年もですね、そういう経費ばっかりがかかっ

て、これがそのままになって、あるべき数億の金がですね、収入のなん

というんですか、バブルのようなかたちの中で昨日も審議しましたよう

に、300万の資産を買うのがどうだこうだと言ってるような現状の中で

ですね、そういう数千万、数億の金がですね、どうなっとるかというよ

うな感じがしております。ですから昨年の本会議でもそういう質問等が

ありましたけども、やっぱりプロジェクトをつくっておやりになっとる

んだと思いますから、けじめのある、折り目正しいかたちでですね、だ

めなものはだめと。これは法的なものがありますから、一概に感覚的に

ものが言えないと思うんでありますけれども、そういったようなことが

ないとですね、いつまでたってもダラダラとなってくるだろうと。ただ、

市民感情としましたら、先ほど申しましたように、ある人が私に言いま

した。実は請求が来ないんだと。旧町時代にですよ。そういうようなこ

とも現実にあったようでございますので、そこらへんの責任を今取ると

いうのもおかしな話しではありますけれども、新しい市ではそういうこ

とはないだろうと思うんでありますけれども、膨大な経費もかかるだろ

うと思います。市民に対する親切ということも併せて、今後はそういう

ことは的確にやっていただきたいし、そういうものをいつまでも放って

おくということは、私は経費がかかるということもありますので、こう



 116

いうこともありますので、そこらへんの私の思いと執行部の方の考え方

の、ちょっとお示しをいただきたいと思うんであります。 

〇今村委員長  山本税務課長。 

○山本税務課長    ただ今の質問は過年度分についての請求手続き、そういうことをどう

しとるんかということと、過年度分についての精査をしてみたらどうか

ということだったと思うんですが、昨年は持ち寄った滞納額に対してで

すね、滞納者に対して催告状を送らせていただきました。ほぼ全員に送

ったつもりではありますが、なんぼか問題をかかえとるようなものは外

しましたですが、それに対して面接を行なって、状況の把握に努めて参

りました。随分把握もできましたんで、市としての姿勢というのを出さ

にゃあいけませんので、かなりひどい人はですね、差し押さえを始めさ

せていただいております。市としての姿勢の確立を16年からすぐやりゃ

あえかったんですが、やっぱり状況の把握、経過いうのも把握せんにゃ

あいけませんので、17年度中にはもう目に見えた姿勢を示していきたい

というふうに思っております。そういうようなのを含めながら今の滞納

の予算を14年度やっとった分には最低でも集めて、市の姿勢としては滞

納になったら、もう差し押さえになるんじゃというような、1つのレー

ルというようなものを確立していきたいというように思うております。

その中でですね、今の持ち寄った滞納金については、問題のあるものも

あります。指を折ってみりゃあ、時効になっとるようなものもあります。

そういうようなんで、ゴネ得というようになっちゃあいけませんので、

それらも含めて考えながら整理をさせていただこうと、こういうように

考えております。以上であります。 

○入 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  入本和男君。 

○入 本 委 員  これは滞納整理本部長は助役がなっとられるわけでございます。それ

で、税務課だけにかかわらずですね、全般に関してですね、税務課も含

めてですね、本部長としてのこの度の予算に反映される数字も、ある程

度指令を出されたんではないかと思うわけです。その点についてできれ

ば今回は税務課が対象ですが、その意気込みがこの数字に表れとるんだ

と思うんですが、担当課だけではないと思うんです。その辺りを助役の

方から答弁をお願いしたいと思います。 

○増 元 助 役  委員長。 

〇今村委員長  増元助役。 

○増 元 助 役  昨年来、本会議でもいろいろと議論をしていただいておるところで

ございますけれども、先ほど課長が申しましたとおり、市としての姿勢、

全体としての姿勢を示す必要があろうと。旧6町の取り組みはいろいろ

ありましたし、滞納整理組合等も組織してやってきたと。それはそれと

して評価をいたしまして、市としての姿勢を示す必要があるんではなか

ろうかということでのことでありまして、昨年の7月に税だけではなし

にですね、他の使用料あるいはし尿等も含めたですね、上下水道等々、
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様々な滞納があるわけでございまして、その全体のまず把握をしていた

だこうということでの全町的な組織としての滞納整理を、対策本部をと

いうことでございます。昨年の7月であったと思いますが、組織化をさ

せていただきました。まずは全体の把握をと、あるいは分析をと。そし

てそれに基づいて面接あるいは催告状を出すというふうなことを、昨年

の16年度の重点項目としてやらせていただいたと。各部署、努力をして

くれまして、それなりの実績を上げることができたというふうに思いま

す。総額では約1億円近いものをですね、現年分、過年分、徴収をさせ

ていただいております。上下水道におきましても、給水停止であります

とか、あるいは債権の差し押さえ等々もですね、最終的にはその部分に

ついてはさせていただいております。そういったことで、17年度はさら

にそういった取り組みをですね、強化をしていくといいましょうか、各

部署職員の法的な知識も含めましてですね、研修を深めて、やっぱり法

律に基づいて行なうというふうなかたちでいかなきゃあいけないという

ふうに思います。そういう意味では、研修等も行いながらやっていくと。 

滞納処分といいましょうか、時効の成立でありますとか、不納欠損で

ありますとか、こういった手法につきましてもですね、これは法令に基

づいて、実態に則した公平性を保ちながらということでやらせていただ

きたいというふうに思います。そういうことで、17年度もですね、そう

いった意味での努力目標も含めながらのですね、予算計上をさせていた

だいております。ただ、現状としましたら、現年分がかなりやはり発生

をしておるということは、やはり景気の低迷等ありまして、非常に厳し

い部分もあるのかなというふうに思っております。 

公平性の確保というふうなことの中からですね、やっぱりゴネ得とい

うんじゃなしに、やはり支払能力のある方には国民の義務としての納税

に努めていただくと。使う方もきちっと公開をしながら効率よく使わせ

ていただくということを併せてですね、やっていく必要があるんじゃな

いかなというふうに思っております。 

○小 野 委 員  委員長。 

○今村委員長  5番、小野剛世君。 

○小 野 委 員  ただ今お聞かせいただいて、非常に心強く感じております。正にそ

のとおりだと思うんであります。したがって、一般市民としましてはで

すね、やっぱりゴネ得というか、何かを、例えば道路の舗装をお願いす

るというような話しがあった時があったときでも、お金がないというの

が先に来て、我々もそういうような説明をするわけでございますけども、

一方において、数億の金がですね、こういう状況になっとるのはどうな

んかといったようなご指摘もだんだんとあるわけでございまして、やっ

ぱり市民として国民として、義務を果たさなければならんのだという意

識を啓蒙するというようなことも併せてですね、また手当とか補助金は

逆にそういう人も要求しておるわけでございまして、そこら辺のところ

のですね、今おやりになってることは非常にいいことだと思いますんで、
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市の側から市の姿勢というものをですね、どっかで、何かの機会にです

ね、こういう厳しい態度でいっておるんだと。三次のように職員全部が

お金を払うといったような、そういったようなケースもあるわけでござ

いますし、そうでないとするならば、やっぱり市の姿勢というものをは

っきりとどこかで示して、市民にもですね、納得していただきながら、

今の考えのことを推進していただけたらありがたいと、このように要望

しておきます。以上です。 

○入 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  入本和男君。 

○入 本 委 員  先ほど本部長の方の答弁があったわけですが、税について、滞納につ

いては非常に住民の方が関心を持っておられてですね、滞納する気はな

いんですが、我々議員に対してもですね、滞納について聞かれることが

多いんです。それで、せっかくですから、全員協というのが月1回あり

ますんで、毎月とはいいませんけど、年に1回か2回はですね、プライバ

シーの範囲内でですね、成果表をですね、報告いただければと。ありが

たいと。例えば市税の滞納が何件で、何件成果があったと。歳入はなん

ぼあったというような報告書は出せると思うんです。そういう点をひと

つ本部長として、ちょっとここで報告を求めたいと思うんですが。 

○増 元 助 役  委員長。 

〇今村委員長  増元助役。 

○増 元 助 役  はい。昨年からの懸案でもあったというふうに思います。議会等へも

報告させていただくということを申し上げておりましたし、決算等では

当然でてくるわけでございますが、期中におきましても半期であります

とか、四半期でありますとか、そういった節目にはですね、やっぱり報

告をさせていただき、また広報等もですね、やはり情報の公開というこ

とでしょうか、そういったことも市民の皆さんからはですね、そういっ

たご意見もお聞きしておりますので、適切なる判断のもとに、また議会

の方にも当然、報告をさせていただきたい。そして一緒に取り組んでい

きたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○明 木 委 員  委員長。 

○今村委員長  明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。違うんですけど、62ページ。衛生費、し尿処理費の方がです

ね、これ16年度から減ってるわけなんですけど、減になってるわけです

ね。それで、以前に清流園の方ではですね、2割ばかしのオーバー的な

処理があるという問題があったと思うんですけど…し尿は建設ですか。

わかりました。じゃあ60ページ。保健センター運営費の… 

○今村委員長  これは福祉保健部ですね。 

○明 木 委 員  はい、わかりました。じゃあいいです。 

○今村委員長  暫時休憩といたします。2時50分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 
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午後２時３８分 休憩 

午後２時５０分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  休憩を閉じて再開といたします。 

他に質疑はありませんか。 

○山 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  15番、山本三郎君。 

○山 本 委 員  はい。54ページをお願いします。まず最初、目の隣保館費という目

ですが、これは平成9年からね社会福祉法上ではこういう福祉施設とし

ては一般対策事業に位置づけを国がしとられるんですがね。そして皆さ

んもご承知のように平成13年の後半にこの地対財特法が切れて、14年度

から一般財源へ移すということになっております。そして、この隣保館

費という目をですね、私はこれはどうしてもそういうので残さにゃあい

けん理由がどういうもんであるんかいうところをまず聞かせていただき

たいのが1点とですね、そして、私が先ほど説明を聞き逃したのかもし

れませんが、この各5町の吉田・八千代・高宮・甲田・美土里、これら

に対しての人権福祉、人権会館に対します中でですね、団体の助成金と

いうものがこの17年度では昨年は吉田町が400万とか、八千代町が315万

とかいうように助成金を出しておりますがね、このものが今年度ではど

ういうような状況になっとるかいうことをひとつお聞かせ願いたいと思

います。 

○毛利人権推進課長  委員長。 

〇今村委員長  毛利人権推進課長。 

○毛利人権推進課長  はい。目のですね、隣保館費あるいは隣保館運営費等のですね、名称

の関係でございますけども、国の事業といたしましては隣保館の運営費

事業ということでですね、補助金をお金をもらっておるわけでございま

す。それで、国の要綱そのものもですね、隣保館という名称を使用して

おりまして、それに従いましてですね、目あるいはまた名称につきまし

ても隣保館運営費というかたちで、そういう名称でですね、国に従いま

してから使用させていただいているというところでございます。 

それから、隣保館費にかかります各市民会議といいますか、町民組織

での補助金でございますけども、吉田人権会館にあってはですね、153

万9,000円、それから高宮町においてはですね、同企連とか、あるいは

また宗教団体の人権推進、また世界人権宣言というかたちでですね、22

万2,000円出ております。それから甲田町におきましてはですね、世界

人権宣言の甲田実行委員会の29万7,000円、それからそれが一応隣保館

費で組まれている人権推進団体への助成金は以上でございます。 

○山 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  15番、山本三郎君。 

○山 本 委 員  はい。今の目の隣保館費というのを国の隣保館費という名目で来と

るというご説明でしたが、平成14年度からこういう一般対策事業にもっ
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ていくように国のあれがあるんですから、私はこれは人権会館費ですっ

きりした方がいいんじゃないかということは、まだできんのですか。や

っぱり国から制度上きとるということになれば、そういうように持って

行かなくてはならないというものがあるんですかね。 

私は、これみな説明欄には人権会館という名目になっとるんですから、

そういう目に切り替えをされた方がすっきりすると思いますが、どうい

うように考えておられますかね。 

〇今村委員長  廣政市民部長。 

○廣政市民部長  お説のようにですね、国の補助金の方にも隣保館運営費としての補助

金というかたちでいただいとるわけですよね。運営としてはこの人権の

啓発の拠点としてのこの会館の運営というかたちになると。今運用して

いるということでございまして、この件につきましてですね、ちょっと

協議をさせていただきまして、また来年度以降ですね、反映をさせても

らうということで、今年度につきましては、一応国の制度上のかたちが

ありますんで、その補助金をいただく中での存目というかたちでお願い

したいと、このように思います。 

○山 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  15番、山本三郎君。 

○山 本 委 員  検討を今後してみるというお返事でございます。是非、検討して、

すっきりした予算編成の目にした方がいいと思いますんで、よろしくお

願いします。 

○藤 井 委 員  関連で。 

○今村委員長  21番、藤井昌之君。 

○藤 井 委 員  今の説明の中で宗教法人に対する部分があったと思うんですけど、

もう少し詳しく教えていただきたいと思います。 

○毛利人権推進課長  委員長。 

〇今村委員長  毛利人権推進課長。 

○毛利人権推進課長  高宮町でございますけれども、町内のですね、10か寺の寺院における

人権学習の普及推進ということで、高宮町真宗寺院連絡協議会での補助

金でございます。町内のですね、10か寺がですね、寺院内における人権

思想の普及をですね、推進しているということで、助成金として2万円

補助しているということでございます。 

○岡 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  18番、岡田正信君。 

○岡 田 委 員  今のにも関連しますけど、この上の7の人権推進費の中に、各種団体

の補助金が付いとるわけですよね。区分の19の1,718万3,000円、これは

去年のよりは減したと。実績はあって減したと。去年の実績はどういう

ようだったから減したのか、ひとつお伺いするんと、それから区分の20

で、去年もここね、ちょっと分からんようになっとるんよね。この予算

書では。これ1枚はぐらにゃあわからんのよ。あこで終わりかいのと思

うて、今年はないんか思うとったらここへあったよね。それで、これも
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16年度の実績で5項目による援助資金の支給、5項目について実績がどう

やったんか、お尋ねします。 

○毛利人権推進課長  委員長。 

〇今村委員長  毛利人権推進課長。 

○毛利人権推進課長  はい。19節の負担金補助及び交付金の1,718万3,000円でございますけ

れども、昨年対比684万円の減額をしております。その主なる減額のも

のは、運動体の助成金ということで1,500万円昨年度計上したものを980

万円というかたちでですね、16年度の決算見込み並びに17年度のですね、

予算の計画書、また本市が進めております行財政計画にもですね、協力

するということで、減額をしていただいたものでございます。それから

扶助費に関わる1,940万6,000円、昨年対比562万3,000円の減でございま

すが、職業訓練校の援護資金が17年度2月末現在で1件、それから就業支

度資金が4件、それから技能習得資金が7件、それから自動車の運転免許

の資金が7件、それから高齢者の援護資金が158件でございます。それら

を勘案してですね、今年度は件数をですね、職業訓練校については2件、

それから就業支度金につきましては4件、それから技能習得につきまし

ては8件、それから自動車運転免許については11件、それから高齢者の

援護資金が170件を計上させていただき、これを減額計上したものでご

ざいます。 

○岡 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  18番、岡田正信君。 

○岡 田 委 員  団体助成金の問題ではそういう計画書に基づいてという、それから

行政改革の一環ということで減額したということでしたが、団体の計画

書はどんな計画書があるんですか。主なんでいいです。 

それと、今の扶助費の問題では、昨年の実績と今年の予算編成におい

ての数値を言われました。高齢者の方は高齢者になりますから増える傾

向じゃいうのは制度がある以上、増えますね。それで、この規則に基づ

いて家族の市税の18万円ですか、税金を18万円以下の所帯に対して支給

するという条項がありますよね。それにはこれに出ない場合に、どうい

うようなことで申請があった場合に、所得税が、市税が納められんよう

な状況の中で、例えばサラリーマンでなしに勤めてない場合は、出ん場

合がありますよね。その点はどういうように調整されたんか。その点を

お伺いしときます。2つ。 

○毛利人権推進課長  委員長。 

〇今村委員長  毛利人権推進課長。 

○毛利人権推進課長  17年度のですね、新年度の団体活動事業ということで、運動団体への

計画書でございますが、大項目でご説明申し上げます。事務費として

350万、それから研修費として200万、報道費として150万、同じく啓発

費として150万、負担金といたしまして80万、予備費として70万、しめ

て1,000万円でございます。その内、自己負担金といいますか、会費の

納入分が20万ございまして、支出といたしましては980万円を予算化し
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たものでございます。 

それから扶助費の件でございますけれども、該当者へのですね、支給

の範囲といいますか、制限がございますけど、18万円以下の所得課税額

というかたちになっておりますんで、その中でその範囲にあるものは支

給しております。以上でございます。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○金 行 委 員  委員長。 

〇今村委員長  12番、金行哲昭君。 

○金 行 委 員  予算書の61ページの環境衛生総務管理費がございますよね、あの中

に環境衛生いうんが、各町に環境衛生いうんがありますが、あれは6町

環境衛生いうのは設立されとるんですかね。公衛協ですが、あれも含ま

れとるんでしょ。あの中へ環境衛生の公衛協の分が含まれとるんでしょ。

補助金等々。じゃけ、あれは6町それは設立されとるんですか。 

○佐々木市民生活課長  委員長。 

〇今村委員長  佐々木市民生活課長。 

○佐々木市民生活課長  はい。失礼します。公衛協で、公衆衛生推進協議会であろうと思いま

す。これは合併前の6町ありますが、5町でございます。現在は一緒にな

られまして安芸高田市公衆衛生推進協議会ということであります。 

○金 行 委 員  委員長。 

〇今村委員長  12番、金行哲昭君。 

○金 行 委 員  合併しまして、じゃけえ6町が1つになって活動されとるということ

で補助金が出とるということですよね。これから。 

○佐々木市民生活課長  はい。 

○金 行 委 員  はい、了解。 

○松 村 委 員  委員長。 

〇今村委員長  9番、松村ユキミさん。 

○松 村 委 員  60ページ環境衛生費の中を、大変詳しく河川の水質検査とかリサイク

ル循環型社会を目指していろいろ細やかに説明いただいたわけでござい

ますが、思い起こして見ますと昨年は本当に台風の襲来とか、中越地震

等々で災いという年の名前が付くぐらいに自然災害があったわけでござ

いますが、このことが即温暖化現象と結びつくかどうかということは私

も分かりませんのですが、いずれにいたしましても今、先だっても京都

議定書で発表がございましたように、エネルギーの消費量、そういうふ

うなことが大変21世紀の大きな課題ともなっております。そうした中で、

本市におきまして、そこらあたりのエネルギー消費、これはもう国民一

人ひとりが家庭の内でも気を付けてやることとは自覚するわけですが、

これをやはり何かのかたちでアピールしながら国民一人ひとりの行動へ

移して行くことが大事じゃないかと思いますが、そこらあたりのお考え

をお聞かせいただきたいと思います。 

○佐々木市民生活課長  委員長。 

○今村委員長  佐々木市民生活課長。 
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○佐々木市民生活課長  はい、失礼いたします。テレビ等で言っております地球温暖化に対す

る京都議定書の基準等におきまして、日本国内におきましても事業所の

二酸化炭素の温暖化に対する排出の努力が出されとるとこだと思います。

その後、各地方自治体、それから各家庭でどういうふうに地球温暖化に

対してみんなが法人、個人とも同じ意識を持ち、また同じ責任を持ち合

いながら、どういうふうに行動していくかということが問題であります

し、地球温暖化対策の推進に関する法律という面におきましても、地方

自治体、要するに県、市町村がその実行計画をつくり、それをまた、自

治体におかれましてはその自治体が発する温暖化に対する、どういうふ

うに対応して、その計画を策定して実行し、また公表していくか。それ

をまた、各住民、世帯に関しては、どういうふうなアピールをして働き

かけていくか、これはしなければならないというのが、今の先ほど言い

ました地球温暖化対策の推進に関する法律であろうと思われます。それ

で、それは法律というのはかなり前に、合併前に施行されて、なかなか

これができてなかったということでございますので、その後につきまし

ては、私どもの方といたしましては、市役所のですね、関係の部署に、

こういう働きかけをしなくちゃあいけないというかたちで提起させてい

ただき、その今いろんな計画書等をつくっていくのに難しい中でですね、

やはりこの市役所という事業所がどういうふうに温暖化に対する取り組

みをしていきようるかというような、アピールの仕方というのをですね、

働きかけていかねばならないとは、私は今思っております。以上でござ

います。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

○今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  はい。環境問題については非常に安芸高田市は遅れておるというのが

実態だというふうに思います。対策をすると言いながら、具体的なもの

がほとんど見あたらないというのが実態じゃないかなという気がします。

ですから長期計画でもいろいろ環境については企画的には申しておりま

すけども、具体的には何ら出てきたような状況がないんですね。この間

も、市長も一緒に見たんですが、川根の小学校のちょうどお祭りに、小

学生が芝居をやったんですけどね。環境問題ということで、先生方も当

然加わってやったことだと思いますけど、日常生活の中で電気の使い方

をどうするとか、ごみを出さないようにするとかですね、子どもたちも

そういった方面に目を向けて、具体的な日常生活の中での活動というの

をどうしようかということを考える時代になってきとるんですね。やは

りそういうものを行政がやっぱりリードしていくというのがですね、特

に市民部は市民と直結をした部ですから、具体的なそういった方策とい

うのを出していく時期じゃないかという気がしますんで、今の答弁では

あまり具体性のない答弁なんで、しっかり具体的な対策等をですね、市

民部長を中心に関係部署とも連携してやっていただきたいというふうに

思います。 



 124

具体的にもう1点申し上げておきますと、野焼きあたりがですね、か

なり減ってはきておりますけども、まだまだやっておられると。これは

ね、お年寄りの人がどうしても多いんですよね。というのは、焼くな、

焼くなといっても、環境を整えてあげないといけないと思うんですよね。

やはりお年寄りというのは、お金に対してすごく几帳面ですから、例え

ばごみ処理の関係で言えば新聞ひとつにしても、ごみで出せば処理費が

要るわけですからですね、だからそういうものを使いたくないというの

もありますし、そういう出すステーションの関係もありますし、いろい

ろ環境を整えてあげないとできないと思うんですね。ですから、もっと

言えば、新聞紙とかはリサイクルができるんですね、今は。ですからリ

サイクルできるものは無料で回収をできるようなシステムをつくるとか

ですね、そういった住民の実態に合ったような対策をする必要があるん

じゃないかなという気がしますんで、その辺の今後の考え方について、

お伺いします。 

○廣政市民部長  委員長。 

〇今村委員長  廣政市民部長。 

○廣政市民部長  はい。先ほどからずっとご質問いただいておりますけども、先日来の

京都議定の中でもありますように、地球の温暖化という対策というのは

非常に国民の全国に対しても、世界の中でも取り上げた大きな問題であ

ろうと、このように認識をしております。公共的な施設の中には高宮の

湯の森にしても、今の温水プールにしても、今のひとつの環境にやさし

い地下熱の対策と、これ等は少々コストが高くなりますが、そういう面

では対応して、公共事業では対策としてある程度対応しておるんかなと。

当然今からの対応についても十分頭に入れた、視野に入れた議員さんの

皆さんにもご協力いただきながら、考えていくことも必要だろうと思い

ます。具体的な野焼き等についても、いろいろ市民部の方にも苦情等も

入ってきておりますし、正直に言って、6時か7時頃家庭内のごみ等も燃

やされば通報が入ってきまして、当然職員も駆けつけて指示等もしてい

るところもあります。それぞれこうした行政の方も、ある程度そういう

野焼き、またごみの今言われますように、一緒にすればごみになります

けども、分別すれば、ひとつのそれぞれのリサイクル材料になるという

こともあります。そういう点も住民広くに啓発をいたしましてですね、

まちづくり委員会等も今から考えておられますし、地域の方にも推進し

て、こういう啓発を進めて参りたいと、このように思います。 

また、このリサイクル等につきましても、芸北の環境センターの方に

も、こうして先日議員さんの方にも選出をしていただいたというのもあ

りますし、その中で広域化した取り組みも必要じゃないかと、このよう

に思いますんで、行政としても今からの問題等も視野に入れまして、対

応して参りたいと、このように思います。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

○今村委員長  10番、熊高昌三君。 
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○熊 高 委 員  はい。前向きなご答弁をいただいたんですが、芸北きれいセンター、

私もまた今回も議員になっておりますけども、芸北の方へもね、いろい

ろ言うんですよ。先般行ったときには合併中でいろいろ話しがまとまり

ませんということでね、答弁があったんですが、合併もして落ち着いた

状況ですから、是非とも連携をしっかり取っていただくということが大

事だろうと思いますし、やはり安芸高田市としての独自なね、政策とい

うのも当然やらないと、ほかな町に合わせてやるということになればで

すね、いろいろ難しい面もあろうと思いますんで、野焼きひとつにとっ

ても、なぜ焼いたらいけんのかということをですね、もっともっと周知

徹底すると。だったら費用のかからない、焼かんでも済む方法の提案を

してあげないといけないと思いますね。その両面からやはりしっかり住

民の皆さんに伝えていくというのが大事だと思っておりますんで、今後

しっかり対応してもらうような検討をしてもらいたいと思います。 

○明 木 委 員  委員長、関連。 

○今村委員長  明木一悦君。 

○明 木 委 員  今の野焼きに関連した質問なんですけど、実際にですね、今市民の

方から苦情でいただいているのは悪臭ですよね。悪臭にまた黒煙を上げ

るという、それも住宅密集地で起こっている実態もあるわけです。また、

産廃、これの焼却をされてる場所もあったりするわけなんですけど、そ

れがですね、やはりもっと啓発運動的なものをしていかないと収まらな

いと思うんですよね。確かに、環境を揃えていただくのも大切なことで

す。それと並行してですね、例えば環境問題に関するですね、研修会と

かですね、講演会、もしくはそれに基づくような先ほど言いました啓発

運動的なものをですね、この中に予算化はされているのかどうか、それ

をお尋ねいたします。 

○佐々木市民生活課長  委員長。 

○今村委員長  佐々木市民生活課長。 

○佐々木市民生活課長  ごみ、野焼き等につきましての啓発活動、それからその対応というこ

とにつきましては、支所、本庁を含めて随時それで行って対応し、説明、

納得してもらうと。時にはチャンチャンバラバラやりながらというよう

な状態でございます。今回の、それからご質問の環境保護に対する説明

会、講演会等に関する予算編成でございますが、これは今年度組んでは

おりません。以上でございます。 

○金 行 委 員  委員長。 

〇今村委員長  12番、金行哲昭君。 

○金 行 委 員  先ほど質疑の中で、合併したと、公衆衛生が合併したということで、

安芸高田市の環境を考えて、そのあそこの団体の位置付けは非常に重要

を占めておる私は認識しとるんですよ。そこらの部分でまた予算が多い、

少ないいうのはもとにしてもそこの位置づけをどのように認識されて考

えておられるのか、非常に大事じゃろうと思うんです。今から環境を考

えていくのに、あこの位置付けいうのはね。これは市長さんでもいいし、
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担当でもええですが、そこら適切などのような位置づけをされて、どの

ような趣を置かれとるかいうのを。予算が多いいうのは越したことはな

いが、適当な予算でいろいろなことを考えて組んでおられる予算か、そ

こらをお聞きします。 

○佐々木市民生活課長  委員長。 

○今村委員長  佐々木市民生活課長。 

○佐々木市民生活課長  はい。公衆衛生推進協議会というのは、6町の内5町ございました。5

町の中で今までいろんな各町においては今の環境パトロールね、ごみの

ポイ捨てなどのパトロールをされておったり、それから飲料水、また井

戸水の水質検査を自主的にやられたり、それから献血に対する応援活動

というのをされておりました。それが一緒になられまして、各ところか

ら役員を出されまして、1つの団体として、今5団体の内、1つの団体に

なられまして活動をされております。 

この公衆衛生推進協議会につきましては、条例でも書いてありまして、

大変環境保全、それからその推進をするためには必要であるということ

で、明記されてあるものでございます。当然、今から私ども市民生活課

の中で、一緒にある程度サポートしていただいて、実践をしていただく、

またその中に私どもも入っていって一緒に活動していかなければならな

い団体ではないかと思います。ですから、今いろんな活動の中で、今度

はまた改めて今度は市の方向性の中で、いろいろそこと協議をしながら

先ほど出ておりますポイ捨ての問題、それから野焼きの問題、それとか

いろんな問題をですね、それの中で協議していただきながら、そしてま

た実践していきながら、していただきながら、いただければと私は思っ

ております。ですから、私どもとしましては、是非ともこの団体に頑張

っていただいて、日頃の実践活動の範となっていただきたいと思ってい

るのが私の考え方でございます。以上です。 

○渡 辺 委 員  委員長。 

〇今村委員長  19番、渡辺義則君。 

○渡 辺 委 員  はい。ただ今の議論の中で聞かせていただいておりますと、一言一

句言葉を拾うのではございませんが、大変重要な言葉が、質問者の方も

答弁者の方も誤解があるように思います。一百姓としてご提言申し上げ

たいと思います。野焼きというのは、我々は許されとると思います。今

議論されとるのはごみ焼きではございませんか。その辺執行部の方の答

弁の中にもありましたんでお尋ねをします。 

次に質問します。34ページ、住宅新築資金貸付金元利収入、加えて2

目の結婚支度資金貸付金元利収入、この中で滞納繰越分ということで、

元利収入1,500万。それから結婚支度資金の方が37万3,000円という表現

がされておるわけです。先ほど税務の方でもかなり議論されております

ので、重ねる必要がないかと思いますが、内容が違うと思うんです。税

金と貸付金の問題だろうと。これは税金の分は最終的には処理できるか

もしれません。貸付金というのは、これは処理できんと思うんですよね。
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大変ここに表現されているような金額では実態はないと思うんです。た

だ、1年間に回収できる金額がされておるんだなというふうに認識して

おります。それで、滞納繰越分総額が云々は、できれば知らせていただ

いてもよろしゅうございますが、この辺のギャップが非常に大きいとい

うのを見させていただく。これまでの取り組み、それから今後あるいは

そういった取り組みの中で何か問題点もあると思うんですが、我々にも

聞かせていただいておきたいと思います。 

○佐々木市民生活課長  委員長。 

○今村委員長  佐々木市民生活課長。 

○佐々木市民生活課長  先ほど、渡辺議員さんが申されたとおりでございます。私ども、今話

しの中で野焼きの禁止等言いましたが､これは間違いでございまして、

ごみの野焼きの禁止ということであります。まことに失礼いたしました。 

○毛利人権推進課長  委員長。 

〇今村委員長  毛利人権推進課長。 

○毛利人権推進課長  はい。住宅資金の回収への取り組みでございますけども、決算の時も

お話しいたしましたように、3年以上の滞納の部分、それから1、2年の

滞納、それから月遅れとかですね、そういう部分のそこらの部分を7区

分に分けてからですね、一応数字を出しております。そこらの部分の3

年以上の滞納部分あるいは1、2年音沙汰がないという部分はですね、90

件ぐらいございます。そこらをですね、90件あるというのは催告状を出

してですね、反応のない家庭をですね、90件ばかり人権推進課の方でで

すね、訪問に回りまして、そしてそれぞれ面談してみますとですね、生

活苦等もございます。経済状況の中で。しかし、長期のですね、償還の

計画書をつくらせていただいてですね、いくら月額ですね、1万円でも2

万円でも払っていただくようなですね、そういうかたちでほとんどの方

がですね、そういうふうな対応をさせていただいているところでござい

ます。また、そうして全然無反応の部分につきましてはですね、弁護士

とも協議いたしましてですね、法的処理をするという手筈を今後やって

いこうと思っております。 

それから、滞納分の15年度決算でのですね、総額でございますけれど

も、3億3,686万5,613円でございます。3億3,686万5,613円でございます。

以上でございます。 

○亀 岡 委 員  委員長、20番。 

○今村委員長  20番、亀岡等君。 

○亀 岡 委 員  議事運営をしとられる委員長にですね、ちょっとお伺いするんです

が、これを余談のように思われれば発言停止をされてもいいんですが、

実はですね、どれぐらいの時間を充ててこの提案の質疑を審議をやられ

るんかですね。大体、本来を言いますとね、1議案へ対して3回の質疑に

なっとるんですよね。これは整理上ですね。決まりがそういうふうにあ

るんです。でも、本来、一般会計予算は1議題なんですよね。それに対

して3回の質疑じゃあですね、到底やれんだろうと。慎重審議や充分な



 128

審議を尽くさにゃあということで、このように分けてですね、今回、今

やってる審議は、どういうんですか、今2つのものを1つにしてですね、

やってるわけでしょ。この市民部の中でなんですか、人権の関係と税の

関係ですね。そういったような今の1つの議案へ対してですね、1問1答

式だいうてひっきりなしにお互いに誰かがやるとすればですね、いつま

で時間を持たれる計画ですか。やっぱり一定の整理をしていかにゃあい

けんですよね。私たちも黙っちゃあいますがね、やぱり意見はあるんで

す。ひとつそこらをですね、節目をきしゃっとしてやっていただきたい

ですね。これ、余談のようですがね、これからまた今晩も7時半、8時、

この間10時半までやった実績がありますから、そりゃあかまいませんよ。

しかし、ある程度整理してやってもらわにゃあですね、ということをま

ず申し上げて、私はですね、この26ページのですね、今度先般条例もご

ざいましたが、消費者生活センター設置等事業補助金に関係してですね、

申し上げたいんです。お伺いするわけですが、まずですね、先ほども少

しはありましたが、この消費者生活をどのように擁護していくんかとい

うことは非常に大切なんですね。この消費者に対しての働きかけ、様々

なですね。手段でもって行なわれてきているわけですよね。利益を得よ

うとする側からですね。ですが、これをですね、消費者の側の生活を守

って行くということはですね、やっぱり消費者が自らを守っていくとい

う、やっぱり自衛的なですね、高まりがないと、成果が出ないんですよ

ね。それで、ひとつ行政の取り組みの視点、観点を私は変えてもらいた

いと思うんですね、こういうときに。大変今、行政としちゃあですね、

財政問題を基盤にして市民の側にも訴えておられるし、行政職員に対し

ても厳しい姿勢で臨んでおられますね。しかし、少しこれはやねこいで

とか、これは問題だからというと、すぐ機構をつくってですね、そこに

職員を増員してですね、やるというかたちになっていってはですね、こ

れはやっぱり今回の改革へ対しても反しておると思うんですよね。 

やっぱり行政がやらなけりゃあならないことは、市民にできない分野

のことを行政が手がけていくと、こういうことになるんで、私は今回の、

今消費者問題のこともありますし、また先ほど来ですね、環境問題等も

ございますが、これらこそですね、お金は余計かからんのですね、これ

は住民の自治運動。自治振興の関係で取り組めばですね、これはもって

こいの話しですね。私はそう思いますね。要するに最たる自治活動にふ

さわしい、このように思うんです。地域のね。基本的にはやっぱり意識

高揚の問題でして、ここのところを触らないで問題解決は私はできない

と思うんですよ。そういう意味じゃあですね、勢いどんどんどんどん、

こんなはどうもやれんで。今度は消費者生活の問題、こんなあどうでも、

どういうんですか、家庭暴力の問題、あるいはやれイジメの問題、これ

はみな課をつくって、部をつくってやりよったらですね、どうですか、

予算がとてもじゃないが、二百二、三十億円の問題じゃあ済みませんよ。

対応はできませんよ。ひとつそこらをですね、今回考えてもらいたいで
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すね。 

野焼きの問題は先ほど考え方を示されましたが、私はやっぱり野焼き

をやめるいうことになると、秋芳洞の上を毎年春焼きますよね、枯れ草

を、あれを辞めてもらわにゃいけんいう進言をせにゃあいけんようにな

るがのと思うて困ったことじゃがのと、思うておったんですが、そこは

改められましたんですが、ひとつですね、この新たな被害が起きてきた

ら対応するんだという構えをしないんがいいんですね。被害を未然に防

いでいく、住民の側の意識高揚、啓発を図っていくという、ひとつね、

先手必勝の構えでやっていくにはね、もってこいの自治活動ですね、こ

れ、住民の。こういったのをやられないと、住民に思いがまとまったら、

もってこいや、やっちゃるけえ言うても予算はないんでしょ、この住民

活動、地域づくりにしても。やっぱりまず、地域づくりはこういったよ

うなですね、実際に金のかからん面で、住民自らがですね、自営のため

に立ち上がっていくということを働きかけりゃあええんで、これは年に

何回か講演会でもやって、被害に遭うまあ思う人は寄って集まってきな

さいと。みんなで考えようじゃないですかということをやればいいんで

あって、私はあんまりこういう新たにこういうのは困るで言うちゃあで

すね、予算を見積もってこの係をつくっていくと、こういうやり方は改

めていくべきじゃないかと思うんですが、いかがなもんでしょうか。 

○今村委員長  はい。この答弁の前にですね、この議事の進め方でございますが、基

本的には1部2時間ぐらいを目途にしておりましたが、確かに遅れている

ことも事実でございます。一応ですね、今後原則的にはそれを遂行する

というかたちで進めたいというふうに思っております。 

それから、なお、形式はですね、1問1答形式のかたちでやりますとい

うことになりましたので、回数についてはですね、一応今までの会議規

則にあるような3回ということにはならないだろうというように思って

おります。 

今の件で、答弁を求めます。 

○毛利人権推進課長  委員長。 

〇今村委員長  毛利人権推進課長。 

○毛利人権推進課長  消費生活相談員設置に関わってのご質問でございますけれども、対応

だけじゃなしにですね、啓発もということだろうと思うんですけれども、

啓発につきましてもですね、旧町では消費生活のですね、賢い消費者に

なろうとか、あるいはまた、オレオレ詐欺なんかにかからないようにと

いうですね、学習をですね、進めるということで、例えば女性学級とか、

あるいはまた老人大学を通じてですね、実施をしておりました。それか

ら新市になりましてもですね、私ども消費生活を所掌する課でございま

すので、教育委員会あるいはまたですね、そうした分庁の方へもですね、

教育分庁の方へもですね、そうした啓発のですね、講師派遣等々のです

ね、そうした紹介等もございますので、そうした教育委員会とも連携を

図りながらですね、今後より一層ですね、啓発部分でですね、今言われ
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るようにそういう被害に遭わないような、そうした賢い住民をつくるん

だというような啓発をやるんだというですね、そういう姿勢を貫いてい

こうと思います。以上でございます。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

○今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  質問の前に、議事の進め方でありますが、1問1答というかたちなんで、

1つの議論を大体済んだら済んだというようなまとめ方をしていただい

て、次に進んでもらえば、次に質問しやすいんかなという気がしますん

で、ひとつこれは提案をしておきます。 

先ほどの野焼きの件に関して、佐々木課長、答弁をされたんですが、

答弁の内容が少し不足をしてるんじゃないかという気がしますね。せっ

かく答弁されるんだったら、野焼きの関係、当然、化学製品を焼くこと

と、田畑でものを焼いたり、山でものを焼いたりということは当然違う

わけですね。サランラップを30センチのものを焼くダイオキシンの量と、

2トンダンプ一杯の落ち葉を焼くのと同じくらいのものが出るわけです

からね。そういったことも含めて説明をされんといけんと思いますし、

産業廃棄物等の関係もあるんですね。いかに木材、草木であろうとも、

産業廃棄物になると焼くことはできんのですね。だからそういうことも

含めてきちっと認識をしたＰＲをしないから、こういった問題が起こる

わけですから、そこらの答弁を再度お願いしたいと思います。 

○佐々木市民生活課長  委員長。 

○今村委員長  佐々木市民生活課長。 

○佐々木市民生活課長  先ほど質問されたように、その廃棄物の捉え方が、説明があっちもこ

っちも一緒にしとるからじゃないかと、先ほど言われた部分で、充分私

の方も説明するときにですね、言葉足らずであったと反省はしておりま

す。また、熊高議員さんが言われるように、今のいろんなかたちでのケ

ースといいますか、一杯の廃棄物、それから産廃の廃棄物、こうなれば

こうなるよ。一般廃棄物ではこうなるよと。そういう対応にはこうです

よと、そういうきちっとしたＰＲ活動が足りない。ただ単にごみの野焼

きに関してでは、あまり住民が分からないんじゃないかというようなこ

とだと思います。それにつきましても、細かくとした事例を込めて、分

かりやすいようなＰＲ、啓発というようなものをし、市広報等、使わせ

ていただきまして充分説明させていただきたいと思います。以上です。 

○明 木 委 員  委員長。 

○今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  先ほどですね、啓発運動の予算はないと言われましたけど、是非で

すね、その部分については芸北広域環境衛生組合等もありますし、私も

そこの議員にならせていただいてるんですけど、その辺りですね、副管

理者であられます市長の方からもですね、そちらの方からでも働きかけ

るようにお願いしていただくということをお願いするのと、またですね、

これについてはもう少し厳しい条例化というのも必要じゃないかと思い
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ます。例えば罰則とかですね、その辺りを含んだかたちの条例をつくっ

ていくというですね、考え方もあると思うんですけど、この件について

市長の方にお伺いします。 

○今村委員長  市長、児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長  かなり具体的になっておりますので、法的な問題もあると思うんで、

担当の方で答えさせます。 

〇今村委員長  廣政市民部長。 

○廣政市民部長  はい。この啓発、先ほどから啓発の方法なり、また職員の認識、また

住民の市民の認識と、こういうことは今からの大きな目指すとこでもあ

ります。この条例化の件につきましては、前回のどの議員だったかと思

いますが、条例化にならんかとか、これに関連したような質問をいただ

いたような気がいたします。こういうことも条例化というのは、先ほど

も出ておりますように、どうにもこうにもならんけ、すぐ条例化という

かたちも1つの方法かも分かりませんけども、そこらの条例化といいま

すと、やっぱし、市の憲法でもありますし、法律でもあります。そうい

う点をですね、もよりの委員会等でも充分今からも慎重に協議をさせて

いただいて、対応させてもらいたいと、このように思います。よろしく

お願いします。 

〇今村委員長  以上で、質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

○藤 井 委 員  委員長。 

〇今村委員長  21番、藤井昌之君。 

○藤 井 委 員  いつの間にか議題があっちこっち行きましてですね、質問ができなか

ったんですけども、先ほどの人権推進団体の補助の件なんですが、これ

は宗教団体への補助いうことになりますと、政教分離の原則から言うと

ですね、これは行政が公金を出すというのは私は納得いかないと思うん

ですけども、そこらあたりどうでしょうか。 

○児 玉 市 長  委員長。 

○今村委員長  市長、児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長  政教分離の問題をどういうように解釈するかという問題でございます

けども、ちょっと今正確な回答が私もできませず、担当もおそらくでき

んだろうと思いますんで、この問題は研究させていただきたいと思いま

す。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

○今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  時間もないようですので、簡単に2点ほどあるんで、まず市民部長に

聞くんですけども、合併して1年経つ中で、市民部が一番住民の窓口に

近い関係なんですね。いろいろ窓口業務に対して当初かなりの問題もあ

るようですけど、その辺の課題をどんなふうに整理をされ、今後17年度

に市民の窓口として戸籍の関係とか、そういった、特に本庁に入ってす

ぐ窓口が市民部の関係があるんですけど、その辺についての経緯なり、

今後の取り組みの考え方、これについてお伺いしたいと思います。 
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〇今村委員長  廣政市民部長。 

○廣政市民部長  どういいますか、3課、市民部としては住民と直接の対応をする機会

というのが非常に多いということになっております。今の本庁関係につ

きましては、それぞれ今度は6町が一緒になりまして、窓口一本化とい

う戸籍関係にしても、住民票関係にしても、どこのまちでも徴収できる

というかたちで、そういった点ではある程度本庁の方でも旧吉田町より

も、住民の方の往来が非常に多くなったと承知しております。これにつ

きましても、今、それぞれ職員の方も対応させてもらっておりますし、

市民の方にも時折には苦情のこともお聞きします。その苦情というのは、

ひとつの職員の住民に対するひとつの礼儀作法から、またこの住民票等

の差し出す時間帯とか、いろいろお聞きします。これが常時じゃないん

ですけども、その節、都度、担当課長の方も窓口等の職員を集めまして、

そういうまた協議をしていただいて、当然、住民の方はお客様であると

いうひとつの認識を持って対応するようにというのは、今進めておると

こでございます。税関係にしても、これもそれぞれ収納係も設けており

ますが、先ほどから出ておりますように、このそれぞれのまちの滞納的

なものも持ち寄られて、今それぞれそれなりの分析をしていただいてお

るとこです。これにつきましてもそれぞれのまちのかたちの中で、賦課

徴収という、賦課にしましても全体の市の市民への賦課というかたちで、

本庁の方でやっておりますけども、時折には支所の方にもお願いをせん

にゃあいけんと。またこの度の確定申告、これも前回は合併当時という

かたちでそれぞれ経験者の方に残っていただいて、部からの応援をいた

だいたとこでありますけども、今回は姿勢一年経った今年度につきまし

ては、一応税務課関係、支所においては市民生活課関係で対応する。実

際に住民対応サービスから見れば、会場の数もある程度減らしていただ

いたとこもあります。ただし、ある程度日常出金サービス、日常受付と

いうようなかたちで、そのカバーをさしていただくようなこともありま

す。いずれにしましても、この窓口業務というのは、直接市民に対応し

ていただくという、徴収業務につきましても一時間はその徴収の話しじ

ゃないですよね。市全体の職員の対応とか、いろんなよその業務のこと

の話しをお聞きするという、その中で10分か20分ほど税の話しをして帰

るというのがほとんどであります。そういった意味でも、税だけでなく、

せめて市民部においては、3課の課長が1つになって、それぞれのところ

で対応しようというのが申し合わせて、現在今、対応しているとこであ

ります。今後、一層ご意見をいただきまして、対応して参りたいと、こ

のように思っております。 

○熊 高 委 員  委員長。 

○今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  はい。市民部長、よく理解をされておりますんで、あとはどう実行す

るかということだと思いますんで。市民の方に最近いろいろ聞きますと

ですね、やはり福祉保健部長も外でいろいろ聞いておられるようですけ
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れども、1階が福祉保健部とあと市民部かあるわけですけど、やはりそ

の今の庁舎の機能というものもあるんですがね、でも新しい庁舎ができ

るまで我慢せいというようじゃ困るんで、やはり背中を向けて職員が座

っとる場面もあるんですね。そういうときに、市民が来ても知らん顔し

とるとか、声をかけても具体的に言えば、机に座ったままこうやって向

くんだとかね。やはりきちっと立って正対をして、｢なんでしょうか｣と、

こういったきめ細かい職員の資質の問題だと思うんでね。そこらを全て

の部も含めてね、やっていただければ、やはり市民の苦情というのは少

なくなるんかなと聞いておりますんで、是非ともそういう方向でお願い

したいと思います。 

もう1点、これは今日は煙の話しばかりになりますが、たばこのこと

ですが、1億8,000万という大変なお金ですから、ありがたいというふう

に思って聞かせていただきました。山本課長さんの懇切丁寧なご説明の

中で聞かせていただきましたが、果たして素直に受け取っていいかとい

うことがあるんですね。先般、一般質問した経緯もありますんで、総務

課長、総務部長は1億8,000万もいただいとるんですから、我慢しなさい

というとこまでは言いませんでしたけども、毒になるものを売って儲か

るんだったらそれでもええじゃないかというようにも聞けるような答弁

であったわけですね。市民の体を悪くしてでも税金をもらう方がええん

だと言わんばかりの言葉のように私は感じたんですが、そこまではない

んかもわかりませんけどね。そういった思いで聞く中で、やはり福祉保

健部長も外で聞いておられると思うんで、連携をして、やはり適正なか

たちの中できちっとそうした税収を求めていくと。むしろその下の入湯

税あたりを増やした方が、ずっと健康的でいいわけですよ。そういった

連携も含めてですね、増えていくのがいいんかどうかということも含め

て、これは市としてしっかり考えていただきたいというふうに思います。 

部長の方で答弁でもあれば、聞かせていただくことによって次にまた

いろいろ検討できると思いますんで。 

〇今村委員長  廣政市民部長。 

○廣政市民部長  はい。こうしてたばこ税というひとつのかたち、税だけを考えますと

ですね、やっぱり147億ぐらいの一般財源の中で、三十二、三億の一般

税源、22％ぐらい税収を含めてなると思うんですけど、そういった面か

らみますと、確かに税務課長が言いますように、1円でも1,000円でもそ

ういう税が多いというほど市は潤うということだと思います。要するに

自主財源というかたちだろうと思いますけども、ただ、おっしゃるよう

にですね、このたばこというのは極端に言えば体に非常に害を有すると

いうことであります。一昨年はそういうひとつのたばこに害を有すると

いうことで、普及が減るんじゃなかろうかというかたちで見ておりまし

たけども、どういうわけか減っていかないと。往年並みというかたちで

税が伸びてきたというかたちでございます。当然、健康面から見ますと、

当然これが増えるということはですね、極端に言えばたばこの税が増え
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て、国保税が増えるようじゃいけんわけでありまして、当然そういった

意味からでも福祉保健部ともそういう協議をさせていただきましてです

ね、そこらの対応も、また行政の対応としても、あり方も協議させても

らわにゃあいけんのじゃないかと、このように思います。 

〇今村委員長  それでは、質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたしま

す。 

暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後３時５１分 休憩 

午後４時００分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  それでは、休憩を閉じて再開といたします。 

続いて、福祉保健部に関わる予算を審査をいたします。 

まず、市民部との関係によりまして、議案第41号、平成17年度安芸高

田市国民健康保険特別会計予算についての件を、議題といたします。 

福祉保健部長から、要点の説明を求めます。 

福田福祉保健部長。 

○福田福祉保健部長  はい。失礼いたします。平成17年度の安芸高田市国民健康保険特別

会計予算でございますが、103ページをお開き下さいませ。 

今回の17年度の予算につきましては、被保険者数をですね、1万4,276

人、世帯数にいたしまして7,837世帯の加入となっております。市全体

での加入割合は人口で約42％が世帯でございまして、約60％となってご

ざいます。それと被保険者の動向としましては、近年の長引く経済不況

の影響によりまして、被保険者は増加の傾向にございます。医療費の動

向にございましては、医療、医学、医療技術の進歩、それから生活習慣

病など、慢性疾患患者の増加等に伴いまして、年々増加しており、依然

として厳しい状況にございます。それで、今回のこの予算につきまして

は、過去の医療費の伸びを推計いたしまして、医療費を積算をいたして

おります。それで、17年度においても合併前の旧町で取り組んできまし

た国民健康保険事業健全化対策の諸事業を一層積極的に推進していくと

ともに、保健事業を推進することといたしております。 

まず、収納率向上対策の推進、それから医療費適正化対策の推進、保

健事業の推進、啓発活動対策の推進、以上4点を重点事項といたしまし

て、被保険者の健康づくりに努めて参りたいと考えてございます。また、

今回提案させていただいております予算につきましては、3月2日開催の

国民健康保険運営協議会で答申を受けたものでございます。 

それでは、金額的にですね、本予算の総額は、歳入歳出それぞれ36億

5,480万8,000円でございます。前年対比といたしまして21.4％の増とな

っております。また、一時借入金でございますが、一時借入金の借入限

度額は7億円と定めさせていただくものでございます。今回は、答申を

いただきまして、また所得の方が確定をいたしますと8月に本算定をす
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るかたちとなってございます。詳細につきましては、担当課長の方から

説明をいたさせますので、よろしくお願いいたします。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  続いて、川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  それでは、国民健康保険について、特別会計予算についてご説明を申

し上げたいと思います。まず、予算書110ページの方、事項別明細書の

方からお願いしたいと思います。 

1款国民健康保険税でございますが、目の1一般被保険者国民健康保険

税でございます。6億2,270万8,000円の予算でございますが、これは節

に1～4まで医療給付費分の現年度分、また介護納付金の前年度、また節

3、4では滞納繰越分の金額を計上させていただいております。これは前

年対比で98.9％の率になろうかと思います。目2の退職被保険者国民健

康保険税でございますが1億8,940万5,000円、これは前年対比で101.1％

の率になろうかと思います。これは退職被保険者に対する現年度の課税

分、また介護保険の課税分、また医療給付、介護納付金の滞納繰越分の

予算を計上いたしております。総計8億1,211万3,000円でございますが、

前年対比で考えると99.4％という数字になろうかと思います。 

そして2款の使用料及び手数料の方でございますが、これは存目とい

うことで計上させていただいております。 

また、3款の国庫支出金の方でございますが、目1の事務費負担金の方

は存目ということで計上させていただいております。2目の医療費給付

費等負担金でございますが8億2,105万5,000円でございまして、前年対

比121.6％という予算計上でございます。これは現年度分といたしまし

て医療費給付費分老人拠出分介護納付金分ということで、計算をさせて

いただいております。昨年度までは、これは医療費等の40％部分がです

ね、入って来ておったわけですが、制度の改正ということで、36という、

100分の36という変更をみております。目3の高額医療共同事業負担金の

方でございますが、これは国庫負担分で1,176万6,000円の予算でござい

ます。これは前年と同額の計上をさせていただいております。これは共

同拠出金の4分の1ということでお願いしとるとこでございます。 

続いて款3の国庫支出金、目1の財政調整交付金の方でございますが、

3億3,243万2,000円でございまして、前年対比115.2％の予算計上でござ

います。これも補助率といいますか、これは昨年度まで10％でございま

したが、今年度は9％のもので予算計上をさせていただいております。

医療費給付費分、老人拠出分、介護納付金分でございます。 

続いて112ページの方をお願いしたいと思います。これは共同保険事

業分といたしまして521万9,000円のものを計上させていただいておりま

す。また、その次にありますが、節2の特別調整交付金の方でございま

すが、これは1億2,647万3,000円でございまして、原爆医療費、また結

核、精神、これの多額分での計上でございます。また、医療費通知分と

して予算計上させていただきました。そして目2の国民健康保険特別対
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策費補助金の方でございますが、これは存目として計上させていただい

ております。 

続いて4款の県支出金の方でございますが、目1で高額医療費共同事業

負担金の方でございます。これも昨年と同様にですね、計上させていた

だいとるとこでございます。 

続きまして県支出金の方の県補助金の方でございます。目1の財政調

整交付金でございますが、これは先ほど言いましたように、制度の改正

がありまして、これを新規に県の方の補助金ということで100分の5％の

ものを予算計上させていただいております。1億1,353万4,000円という

数字を計上させていただきました。 

続きまして5款の療養給付費等の交付金でございますが、これは目1で

療養給付費等交付金でございます。これは医療費給付費分老人拠出金分、

介護納付金分ということで11億3,418万9,000円の予算計上をさせていた

だいております。これは前年対比で154.6％の予算計上になろうかと思

います。 

続きまして、連合会の支出金でございますが、これは存目といたしま

して計上させていただいております。 

続きまして114ページの方をお願いしたいと思います。これは、7款の

方で共同事業交付金ということで、目1高額医療費共同事業交付金の

2,353万3,000円、前年対比の50％の予算計上をさせていただいておりま

す。 

その次、8款の財産収入の方でございますが、利子及び配当金、これ

は基金の利子分を計上させていただいております。これは前年対比でほ

ぼ同額を計上させていただいております。 

続きまして9款の繰入金でございますが、他会計の繰入金、一般会計

の繰入金でございますが、1億5,107万円という予算計上をさせていただ

いております。これは保険基盤安定繰入金、保険基盤安定繰入金のこれ

は保険者の支援分、また最初の分は保険税の軽減分として計上させてい

ただいております。また、出産育児の一時繰入金を計上させていただい

たとこでございます。 

そしてその次の115ページの方でございますが、基金の繰入金といた

しまして、目1財政調整基金繰入金2億3,927万6,000円の予算計上でござ

いまして前年対比123％の予算計上をさせていただいております。これ

は財政調整基金の繰入金でございます。 

そして次の繰入金の方で、目1の療養給付費交付金の繰入金から、こ

れは存目ということでお願いしとるとこでございます。その次の11款諸

収入の方でございますが、これは目1の一般被保険者延滞金ということ

で、節の1の方で一般繰入金の方の延滞金、退職者保険者の方の延滞金

を一般計上させてもらっておるとこでございます。 

続きまして116ページの方をお願いしたいと思います。11款の諸収入

でございまして、雑入ということで節の方でご覧いただきたいと思うん
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ですが、一般費保険者の第3者の納付金ということで、予算計上させて

いただいております。これにつきましては、交通事故等での第3者の納

付金ということで、計上させていただいております。以上が、収入、歳

入の方でございます。 

続きまして117ページの方で歳出の方をお願いしたいと思います。ま

ず、1款の総務費の方でございまして、1項総務管理費の方でございます

が、目1一般管理費の方でございます。これは説明欄にございますよう

に、一般人件費のものと、総務管理費の予算の計上でございます。そし

て、総務一般管理費の主なものでございますが、ここにございます7の

賃金がですね、29万7,000円というものがございます。これは医療費通

知等の臨時職員等のものを掲げてございます。需用費の11で金額が220

万あまりあるわけですが、これはレセプトのファイリング用の消耗費、

また保険証等の変更がありますんで、印刷製本費があります。また、13

の委託料につきましては連合会の共同事業の委託料、レセプトの点検委

託料を計上させていただきました。そして次は目2の連合会負担金でご

ざいますが、これは191万円ですか、これを予算計上ですが、これは連

合会への負担金をお願いしとるとこでございます。そして次の項2の徴

税費でございます。徴税費の方につきましては目1賦課徴収費というこ

とで70万2,000円のものを掲げてございます。これは徴収にかかる消耗

品等のものを徴収費に計上させていただきました。 

続きまして118ページの方をお願いしたいと思います。同じく徴税費

の方で、納税、目2の納税奨励費の方でございますが、500万の計上でご

ざいまして、これは納税奨励費250件の8期分を予算計上させていただい

ております。そしてその次の総務費の項3の運営協議会費、目1の運営協

議会費の方をお願いしたいと思います。これは20名の委員さんで構成し

ていただいていますが、年2回の協議会開催の経費を計上させていただ

いております。その主旨、普及費の方は、廃止でございます。 

そして119ページの方をお願いしたいと思います。2款の保険給付費の

方でございます。目1の一般被保険者療養給付費、目2退職者被保険者等

の療養給付費、これはそれぞれの被保険者に対する医療費の予算計上で

ございまして、一般被保険者につきましては前年対比123.4％、退職者

につきましては149.6％という予算計上をさせていただいております。3

目の一般被保険者療養費、また4目の退職被保険者療養費でございます

が、これはコルセット等の療養費を予算計上させていただきました。一

般被保険者につきましては前年対比123％、また、退職者については

151.7％という予算計上でございます。また、5目の審査支払手数料につ

きましては、昨年とほぼ同額102.1％の予算計上をさせていただいとる

とこでございます。2款の方の項2高額療養費の方でございますが、これ

も一般被保険者の高額療養費、また次ページの120ページの方の退職者

被保険者の高額療養費をそれぞれに限度額を超えた金額をですね、後払

いという恰好で予算計上させていただいとるものでございます。一般被
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保険者については前年対比119.6％、退職者の方につきましては148.5％

という予算計上をさせていただいております。 

続きまして保険給付費、移送費ということでございますが、これは存

目ということで予算計上させていただいております。 

続きまして2款の保険給付費の出産育児給付費でございますが、これ

は1,500万円、昨年度と比べまして83.3％の予算計上でございまして、

これは1件30万の50名の予算計上させていただきました。 

続きまして121ページの方でございますが、同じく項5の葬祭諸費の方

でございます。これは葬祭費といたしまして2,310万円、これは前年対

比104.1％ということで、お願いしとるとこでございます。これは1件7

万円の330件のものを予算計上させていただいたところでございます。 

続きまして3款の老人保健拠出金でございますが、これは目1の老人保

健医療費拠出金、これが7億3,200万でございますが、前年対比で96.8％、

またその次の2目の方、老人保健事業の事務費の拠出金1,920万円でござ

いますが、これは前年対比113.4％でございます。これは全部7億5,120

万ですか、こういう数字になるわけですが、これは前年対比で97.2％と

いうことでございます。老人保健医療費の拠出金を計上させていただい

ております。 

4款の介護納付金の方でございますが、目1の介護納付金でございます。

1億7,400万、これは前年対比119.6％ということで、介護納付金の予算

を計上させていただいております。 

続きまして122ページの方をお願いいたします。5款の共同事業拠出金

でございますが、目1で高額医療費共同事業医療費拠出金でございます

が、支払基金の方へ高額に対するものを4,706万5,000円の予算計上させ

ていただいております。これも昨年と同額のものを計上させていただい

ております。 

6款の保健事業費でございます。保健事業の方で、目1保健衛生普及費

の方でございまして1,190万7,000円の予算でございますが、これは前年

対比で184.6％という予算計上させていただきました。 

国保の保健事業費の方でございますが、これは生活習慣予防、習慣病

等の疾病予防のため、食生活、運動等の生活習慣の見直しを図り、健康

長寿を推進するために健康教室、健康まつり、これは昨年度からやって

おります健康まつり、医療費分析などを行ないまして、保健などの保健

事業を行なうための予算計上であります。ここの中で大きなものといた

しましては、8の報償費の方でありますが、これは先ほど言いましたよ

うに、健康事業をやっております、これは今旧高宮町でやっております、

プールの健康教室講師謝金が主なものでございます。また、需用費の方

でございますが、これにつきましては各種健康教室に伴います、消耗品

等に対するものでございます。また、旧吉田町で実施されておりました

ウォーキング大会をまた復活させてですね、安芸高田市でもやってみた

いと思っておりますので、これに対する経費を計上させていただきまし
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た。また、委託料の700万あまりのものでございますが、これは医療費

分析に約430万、また医療費通知等ほか健康まつり、これらのものが主

なもので委託料ということで計上させていただいております。また、目

2の疾病予防費の方でございますが1,559万5,000円で、昨年対比114.9％

でございますが、これは委託料、負担金補助及び交付金が大きいもので

ございますが、委託料につきましては吉田病院で実施しております1日

人間ドックに対する委託料をですね、約1,000人分のものを一人8,000円

でございますが、約1,000人分のものを予算計上させていただきました。

19の負担金の方でございますが、総合検診が始まって参ります、これに

対するものでございまして、これにつきましては4,100円程度のものの

負担をしていきたいと思っております。人数にして1,850人程度のもの

を予算計上させていただきました。 

続きまして123ページの方をお願いしたいと思います。7款の基金積立

金でございますが、目1の財政基金積立金の方でございます。これは基

金の利息分をですね、積立金として予算計上させてもらったものでござ

います。 

8款の公債費の方でございますが、これは利子といたしまして計上い

たしております。一時借入金に伴います利子の予算計上をさせていただ

きました。9款の諸支出金の方でございます。目1の一般被保険者保険税

の償還金150万、これは還付金ですね、還付金を予算計上させていただ

きました。2目の方では退職者に対応するものを予算計上させていただ

いております。 

続きまして124ページの方をお願いしたいと思います。これは4目の一

般被保険者還付加算金でございますが、こうした一般被保険者の還付金

の予算計上をさせていただきました。 

10款の予備費の方でございます。予備費の方に5,600万ほど予算計上

させていただいておりますが、これは医療費の3％部分に値する金額を

予算計上させていただいたとこでございます。 

以下、125ページから給与費の明細書等になりますので、またご一読

いただければなと思います。以上でございます。よろしくお願いします。 

〇今村委員長  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  122ページのですね、今の保健事業費ですね。保健衛生普及費の節の

8、報償費127万8,000円と聞いとるんですが、なんか、水泳指導の講師

の謝金とかいうようなことをちょっと聞いておるんですが、どういった

正確のものか、ちょっと詳しく説明をいただければありがたいと思いま

すが、よろしく。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  ここに予算計上しておりますプールの関係でございますが、やりよう

る中身ですか。 
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〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  これは健康増進いうこともあるし、体力向上いうのもあろうと思い

ますんで、これはどっちか言やあ、教育委員会の方じゃないかなという

思いがするんですが、どういうふうな捉え方でこういうところへ報償費

が載っとるんかということなんですね。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  教育委員会の方は体力づくり、私の方はまた健康維持という恰好で、

ちょっと言い回しが違うんですが、今やっとる事業は、どういうんです

か、普通に歩くと体重全てかかるわけですが、水中で歩くと腰等への負

担が少なくなるということで、高齢者等を中心にですね、高宮の方のプ

ールを利用してもらっております。今年度、17年度からは吉田にプール

ができましたんで、そのことも視野に入れましてやっていきたいと思い

ます。高宮分につきましては、従来やっております水中ウォーキングと

いうようなのを中心にですね、行なって参りたいと思っております。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  主旨等々は分かったんですが、今の吉田の温水プールについては地

域事業団が管理委託を受けるというような状況の中で、高宮さんの場合

は市が直接やるのか、そこらは今の今度温水プールについては、その教

室については市がやるがという状況の中にあるんですか。委託業者に任

すとかいうような方法は考えてないんですか。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  今、吉田のプールの話しでございますが、まだ使用実態がですね、ど

ういうふうになるかというのは、今、検討課題になっておりますんで、

今内の方で考えておりますのは、高宮方式の、高宮方式と言ったらちょ

っと言葉が悪いんですが、直営でですね、うちの方がインストラクター

を雇用して、それで教室を開ければなと思っております。このことがず

っと続くということが先に言われますような業者委託ということも考え

る時期は出てくるんじゃないかなという気がいたしております。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

○今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  吉田の温水プールも今後考えていくということで、当然のことだと思

いますけども、教育委員会の次長は地域財団にすべて任せますと言い切

りましたからね。どんなふうにされるんですか。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  はい。うちの方が財団にですね、委託するという考えは持ってないん

ですよ。今のとこは財団が管理されるんなら、そのことでうちの方が曜

日を決めましてですね、時間を決めて、その時間を空けていただいて、

うちの方の教室を開きたいと、このように思っております。それで貸し

ていただけないということであれば、事業団の方に全面お願いしますと
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いうふうに言わんにゃいけん時があるんかなと思っておりますが、今の

ところはあくまでも直営でインストラクターを雇用してやっていきたい

と、このように思ってます。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

○今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  誰がいいんですかね、助役さんですかね。総合的な部の連携というの

はどうなっておるんでしょうか。 

○今村委員長  増元助役。 

○増 元 助 役  ご指摘をいただきまして。当然、今のようにそれぞれの目的を持っ

て事業を考えておりますので、部の連絡は取ってですね、市としての整

合性を保つ、取るかたちで事業を実施をさせていただきたいと思います。

事業そのものは、市民の皆さんには必要な事業でございますんで、それ

をいかに効率よく、市としてやるかということにつきましては、考えて

いきたいと思っております。 

○今村委員長  他に関連はございますか。 

         次の質疑に入ります。 

○山 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  15番、山本三郎君。 

○山 本 委 員  今、保健事業費の中のですね、今のページのとこですが、目の2番目

の疾病予防費でちょっとお伺いするんですが、疾病予防費の方で吉田病

院へ総合検診を本年度大体1,000名目論んでいると聞いたんですが、今

までこの昨年度を見ましてですね、これが市民の方にですね、満足のい

くような申込数でうまくいっとるとは、私は思わんのですよね。なかな

か申込みの1,000名に、今回は1,000名いうのは前年度の比較をして、そ

の1,000名いう数字が出とるかと思うんですが、充分これが本年度の予

算でですね、総合検診へ対応できるように考えられた数字なんか、特に

この疾病予防というのは、これから非常に大切な、特に健康維持しても

らうという意味でですね、特にこれを重視していくのが、本来の今から

の福祉の目的にいくと思うんですが、だから私の聞きたいのは昨年度と

比較して皆さんに充分に対応できる総合検診になるような予算の目論見

かということを聞きたいんですが。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  はい、お答えいたします。今ここで国保の方で、1,000人規模で予算

計上いたしております。どういいますか、今年、16年度に12月、今年へ

入って甲田が終わりましたね、その段階で900名という実績を出してお

ります。この900名の数字がですね、妥当かどうかはちょっと問題はあ

ろうかと思います。旧美土里町の問題、旧吉田町さんとの問題、ここら

がありますんで、本年度は若干の17年度については、受診者は伸びてく

るだろうという予測をしております。これでですね、足らんということ

になれば、また補正予算の方で議員の皆さんにお願いする時期が来るか
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もしれません。以上です。 

〇今村委員長  関連質問はございますか。 

○山 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  山本三郎君。 

○山 本 委 員  はい。去年ですね、これを申込みを行かれたら、この数字で限度がき

とるというんでね、また次回にしてくれというような、非常にそういう

面があったとお聞きするんですが、そこらのところは昨年の状況いうも

のは、きっちりそういうところを把握しとられますかね。申し込んだら、

もう限度で人数をここまでなんじゃけえということで、仕方がなかった

が、どうしたんだろうかと、そういうことでいいんじゃろうかという話

しを聞かせてもらったことがあるんですが、そこらの状況はどうでした

かね。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  今のご質問でございますが、人数制限にかかって受診ができなかった

ということはなかったと思います。ただ、申込期間を各町にいつからい

つまでですよという申込期間を切りました。このことによって、その申

込期間以外に申し込まれて、だめだったよというのは何件か聞いており

ます。ですから、申込期間をですね、きちっと今ももう申込期間に入っ

てますが、それを期間中に受けた人は、できるだけ受けていただきたい

と。その今の1,000人で行くかどうかということがですね、どうなるん

だろうかなと。去年、16年度実施は甲田、八千代ですか、が一番最後で

年は明けました。ここらあたりのとこで年が明けると、予算の関係があ

りますんで、吉田病院等々と話しをいたしまして、12月一杯には受診が

済むようにお願いをしております。 

ですから、12月から3月のこの時期にかけてですね、精査いうんです

か、数字はきちっと固まってくると思っています。ですから、申込期間

だけはきちっと守っていきたいと、このように思っていますんで、よろ

しくお願いします。 

〇今村委員長  他に質疑はございますか。 

○杉 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  杉原君。 

○杉 原 委 員  はい。関連にもなると思いますが、122ページの関連のと関連じゃな

いのと、2つ聞きます。まず先に関連を行きます。保健事業費の内です

ね、節の委託料708万5,000円は医療費の分析と説明があったわけですが、

大変大切なことだと思います。その中でですね、いわゆるレセプト点検

というのがですね、実施しておられるか、ないかということを聞かせて

もらいたいと思います。 

旧町の時にですね、美土里町はいち早くレセプト点検をしてですね、

非常に効果が上がっとったわけですね。もしかね、それを実施しておら

れない場合はいろいろ事情があると思いますが、それは早期に取り入れ



 143

てですね、この医療費についての分析をされるのが良かろうと思います。 

もう1点ですね、121ページの介護納付金について、気のついたことを

思うんですが、新聞等でもですね、ご承知であろうと思います。他のこ

の事業は年々拡大してくると思います。そうした中でですね、他の自治

体においてはですね、不正請求があったとか等のことがあるわけですよ

ね。こういったことがですね、起こるまでにですね、そういったことに

おいてのですね、本市には管理監督がきちっといかにゃあならんという

ことだろうと思います。2点ほどお尋ねします。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  ただ今のご質問でございますが、レセプト点検ということで、医療費

の抑制、分析というご質問でございますが、これは16年度におきまして

は国保の方で4名のレセプト点検員の雇用をして、レセプト点検を行な

っております。また、17年度につきましては、3名の体制でレセプト点

検を行ないたいと思います。 

医療費の分析でございますが、これはこの前からの補正予算等々でお

願いしとることでございますが、コンピューター等でですね、医療費分

析をして、どの疾病が多いかということをお願いしたいと思っておりま

す。 

また、介護納付金のことにつきましてはですね、特別会計の方の介護

保険特別会計というのがございますんで、そこに担当がおりますんで、

その時にご質問いただければなと思うんですが。 

〇今村委員長  他に質疑はございませんか。 

○岡 田 委 員  委員長、18番。 

〇今村委員長  18番、岡田正信君。 

○岡 田 委 員  118ページの税の納付奨励金というのがあるというのは決算でも話を

聞いたんですが、ちょうど税務担当がおってですから、これはやっぱし

250件でしょう。250件ぐらいその納税組合があるいうて、さっき説明が

あったんですが、それはほいじゃけえ滞納とも関係するんですが、これ、

旧町そのまま持ち込んとるけえ、いろいろあるいうことですよね、奨励

金が。これだけじゃないじゃが、税金の関係で全部ね。それは将来的に

はどうする方向でいこうとしとるのか。 

それともう1点は、国保税は運営委員会に入っとりますから、話しは

聞いたんですが、これのバラつきが現在あるでしょう。旧町のバラつき

が。3年をもって大体いろいろ調整すると、出とりますよね、基本的に

基本的な考え方的には。ですから現在のところでのそのバラつきの状態

いうのは、掴んどらにゃあできんわけですから、その今日、出にゃあ出

んでもいいんですが、分かった時点でそういうバラつきのデータを出し

てもらやあええ思うんですが、いかがでございますか。 

〇今村委員長  山本税務課長。 

○山本税務課長  納税組合のこの118ページの納税奨励費の納税組合の奨励金のことだ
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ろうと思うんですが、奨励金の交付に関しては、その納期、その納期の

お願いしとる件数がありますよね、それの90％以上を納期内に納めても

らった団体に対して、1件に250円交付すると、こういう条件を付けとる

んですよね。ですから、滞納がある納税組合にはその期はまったく出ん

と、こういうようなことにはするようにしております。実際にはほいじ

ゃがほとんど納めておられますよ。 

次に将来はどうするんかという話しなんですが、これは国保税に限ら

ず一般税も納税組合にお願いしとる部分がありますんで、去年もちょっ

とこの件について答弁させてもらったんですが、プライバシーの問題も

ありまして、いつまでもこっちからお願いするいうことにはならんじゃ

ろうと思っております。地域での納税組合の依存度いうのもあります。

そういうような兼ね合いがありますんで、どっちか言やあ、スタンスは

個人のプライバシーを重要視せにゃあいけんのだろうと考えております

んで、いきなり合併して辞めるいうわけにはいかんというところが、今

の現在、状況であります。将来は納税組合いうのは廃止をしていかにゃ

あいけんだろうというように思います。 

他の自治体においても、新聞でご覧になった部分があろうと思います

が、納税組合が違法であるというような部分も出ております。その分は

一律徴収した額に対して何％というような出し方が違法じゃいうことが

ありましたんで、件数の取り扱ってもらうんじゃけえ、それに対して手

数料を出すいうことで、今市になったら変えたんですが、納税組合の制

度のあり方自体が、今の現在に合うか合わんかいうとこもありますんで、

今言うたようにいつまでもとは思っておりません。 

次に、各町まちまちだったというのは、その税率のことじゃないかと

思うんでありますが、合併するまでは各町税率が高いとこもありゃあ、

低いとこもありましたりして、それの統一ということをほんまはやらに

ゃあいけんと、こういうことで、合併すると同時に安芸高田市の場合は

統一をいたしました。統一すると言いましてもですね、ここの予算書で

差し引いて、要るだけを税金で賄う部分をすべてをその加入者の対象の

所得とか、固定資産税割とかいうのに換算しましてですね、率を決めて

課税すれば、いきなり所得割が3％程度だったのが6.8になったり、所得

割を6.8ぐらいにせにゃいけんのですよ、国保税を。それを一番高いと

こで5.5ぐらいだったですから、いきなり少ないとこは3％ぐらいであり

まして、市になるといきなり6.8ぐらいにしちゃあいけんと、こういう

ことで、税の軽減措置をするということで、基金を充てがおうと。3年

経ってですね、できれば4年目にですね、正規の税率にしていきたいと

いうことで、去年半額程度基金を充てて、税率を若干抑えてきたと、こ

ういうことであります。これは今年もやりまして、来年もやっていくと。

割合が6分の3、2分の1ですね、6分の3を去年やりました。今年は6分の2

をやっていこうと思います。最終年度には6分の1を充てて、基金を全部

使い果たそうと、こういうことであります。 
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所得がどうなるかわからんというとこがあるんです。今年の申告やな

んか受けても、随分農業収支で減額になったりしてきようるんで、所得

の状況で基金を早うに使い果たすというのもあろうと思います。以上で

す。 

〇今村委員長  他に関連質問はございますか。 

○亀 岡 委 員  委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  このレセプト点検についてはね、16年度は4名でやられたんですか。

国保の方をいうことですか。これはどうなっとるんですか。今回の改革

でいうことでね、人員を削減いうか、人件費抑制、いろいろ言われてで

すね、それを断行されとるような恰好なんですが、これはどうなんです

かいね。相当ないろいろ抑制効果を出しとるわけですよね、これまで。

ここのところを削減していってですね、一定の影響が出るんじゃないか

と思うんですが、そこはどのように考えておいでるのか。今回のそうい

った人件費抑制、人員削減というようなことについてはですね、いろい

ろ議論もしてきたわけでして、ですがこの点検の効果というものをです

ね、どのように評価されとるのか。今時点で言えばその削減をしてもで

すね、影響はないというものなのか、また仕事をする方から言えばです

ね、16年度にいつも言われるように、一定の平準化を図らにゃあいけん

ということで、それまでの非常勤職員に対してのですね、賃金の平準化

ということで上下いろいろありましたが、17万8,000円ですか、それに

されてですね、今度また今回時間は一口に言いますと1週間でですか、

10時間増えて都合13万円ぐらい実質なるというような状況の中でですね、

そういった非常勤職員さんのところもいろいろあるんですが、この大事

な仕事をどういうふうな視点や観点を持っておられるのか、そこらのと

ころはひとつはっきりしていただいとかにゃあいけんと思いますよね。 

私も実は議会の方からですね、運営協議会の方へ入らせてもろうてお

りますので、一応はどういいますか、そういう場席においてですね、そ

の効果等についてもいろいろ話しはあったわけですが、一番大元になる

当局としてですね、これに対してどのような考え方を持っていただいと

るかというところをですね、ここはやっぱり運営協議会も含めてはっき

りしておかにゃあいけんことだと思うんですよね。そういった点でお伺

いしてみるわけです。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  ただ今のご質問でございますが、レセプト点検員の人数等々のご質問

だったと思います。先ほどみなまでちょっと説明が足らんかったんかな

という気がいたして反省いたしております。先ほど国保の方で4名です

か、点検員で本年度16年は実施したと。それは国保の方の会計予算でご

ざいまして、老人保健の方で5名のレセプト点検員の雇用をいたしてお

ります。計9名。この計9名というものはですね、旧町の抱えておりまし



 146

た人員をそのまま抱えたということであります。新市になりまして、県

等の指導もございました。その9名が妥当かどうかというご指摘もあり

ましたし、近隣の似通ったといいますか、市の方の人員も調べさせてい

ただきました。三次市あたりは老人・国保含めて4名というような数字

でレセプト点検を行なっております。私がちょっと呉市の方に参りまし

て、呉の方の実態を見させていただきますと、約7名というような数字

で大きな都市がやっております。うちの方の9名がどうなのかという時

には、他市との比較をしたときには若干多いんじゃないかなというよう

な気がいたしております。そういうことで、行政改革等がございまして、

一応今年度、17年度は3名、3名の6名体制で、レセプト点検をやってみ

たいと。このことによって医療機関への抑止力を発揮できればなと思っ

ております。 

また、先ほど金額的なことが出ましたが、確かに週30時間ですか、非

常勤特別職というかたちで17万8,000円という数字が、16年度について

は出ております。ですが、17年度については、この17万8,000円という

ものが良かったか、悪かったかという話しは別にいたしまして、かなり

の抑止がかかっております。先ほど委員おっしゃられましたような12、

3万というような数字にフルタイムで来ていただければ、その程度にし

かならないと思います。これらについてもよそのことを言ったら申し訳

ないんですが、これで一応落ち着いてくるんじゃないかなということで、

医療に対する抑止力を充分に発揮したいと、このように思っております。

以上です。 

〇今村委員長  関連質問はございますか。 

○松浦委員外議員  委員長。関連質問なんですが、私は挙げさせてもらっていいですか。 

〇今村委員長  はい、どうぞ。 

○松浦委員外議員  ちょっと、山本課長さんにお伺いするんですが、先ほど奨励金の問題

でですね、納税組合という話しが出ました。かつて、八千代あたりにも

納税組合がありました。今は時代が進んで振り込みというような制度が

発展しておりますね。税金は国民の義務ですよ。当然納めなきゃいけな

い。それを奨励するためにですね、納税組合をつくって、そこへ還付金

を出すといったような不公平。あるところと、ないところと。全部がそ

ういうところならいいと思うんですよ。だからそういったようなことに

ついては、1日も早く是正をされないと、私はやっぱり不公平じゃない

のかなと。だから、そりゃあ、どこに納税組合が残ってるのか、あるの

か分かりませんけども、やっぱり義務を果たしているところは果たして

いるわけで、そこへ還付金というニンジンをぶら下げて、納税しなさい

よと、そのことが全部が入るというならばですね、私はむしろ納税組合

を復活させて、そして今のような滞納措置をするとかなんとかというよ

うな方法を考えられるというようなことが大事じゃないかなと。だから

やはりそういう1つのものを見たときに、あるからまだちょっと待って

くれ、言いにくいからということではなくしてですね、やっぱり1つず
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つ、1つずつ是正すべきところはしていかないと、片一方は税金を納め

るための手段として250円でも300円でも還付金をもらってやってるとい

うことが、私はいかがなものなのかなというふうに思うんですが、その

点について、ご見解をちょっとお聞かせください。 

〇今村委員長  山本税務課長。 

○山本税務課長  今納税組合は、確かに八千代町だけありません。あと、旧5町は納税

組合があります。特に2町村については100に近い、100％に近い組合な

んです。1件250円というのは、基本的には個人へ返すいうことにはなっ

てないんです。この納税組合の運営費ということで、出しようるわけで

すよね。それが実際使われとるのは地域の防犯灯の代とか、地域の共同

の集会所の何か備品を買われたりとかいうようなかたちで使われとる場

合もあるんです。言われるように、じゃあ今年パッというところにいか

んいうのが、その過去旧町で納税組合を育てて来られた経緯があるんで

すね。そういう経緯を、合併するといきなりですね、プライバシーで納

税の義務というようなところでですね、廃止をしていくと。バサッとで

すね、いうとこはちょっと問題はありゃあせんかというように思うとる

んですよ。理解を得ながら早い機会に解消していかにゃいけんのと思う

とるんです。以上です。 

〇今村委員長  質疑の途中でございますが、お諮りをいたします。 

本日の会議時間は、議事の都合によって延長したいと思いますが、ご

異議ございませんか。 

          〔異議なし〕 

ご異議なしと認め、本日の会議時間を延長いたします。 

他に質疑はありませんか。 

○松浦委員外議員  委員長。 

〇今村委員長  22番。 

○松浦委員外議員  すいません。委員会なんで。今答えをいただきましたが、八千代もか

つてはですねそういうことをしておりました。しかし、義務的な税金の

対応ということであるんですが、それぞれの個人的なさっき言われまし

たプライバシーのことも言われました。なんかそういうことで拘束され

てるというような声もあるというようなこともあるんですよ。どうして

も納めなきゃいけないといって。納めないっちゅうわけじゃないんです

よ。そういう中でですね、やはり八千代の場合には、そういう組合を廃

止したことにおいてですね、今まで奨励金として還付していたお金が大

体年間300万ぐらいだったからということで、それを今の地域振興に結

びつけるような方法としてですね、還元をしとられたことがあるわけで

すよ。だから、そのことがどういうふうなそのことになるのかわかりま

せんけども、方法は一杯あると思うんです。また、振り込みという、全

てのものが振り込みになってる段階でですね、税金だけをひとつそうい

うことで集めて歩くという、その担当もまた大変だろうと思うんですよ。

だからそういうところはやはり新しい市になったらいち早く対応して説
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明された方がいかがかなと思うんですが、いかかですか。ちょっと答弁

願いたいと思います。 

〇今村委員長  山本税務課長。 

○山本税務課長  今、松浦議員さんが言われるように、我々の方はそういう考えでおり

ます。ですからその理解を得ていくという日にちと時間をちょっといた

だきたいと、こういうように思っております。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○亀 岡 委 員  委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  先ほどですね、レセプト点検の関係で他市との比較でですね、見解

が示されたんですけども、どういいますか、高齢化のひどく進んだとこ

ろと、そうでないところとは、やっぱりね、医療費関係もかなり違いが

あると思うんですよね。単純な比較でいけるかどうかわかりませんので、

急に人員を絞って対応した結果ですね、どのようにみていくんかという

ことが非常に問題なところだと思うんですよね。もとより、この事業を

手がけるまでの状態と、そういう抑止力、医療費の高騰抑止力になるい

うことが、定着してきたというか、そういう見方をすればですね、今の

ような考え方も通用するかも分かりませんが、しかし、非常に高齢化率

が進んでいるところでは、単純にですね、都市状態といいますか、人口

密度の高いとこ、特に高齢化が進み方が緩やかなとことはですね、違う

というようなことも考えて、今後その結果をですね、見極めていかれに

ゃあいけないんじゃないかと。 

また1つは、改革と人事のことになりますのでね、そこらのことにつ

いては云々ではありませんけども、そういったことについては今度レセ

プトの関係は派遣職員で事業団の方から来られるというようなことにな

りますと、どうなんですかね。そこらの成果と今後どうやっていくかい

うのが、結果をみてですね、いろいろ判断ができるんかどうか、いうよ

うなんはどうですか。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  大変答えにくいようなご質問をいただきました。人口密度云々という

ようなことで、レセプト点検の考え方と思うんですが、レセプト点検と

いうのはレセプトの枚数による人員が必要だろうと思います。ですから

人口が多いから少ないからというのはちょっと私の方はちょっと馴染め

ないと思います。今、先ほど言いました6名が、妥当なのか、9名が妥当

であったのかと、これは疑問が残るとこです。他市との比べ、レセプト

の数等々で考えた時には、安芸高田市のレセプト点検の人数は決して低

い方じゃございません。ですからたちまち3人減で、6名体制で17年度は

やってみて、この影響が出ればですね、また考えを直す時期も来ると思

います。ですから今、6名にしたから、この6名でずっと固定するんだよ

という気持ちは持っておりません。この17年の結果がですね、どういう
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ものが出るかなというのも、追跡する必要は必ずあると思います。以上

でございます。 

○亀 岡 委 員  委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  それを聞きたかったんですね。今、人口密度のことを言いましたの

は、呉市のようなとこは人口が高いところは若い者が多いんだという意

味でね、高齢化率との関係を言うたんでして、人口によって密度によっ

てどうこういうのは言いたい本旨じゃなかったんですね。呉市らは高齢

化率低いですからね。以上です。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○青 原 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  関連で青原君。 

○青 原 委 員  今ちょっと聞いたんですが、今の人材派遣会社の方から点検員さん

を派遣するいうふうな回答はまだもらってないと思うんですが、そこら

あたりの職員さんの処遇は、どういうような処遇の人がやられるんか、

ちょっとお聞きしたいんですが。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  今度新年度からのレセプト点検員さんの具体的な話しになろうと思う

んですが、今現在9人いらっしゃいます。2月末で1人退職されました。

事業団の方がその希望をとってくれとるんですよ。再雇用、事業団の方

へ行くかどうかという。今報告を受けとるのは、希望されとるのは6名

と。2名の方は今のレセプト点検はしないというような報告を受けてお

りますんで、できれば今の方が引き続ききていただけるんじゃないかな

という気がしております。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  青原君。 

○青 原 委 員  先ほども賃金の方の話しもちょっと出ておりましたんで、そこらの

体制としてね、やはり統一するんであれば、統一できるようなかたちで

臨時・非常勤職員さんの賃金等々についても、どういうふうな体系をと

られとるのか、ちょっとそれは助役さんの方がええんかな、総務部長さ

んの方がええんかないうのはわからんですが、そこらあたりで、分かれ

ば。加えて市が管理する人と、どう言うてええか、今の民間委託業者が

管理する者等々があろうと思うんですが、職種によって大小の金額の差

はあると思うんですが、そこらあたりが明確にわかれば、ひとつお示し

いただければと思います。 

〇今村委員長  総務部長の方でわかりますか、あるいは助役さん、どうですか。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  総務部長。 

○新川総務部長  はい、レセプト点検員の派遣ということでございますが、このことに

つきましては、先ほど来から福祉保健部の方の担当課長さんの方から説
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明があったとおりでございます。こうした現在移行の事務作業、今させ

ていただいております。当然、現時点で雇用していただいて、事務作業

に立っていただいとる方を中心にですね、今後事業団の方に籍を置いて

いただくかどうかということも希望調査をとらせていただいております。

そういう方を中心にですね、現課の方の担当課の方から6名ということ

をいただいておりますので、そうした派遣にかかります中間の事務作業

をですね、総務部の方が担当させていただいて、事業団とのですね、関

わりを持たせていただきたいというように思っております。当然、現場

の管理責任においては、福祉保健部の方の担当課の方でですね、明確な

管理体制の中で、このレセプト点検の事務作業を実施していただくとい

うように考えております。以上でございます。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  青原君。 

○青 原 委 員  今、部長の回答は、私が尋ねたことの回答じゃないような気がする

んですが。再度お伺いするんですが、体系ですね、いわゆる市の管理す

る人、業者の管理する人、そこらのまた賃金体系、そこをお聞きしたか

ったんですが、そりゃ個人にかかることじゃけえできませんと言われり

ゃあ、どうにもならんことですが、分かる範囲内でそういうところをち

ょっとお示しいただければありがたいと思います。 

○増 元 助 役  委員長。 

〇今村委員長  増元助役。 

○増 元 助 役  賃金体系等の詳しい部分につきましては、また担当の方から出させ

ていただきたいと思いますけども、この間から説明を申し上げておりま

すとおり、臨時的な任用につきましてはですね、新しいシステムを入れ

たということでございまして、保育所関係につきましては、株式会社大

新東にお願いをすると。そことの雇用契約を結んでいただいて、業務の

一部を委託すると。保育現場に来ていただいて、正規職員と一緒に保育

業務に当たっていただくということでございます。それ以外のただ今出

ましたようなレセプト点検でありますとか、学校の給食調理場ですとか、

図書館の司書さんですとか、他にも全部はちょっと私もあれですけど、

そういった業務につきましては安芸高田市地域振興事業団との契約によ

る職員でもって運営をすると。業務の一部委託をするという1つのこと

と、それともう1つは、昨日も出ましたとおり、分任出納員という、い

わゆる権限といいましょうか、措置に関わる部分についてはですね、や

っぱり市が直営で雇用する必要があろうということでございますし、教

育介助員でありますとか、人権相談員さんでありますとか、あるいは期

間を限定しての産休代替でありますとか、そういう期間を限定しての職

員については、市が直接臨時的な雇用を行なうと。この3つのタイプに

今回分けております。民間との契約によります賃金体系におきましては、

これはまた別の箱でこれまでの16年度の賃金体系というのは、やはり6

町の一時的な調整の中での雇用体系であったということで、これはやは
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り市民全体の皆様から見られて、あるいは行政のシステムとしてそうい

った雇用が、賃金体制がいいのかどうか、あるいは税金を納められる市

民の皆さんから、全体からみてですね、行政の機構の一部として、果た

してそれがどうなのかというですね、こともあろうかと思いますので、

説明のつく賃金体制を今回是非ともお願いをしたいということで、整理

をさせていただきました。それは現場、現場によって多少の賃金体系は

変えております。保育士の資格が要る、あるいは調理師の資格が要る、

あるいは先ほどのレセプトの点検の資格、あるいはその業務の内容等が

ありますので、そういった意味でそれにふさわしい日額、月額と、そう

いう賃金体系を組ませていただいております。その賃金につきましては、

総務部長の方から説明をさせていただきます。 

○新川総務部長  ちょっと、休憩を願います。 

〇今村委員長  暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後５時１１分 休憩 

午後５時１２分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○新川総務部長  はい。今回の賃金の確定につきましては、昨年の平成16年度につきま

してはですね、そうしたいろいろ合併前の状況がありまして、8,800円

という状況の中で定めをさせていただいとったんですが、非常に他市等

の例を見ましても、非常に金額的にはですね、非常に高いという位置に

あったわけです。基本的にレセプトという資格要件的なかたちという状

況の中で、日額のですね、6,800円という額を定めさせていただいてお

ります。一般事務職につきましてはですね、6,000円の額というものを

定めをさせていただいとるとこでございます。それぞれ勤務時間体制に

ついては日額ということでございますので、8時間勤務体制をですね、

取らせていただきたいというように思っております。以上でございます。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  青原君。 

○青 原 委 員  今説明を聞いて納得をしたような、せんような状況なんですが、ま

あ、できりゃあね、そういう資料があれば提出をしていただいて、考え

たいというふうに思います。というのもね、やはりその関係者の人たち

にとってはですね、やっぱり死活問題にもなることだろうと思うんです

よ。やはりそういうところでね、どう言うてええか、格差があったんで

は仕事内容によってはあるのは当然だろうと思いますけども、同じ仕事

をしとって、差があるじゃないかというような状況にならんようなね、

方法を取っていただきたいというようなことがありますんで、資料があ

れば提出をしていただきたいと思います。 

〇今村委員長  資料提出を求めますが、よろしゅうございますか。 

          〔はい。との声〕 

それじゃあ、後日資料を提出していただきますので、この件について
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はご了解をお願いします。 

他な質疑はありませんか。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木君。 

○明 木 委 員  はい。今の関連なんですけど、今の説明でですね、レセプトの方が

ですね、事業団にいくなり、もしかしたら民間の方でも考えられると思

うんですけど、今問題になっているのが、臨時職員の方でですね、やは

りそちらに登録をするにあたってですね、個人的な負担が出るわけです

ね。なぜかというとですね、1週間前に説明を受けて、25日までに書類

を出せと。これが健康診断とかですね、写真とか、その辺の費用が発生

してるわけですね。それプラス雇用時間給とかがですね、その辺で減に

されてるわけですね。そういうものに対してのですね、対応をどのよう

に考えられてるんでしょうか。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  当然、雇用関係の明確化といいましょうか、今回こうしたことの取り

組みをですね、実施させていただいたわけでございます。このことにつ

きましてはですね、16年の後半、ちょうど中間ぐらいからそうした行革

の取り組みの中で、他市の事例等もですね、参考にさせていただいて、

当然、この臨時職員さんなり、非常勤職員さんなりというものはですね、

辞令を持って3月31日の末日までの締めをもって切っております。当然、

それは継続ということは、当然これは再度起こすわけですから、このこ

とにつきましては、もう事前に現場の方の管理者の方から3月末までで

すということで、出させていただいとる状況でございます。以前はそう

した旧町の中でですね、そうした雇用体系が明確になってないというこ

とで、そこらの点がですね、ある程度どういうんですかね、その現場の

担当者の方とその雇用者の方で暗黙の状態のような雇用体系ができてた

んじゃなかろうかなという思いがしております。当然、業者等の関わり

もあるわけですが、そういう準備段階等も踏まさせていただいてですね、

今回説明会を開催をさせていただいたという状況でございます。当然、

本人さんの希望によりまして、雇用体系を明らかにするということでご

ざいますので、当然それに関わります経費につきましては、本人さんの

方のですね、負担で願いたいというように思っております。 

ただ、先ほども言っておりますように、以前のレセプト点検員さんに

ついては旧町バラバラであったわけですよね。例えば月額、月の自分の

手取りが8万ぐらいの町もあったわけです。これが合併して17万8,000円

という数字にですね、なった町もあります。それぞれの町がですね、そ

うしたこのレセプト点検、合併によって全額がボッと上がったわけです

ね。旧町の捉え方でと。そこらをですね、ある程度今回是正をさせてい

ただいておりますので、高くなったということが一番良いわけなんです

が、今日のこうした雇用体系なり社会情勢を見れば、いろんなとこで民
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間でも非常に厳しい状況があろうかと思っております。当然、こうした

行財政改革の中でも我々行政もそうした民間のノウハウも取り入れなが

ら、ある程度厳しさの中で対応していかなければならないんではなかろ

うかと思っておりますので、ご理解よろしくお願いします。 

〇今村委員長  この案件につきましては、別途この当委員会でですね、協議を持ち

たいと思いますが、それでよろしゅうございますか。 

         〔異議なし〕 

         それでは、国保に戻りまして、国保に関する質疑を受けます。 

○藤 井 委 員  委員長。 

〇今村委員長  21番、藤井君。 

○藤 井 委 員  何点かお聞きしたい件もあったわけですが、時間もだいぶ下がって

きましたので、1点お伺いしたいと思います。歳入のですね、国庫負担

の療養給付費等負担金、これ冒頭課長の方から説明がありましたように、

制度の改正ということで、今までは40％であったのが、今回36％と。こ

れは国の定率負担額のいわゆる減に基づいて、40％から36％です。こう

いう制度になって、その代わりということで、県の方からですね、次の

県補助金の中で財政調整交付金というのが新たに制度化されたと、この

ように理解しておるわけですけども、このことはですね、これも国の三

位一体の改革から来てるわけでございまして、この国保に関しては医療

制度の抜本的な改革の1つになってくると理解しております。今後、い

ろんな課題もあるんでしょうけども、この制度の改正によりましてです

ね、影響、今後も含めてですね、影響があるのかどうか。そこら辺りを

お聞きしたいと思います。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  ただ今のご質問でございますが、歳入の方の111ページ辺りからの話

しになろうかと思っております。国庫負担金が昨年度までは40％のもの

がきておったわけですが、これが36と。また補助金の方につきましては

10％のものが9％ということで、予算計上されておりました。それが今

度は113ページの方でその損失部分が県の補助金というかたちで5％部分

が返ってございます。たちまちはこうした影響は財政的な影響はないと

思います。ただ、国の方がさっきの三位一体じゃございませんが、そう

いう恰好で国の方が補助を下げて来ると思います。その時に県の方がど

れだけ手当をしてくれるかと。今後の問題が残っていく問題の1つであ

ろうと思います。ですから17年度予算については、経済的な損失という

ものは生じておりません。以上です。 

○藤 井 委 員  委員長。 

〇今村委員長  21番、藤井君。 

○藤 井 委 員  財政的には問題ないわけですが、先ほども言いましたように、今後

の大きな課題というのは県のいわゆる手当がですね、各市町村へ来るの

かどうかという、またそういう私は大きな課題があると思うんですよ。

したがって、県と本市がですね、いろいろそういう連絡調整の場という
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ものが、私は必要だと思うんですけども、そこら辺りどうでしょうか。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  はい。ただ今の質問でございますが、県との協議ということでござい

ます。事あるごとにですね、担当者が行きまして、そうした話しをして

おります。また、非常にいい話はしてくれませんし、保険者の方で努力

目標というようなもんも、将来には出てくるんじゃないかという気がい

たしております。ですから具体でほいじゃあ18年度はどうなりますいう

ものは、今現在のところは持ち合わせをしておりません。以上です。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

          〔質疑なし〕 

         質疑なしと認めます。 

         これをもって質疑を終了いたします。 

         暫時休憩といたします。5時35分から再開をいたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後５時２２分 休憩 

午後５時３５分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  それでは、休憩を閉じて再開といたします。 

         続いて、議案第40号、平成17年度安芸高田市一般会計予算についての

件の内、福祉保健部にかかる部分を議題といたします。 

         なお、これからの発言には、要点を明確に、手短にお願いしておきま

す。福祉保健部長より要点の説明を求めます。 

○福田福祉保健部長  はい、失礼いたします。平成17年度安芸高田市一般会計予算の福祉保

健部の所管するところでございますが、まず予算特別委員会の初日にお

きまして、総務部長よりそれぞれ会計ごとの説明がございました。重複

するかとも思いますが、福祉保健部関係について説明させていただきま

す。 

まず、歳出予算の民生費の対前年比15.1％の増の要因でございますが、

これには向原町に建設中の特別養護老人ホームの関係、それから老人保

健、介護保険特別会計への繰出金の増、それと児童手当、児童扶養手当

当の増額、それと生活保護費の増額が考えられます。そして、高齢化率

がですね、この2月末で31％を越えたという状況の、少子高齢化も増す

本市におきまして、子どもから高齢者、障害のある人も障害のない人も、

健康で安心して暮らせる社会づくりを目指しまして、新市全域に均衡の

取れたサービスを構築する必要がございます。全てとはいきませんでし

たが、各種福祉サービスの単価の統一等、調整をして参りました。保健

医療、福祉の充実を図る上で、新規なものといたしまして、ソフト事業

で子育て支援事業の一環として県の事務権限移譲によります家庭児童相

談員の設置、それからファミリーサポート事業の実施に向けて、予算計

上いたしております。また、ハード事業といたしましては、16年度から
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17年、2ヵ年にわたりまして特別養護老人ホームの完成年度でございま

す。まだたくさんの課題がございますけども、住民サービスに努めたい

と考えております。予算の詳細につきましては、各担当課長よりいたさ

せますので、よろしくお願いいたします。 

〇今村委員長  続いて、重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  委員長。それでは、社会福祉課に関係するものにつきまして、予算

書にご説明いたします。予算書の18ページをお願いいたします。 

歳入でございますが、款12分担金及び負担金の2の負担金、目で民生

費負担金、下の方節で言いますと児童福祉費負担金、この内訳といたし

まし、右の説明欄、保育所保護者負担金現年度分1億8,408万6,000円。

同じく滞納繰越分150万円。 

続いて、広域入所運営費、他市町村負担金786万8,000円でございます。 

続きまして、21ページをお願いします。款14国庫支出金、項1国庫負

担金、目1民生費国庫負担金、1節の社会福祉費国庫負担金、これの内、

社会福祉課の関係部といたしまして身体障害者保護措置費負担金6,891

万6,000円でございます。これは施設入所者支援費及び厚生医療給付、

補装具等に要する国費の2分の1の補助でございます。 

次に1つとんで、知的障害者福祉費負担金1億702万5,000円、これは施

設入所費支援費の国庫2分の1の補助でございます。 

次に2節児童福祉費負担金の内訳といたしましては、児童保護措置費

負担金6,753万6,000円、これは市立保育所及び広域入所、保育所の運営

にかかる国庫負担金2分の1の補助でございます。 

次の被用者小学校第3学年、修了前特例給付費負担金から、特例給付

費負担金までのところにつきましては、児童手当の支給に要する国庫負

担金でございます。 

次の下から2行目。児童扶養手当費負担金5,625万円は、児童扶養手当

に要する国庫負担金でございます。 

次の母子生活支援施設措置費負担金726万円は、5世帯の入所委託にか

かる2分の1の国庫負担金でございます。 

続きまして22ページをお願いします。1行目の特別児童扶養手当費負

担金1,978万5,000円は、重度の在宅障害児にかかる4分の3の国庫負担金

でございます。 

次の3節生活保護費負担金3億7,179万円は、生活保護扶助費にかかる4

分の3の国庫負担金でございます。 

続きまして項2国庫補助金、目2民生費国庫補助金、1節の社会福祉費

補助金の内、説明欄の障害者福祉費補助金2,414万4,000円及び知的障害

者福祉費補助金1,556万1,000円は、居宅生活支援費等にかかる2分の1の

国庫補助金でございます。 

次に2節児童福祉費補助金190万7,000円は、障害児居宅生活支援費と

しての2分の1の補助金です。 

次の3節生活保護補助金152万2,000円は、診療報酬明細書等点検、ケ
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ースワーカー研修等10分の10の生活保護適正実施推進事業費の補助金で

ございます。 

続きまして23ページをお願いします。項3委託金、目2民生費委託金、

2節の児童福祉費委託金4万3,000円は、特別児童扶養手当の事務費の委

託金でございます。 

次に24ページをお願いします。款15県支出金、項1県負担金、目2民生

費県負担金、1節の社会福祉費負担金の内、民生委員推薦会運営費負担

金4万4,000円がございます。 

次の2節児童福祉費負担金ですが、内訳といたしましては、児童保護

措置費負担金3,356万7,000円、これは保育所運営にかかる県負担金の2

分の1の補助でございます。 

次の被用者児童手当費負担金から飛びまして、非被用者小学校第3学

年修了前特例給付費負担金までは、児童手当支給に要する県負担金でご

ざいます。 

次に、母子生活支援措置費負担金363万円は、支援施設入所委託にか

かる4分の1の県負担金であります。3節生活保護費負担金1,152万8,000

円は、住所不定者に対する国庫補助残の4分の1を県負担金として受け入

れるものでございます。 

続きまして25ページ、項2県補助金の目2民生費県補助金、1節社会福

祉費補助金の内、社会福祉課関係分は一番下の障害者日常生活用具給付

費補助金141万4,000円で2分の1の県補助金でございます。 

次に26ページをお願いします。3行目、障害者社会参加促進事業補助

金182万4,000円は、手話、要約筆記、これの広報等、社会参加の促進を

するための補助金。次の心身障害者就労促進事業補助金147万6,000円は、

心身障害者共同作業所の運営補助金。次の知的障害者福祉費補助金787

万5,000円は、知的障害者小規模通所授産施設にかかる支援費等の4分の

3の福祉費補助金でございます。 

次の2節児童福祉費補助金4,176万5,000円の内、特別保育事業費等補

助金1,418万3,000円は、延長保育や地域子育て支援施設及び僻地保育事

業等の特別保育事業いう事業があるんですが、県の補助金でございます。 

次の放課後児童対策事業補助金652万2千円は、放課後児童クラブの運

営費に対する3分の2の県の補助金でございます。 

続きまして目3衛生費県補助金、1節保健衛生費補助金の内、社会福祉

課関係分は精神障害者就労促進事業費補助金328万円、これは精神障害

者の共同作業所の運営助成に対する県の補助金。次の精神障害者居宅生

活支援事業費補助金261万6,000円は、精神障害者の在宅サービスに対す

る、いずれも3分の2の県の補助金でございます。 

続きまして28ページをお願いします。項3委託金の目2民生費委託金、

1節社会福祉費委託金1万5,000円、下から2行目でございますが、これは

遺族戦傷病者等介護事務に要する委託金でございます。 

次の目3衛生費委託金、1節の保健衛生費委託金の内、原爆被爆者健康
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管理手当等の原爆事務に要する事務委託金21万6,000円がございます。 

続きまして36ページをお願いします。36ページの雑入の内、説明欄の

中ほどに社会福祉課関係の雑入94万2,000円、これは保育所職員の求職

実費負担金80万円と保育所園児590人分の障害保険料保護者負担金14万

2,000円を計上いたしております。 

続きまして歳出でございますが、50ページをお願いします。50ページ、

款3民生費、項1社会福祉費、目1社会福祉総務費でございますが、主な

ものは報酬で民生委員、児童委員さんの生活指導員を委嘱いたしており

ます123名分の報酬。 

51ページの方で、負担金補助及び交付金の主なものは、社会福祉協議

会の補助金7,518万円及び民生児童委員協議会活動助成400万円等を計上

いたしております。 

続きまして、目2身体障害者福祉費の内、説明欄の身体障害者支援事

業費1億5,526万3,000円の主なものは施設入所者、施設訓練等支援費及

びデイサービス等、各種居宅生活支援事業にかかる扶助費が主なもので

ございます。 

次に、身体障害者福祉事業費6,912万円の主なものは、身体障害者補

装具関係委託料、身体障害者日常生活用具委託料、進行性筋萎縮症者委

託料及び障害者生活支援事業、その他各種社会参加促進事業等を計上い

たしております。次に障害児居宅生活支援事業160万2,000円の主なもの

は、障害児のホームヘルプ、ショートステイ等、居宅生活支援費にかか

る扶助費が主なものでございます。 

21の貸付金の840万円は、障害者住宅資金の貸付金あれば420万円限度

額が420万円ですが、2件分を予算計上しております。 

次に52ページをお願いします。目3知的障害者福祉費でございますが、

知的障害者施設訓練等支援事業費2億2,368万9,000円の主なものは、知

的障害者にかかる施設入所支援費、施設入所者医療費及びホームヘルプ

等、居宅生活支援事業にかかる扶助費が主なものでございます。 

次に知的障害者福祉事業費2,591万3,000円の主なものは、知的障害者

小規模通所授産施設等の補助金及び相互利用授産施設支援費にかかる扶

助費が主なものでございます。 

次に53ページの目6社会福祉医療費国庫負担事業費の内、この内社会

福祉課関係分は説明欄にあります原爆被爆者対策事業費49万4,000円が

ございます。これは原爆被爆者に対する事務費が主なものでございます。 

続きまして55ページをお願いします。下の方、項2児童福祉費の目1の

児童福祉総務費でございますが、児童福祉総務管理費の内、主なものは

報酬427万2,000円、これは非常勤の母子自立支援員さん及び、新年度か

ら予定いたしております新規の家庭児童相談員1名の計2名の報酬でござ

います。 

次に委託料1,488万2,000円は、母子生活支援施設入所委託料が主なも

のでございます。次に、目2保育所費でございますが、主なものは公立
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保育所10ヵ所、吉田保育所から次のページにいきまして、ずっと公立が

10保育所あるわけでございますが、それらの人件費。その中で主なもの

は13節の委託料3億3,922万6,000円、これは保育所業務の委託料1億

2,412万5,000円及び私立保育所が4ヵ所ございますが、これの措置委託

料2億225万2,000円と、広域入所委託料535万8,000円、これが主なもの

でございます。その他11節の需用費とか、その他につきましては公立保

育所の10ヵ所の管理運営費が主なものでございます。次に、目3児童手

当費でございますが、これは児童手当給付にかかる扶助費1億5,310万円

を計上いたしております。次に、目4児童扶養手当費でございますが、

これは児童扶養手当にかかる扶助費7,504万9,000円及び特別障害者児童

扶養手当にかかる扶助費2,638万9,000円が主なものでございます。続き

まして、目6児童福祉施設費でございますが、これは3ヵ所の児童館、刈

田、根野、向原、3ヵ所の児童館の管理運営費の委託料及び市内7ヵ所の

子育て支援施設、いわゆる放課後児童クラブの管理運営委託料が主なも

のでございます。 

次に58ページをお願いします。項3生活保護費、目1生活保護総務費の

内、主なものは、委託料203万2,000円、これは生活保護オンライン業務

委託料72万円及びレセプト点検業務委託料131万2,000円、その他生活保

護にかかります一般事務経費でございます。次に、目2生活保護扶助費

は、生活扶助、住宅扶助、教育扶助、介護扶助、医療扶助等の生活保護

にかかる扶助費を計上いたしております。 

次に59ページの下の方をお願いします。2目の精神保健費、これが社

会福祉課の関係分で主なものは、委託料144万円、これは社会福祉施設

活性化支援委託料でございます。負担金補助及び交付金の909万6,000円、

これは精神障害者就労促進作業所運営助成及び精神障害者のホームヘル

プ、ショートステイ等のサービスに対する補助事業を計上いたしており

ます。以上で社会福祉課にかかります要点の説明を終わります。 

〇今村委員長  続いて、沖野高齢者福祉課長。 

○沖野高齢者福祉課長  委員長。続きまして、高齢者福祉課所管のご説明を申し上げます。 

歳入から、18ページをお願いします。18ページ、款12分担金及び負担

金、項2負担金、目2民生費負担金、節1社会福祉費負担金の内、老人保

護措置費負担金は、養護老人ホーム入所者の本人負担金及び扶養義務者

負担金でございます。老人在宅福祉費負担金は、向原総合福祉センター

の生活支援ハウスの入所者負担金でございます。 

19ページをお願いいたします。款13使用料及び手数料、項1使用料、

目2民生使用料、節1社会福祉施設使用料の老人福祉施設使用料は、市内

の各老人福祉施設の使用料でございます。 

続きまして21ページをお願いいたします。款14国庫支出金、項1国庫

負担金、目1民生費国庫負担金、節1社会福祉費負担金の内、老人保護措

置費負担金は平成17年度の三位一体改革により、税源移譲され、現年度

分はありません。過年度分といたしまして1,000円計上いたしておりま
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す。老人福祉施設整備費負担金は、特別養護老人ホーム建設に対する国

の負担金でございます。 

続きまして24ページをお願いいたします。款15県支出金、項1県負担

金、目2民生費県負担金、節1社会福祉費負担金の内、老人保護措置費負

担金は国庫支出金と同様、1,000円計上いたしております。老人福祉施

設整備費負担金は、特別養護老人ホーム建設に対する県の負担金でござ

います。 

25ページ、款15県支出金、項2県補助金、目2民生費県補助金、節1社

会福祉費補助金の内、老人クラブ助成事業費補助金は、老人クラブの生

きがい活動事業に対する県の補助金でございます。介護予防生活支援事

業費補助金は、高齢者の在宅生活を支援する介護予防生活支援事業に対

する県の補助金でございます。具体的な事業といたしましては、配食サ

ービス事業、介護予防教室、家族介護用品支給事業等がございます。そ

の他、在宅介護支援センター運営事業に対する県の補助金。 

26ページをお願いいたします。介護保険低所得者利用者負担軽減事業

費補助金がございます。 

続きまして、これ社会福祉課所管といたしましては、35ページをお願

いいたします。35ページ款20諸収入、項3貸付金元利収入、目4高齢者住

宅整備資金貸付元利収入、節1高齢者住宅整備資金貸付金現年度分元利

収入は、高齢者と同居するため必要な住宅改修資金を貸し付けました、

貸付金の償還金でございます。現在の貸付件数は5件でございます。 

36ページをお願いいたします。款20諸収入、項5雑入、目4雑入、節3

雑入の内、高齢者福祉課関係雑入は、養護老人ホーム高美園の措置費に

対する県の町村会からの受入金でございます。なお、この受入金は措置

費100％が入って参ります。 

続きまして、高齢者福祉課の歳出をお願いいたします。52ページをお

願いいたします。52ページ、款3民生費、項1社会福祉費、目4老人福祉

費は、12億3,937万7,000円で、平成16年度と比較いたしますと7,930万

1,000円増額いたしております。増額の主な理由は、平成18年度から介

護保険制度が変更になります。そのため、平成18年度からの3年間の高

齢者保健福祉計画、介護保険事業計画の策定経費といたしまして、委員

報酬、業務委託料など489万円を予算計上いたしております。また、老

人介保健別会計の繰出金が5,060万5,000円増額、介護保険特別会計の繰

出金が4,374万4,000円増額いたしておるのが、主な原因でございます。

内容につきまして、ご説明申し上げます。説明欄の在宅福祉事業費は、

2億450万6,000円で、高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画の策定経

費の他、高齢者の在宅生活を支援します生活支援事業、介護予防事業、

生きがい活動支援事業、家族介護支援事業がございます。予算の主なも

のとしましては、高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画策定経費とい

たしましては、計画策定のための委員報酬、事業計画の印刷費、計画策

定業務の委託料等がございます。生活支援事業といたしましては、寝具
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類の洗濯乾燥消毒サービス、外出支援サービスの委託料等がございます。

介護予防事業、生きがい活動支援事業では、生きがい活動支援通所事業

の委託料、配食サービス事業の委託料、88歳以上の高齢者に送ります敬

老のお祝品、高齢者福祉大会の講師謝礼、敬老会の開催に対します助成

金などがございます。家族介護支援事業におきましては、在宅寝たきり

老人等介護慰労金、家族介護用品支給事業などがございます。その他、

在宅介護支援センターの運営事業の委託料、生活支援ハウスの運営事業

の委託料、高齢者の受託と消防署を結びます緊急通報装置60台分、安芸

高田市シルバー人材センター、これはこの4月に統合をされますが、安

芸高田市シルバー人材センターへの補助金、老人クラブ活動への補助金、

高齢者と同居するための住宅改修資金の貸付金などが主なものでござい

ます。なお、合併協議に基づき、新市全域に拡大した事業といたしまし

ては、訪問理美容サービス事業等がございます。また、先ほど4月の安

芸高田市シルバー人材センターの統合によりまして、寝具類洗濯消毒乾

燥サービスなどを全市に拡大していただくよう、今後、新市シルバー人

材センターと協議させていただきたいと考えております。また、新市全

体での事業執行及びその経費を計上化いたしたもので、平成17年度から

多くの委託事業で単価の統一等を行なうようにしております。例といた

しましては、生きがい活動支援通所事業の委託料、配食サービス事業の

委託料など、委託単価の統一を予定をいたしております。なお、事業効

果を果たしたといたしまして、平成16年度をもちまして廃止する事業と

いたしましては、家族介護者ヘルパー受講支援事業、安心コール事業が

ございます。 

次に、説明欄の老人保護措置費は1億5,838万5,000円で養護老人ホー

ムへの措置費でございます。予算の主なものとしましては、入所安定委

員会の委員さんの報酬、77人分の養護老人ホームへの措置費がございま

す。次に、説明欄、介護保険事業費は205万円で、介護保険利用者で生

計困難者減免等を一般会計で行なうものでございます。次に、説明欄、

老人保健医療費給付事業費と老人保健特別会計の繰出金は、保健医療課

からご説明を申し上げます。説明欄の介護保険特別会計繰出金4億3,021

万9,000円は、介護保険における市の負担分を特別会計に繰り出すもの

でございます。 

続きまして、54ページをお願いします。54ページ、目の9福祉センタ

ー費は1,692万円で平成16年度と比較しますと281万7,000円の減額でご

ざいます。予算の内容は、吉田老人福祉センター、ふれあいセンターい

きいきの里、向原総合福祉センターの指定管理者制度に基づく管理委託

料でございます。続きまして、目の10社会福祉施設費は8億7,077万

1,000円で、平成16年度と比較しますと5億7,828万8,000円増額いたして

おります。増額の主な理由は、特別養護老人ホームの工事等に基づく執

行経費でございます。説明欄の社会福祉施設運営費は5,778万2,000円で、

高宮高齢者生産活動センターあるいは各町の老人憩いの家等の老人集会
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所などの管理費及び養護老人ホーム高美園の措置委託料でございます。

予算の主なものといたしましては、管理運営費では各施設の高熱水費、

管理委託料、下水の使用料等がございます。養護老人ホーム高美園の措

置委託料は、4,810万8,000円でございます。説明欄、社会福祉施設建設

費は8億1,298万9,000円で、向原町に整備します特別養護老人ホームの

建設費でございます。16年度、17年度の2ヵ年事業で、17年度は債務負

担分等で約80％の進捗を予定しており、平成18年3月の運営開始を予定

しております。運営は、現在、社会福祉法人ちとせ会と協議を重ねさせ

ていただいております。予算の主な内訳といたしましては、普通建設事

業の事業費支弁人件費あるいは事務用の需用費、工事監理の委託料、工

事費。備品といたしまして、初度設備備品あるいは什器、そして負担金

では水道加入金を予算を組ませていただいております。以上で、高齢者

福祉課の予算の説明を終わらせていただきます。 

〇今村委員長  続いて、川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  それでは、保健医療課関係の予算説明をさせていただきたいと思い

ます。まず歳入の方からお願いしたいわけでございますが、ページ数で

19ページの方をお願いしたいと思います。 

19ページの13款使用料及び手数料の方でございます。目3の衛生使用

料でございますが、節の1の保健衛生使用料の中の説明欄にございます

診療所使用料1億9,787万1,000円でございますが、これは市内に5つの診

療所がございます。横田、北生、美土里の歯科診療所、川根、佐々部と、

5つの診療所があるわけでございますが、佐々部を除きます4診療所の診

療報酬を診療所使用料として予算計上いたしたものでございます。 

続きまして20ページの方をお願いしたいと思います。20ページの方の

手数料の関係でございます。目2の衛生手数料でございますが、この中

の節1の保健衛生手数料で説明欄の方に診療所証明手数料ということで

38万9,000円の予算計上でございまして、これは横田、北生、川根診療

所におきます健康診断書といいますか、診断証明手数料を予算計上させ

ていただきました。 

続いて21ページの方をお願いしたいと思います。国庫支出金の方でご

ざいます。1の民生費国庫負担金の方でございまして、節1の社会福祉費

負担金の方でございます。これは説明欄にございます国民健康保険基盤

安定負担金の方でございますが、7,303万5,000円でございまして、これ

は国民健康保険基盤安定繰出金の保険税の軽減分、または保険者の支援

分といたしまして、それぞれ2分の1の補助金を予算計上したものでござ

います。 

続きまして22ページの方をお願いしたいと思います。国庫支出金の方

の目2の衛生費国庫負担金でございます。これは、節1の保健衛生費負担

金でございまして、保健事業費負担金、母子保健事業費負担金をそれぞ

れ計上いたしております。保健事業医療費の方が3分の1の補助金、それ

から母子の方も3分の1の補助金の計上をさせていただいております。 
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また、次の14款の国庫支出金、項2の国庫補助金の方でございます。

目2の民生費国庫補助金の方でございますが、節1の社会福祉費補助金の

方の説明欄の方で、老人保健費、老人保健医療費適正化事業費補助金と

しまして100万円の予算計上でございます。これはレセプト点検等にか

かります経費の2分の1の金額でございまして、昨年同様の予算計上をい

たしております。そして3目の衛生費国庫補助金の方でございます。節1

の保健衛生費補助金の方でございますが、育児支援家庭訪問事業費補助

金、これは新しい事業でございまして、近年家庭や地域における養育機

能が低下をして参っております。本来児童の養育についての支援が必要

でありながら、自ら支援を求めていくことが困難な状況にある家庭に、

過重な負担がかかる前に、段階的に訪問することにより、支援を実施す

ることにより、当該家庭において安定した育児養育ができることを目的

とする事業でございまして、事業費88万2,000円の国の方が2分の1の44

万1,000円の補助金を予算計上しているとこでございます。 

続きまして24ページの方をお願いしたいと思います。県支出金の方で

ございます。項1の県負担金、目2の民生費負担金でございます。これの

節1の社会福祉費負担金の方でございますが、説明欄にあります国民健

康保険基盤安定負担金でございます。これは先ほど繰出金の保険税の軽

減分、また保険税支援分の2分の1という国の方がございましたが、県の

方は4分の1の予算計上で3,651万7,000円の予算計上をいたしておるとこ

でございます。また、目3の衛生費県負担金の方でございますが、これ

は老人健康保険県負担金をですね、3分の1ということで保健事業のもの

を、また母子保健事業のものをそれぞれ予算計上いたさせていただきま

した。 

そして、25ページの方をお願いしたいと思います。15款の県支出金で

ございます。項2の県補助金、目2の民生費の補助金でございまして、1

節の社会福祉費補助金でございます。説明欄にあります療養援護事業費

補助金213万円でございまして、これは重度、乳児、ひとり親等々の皆

さんが15日以上入院された方への補助をするものでございます。これは

2分の1の補助金額でございます。そしてずっと下に下がっていただきま

して、老人医療費公費負担事業費、また老人医療費負担事業施行事務費

の補助金、それぞれ計上いたしておりますが、これは医療費総額の4分

の3を老人医療費負担金事業補助金として予算計上でございます。また、

事務費補助金の方につきましては、事務費総額の2分の1の予算を計上さ

せていただいております。 

続きまして26ページのほうをお願いしたいと思います。ここに重度医

療、重度心身障害者医療費医療公費負担事業補助金、また重度心身障害

者施行事務費補助金を予算計上いたしております。これはそれぞれ2分

の1の補助金額を予算計上させていただきました。続きまして2節の方の

児童福祉費補助金の方をお願いしたいと思います。乳幼児医療費医療公

費負担事業補助金、またそれに伴います事務費補助金をそれぞれ計上い
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たしております。これも事業経費に関する2分の1の補助金額を計上させ

ていただきました。その次に、下の方にあるわけですが、ひとり親家庭

等医療費公費負担事業補助金、またこれの事務費の補助金をそれぞれ計

上させていただいております。これも医療費等に関する2分の1の補助金

額を予算計上させていただきました。そして目3の衛生費県補助金の方

でございますが、節1の方の保健衛生費補助金の方でございます。説明

欄にございます母子保健事業費補助金106万6,000円でございますが、母

子栄養管理事業、健全母子育成事業、育児支援強化事業等々の事業でご

ざいまして、これの3分の2の補助金額を計上させていただいております。 

また、次のページの上の段に27ページの上の段にありますが、先ほど

言いましたように育児家庭支援訪問事業費の補助金を県の方、4分の1の

22万円の予算計上をさせていただいとるとこでございます。 

続きまして、ずっととんでいただくわけですが、36ページの方をお願

いしたいと思います。36ページの方の諸収入の方、項雑入、目雑入でご

ざいます。節の方の雑入でございまして、保健医療課関係の雑入の予算

計上、1,752万4,000円の予算計上でございます。これの主なものは総合

検診に伴います自己負担金の徴収額887万円。そしてまた、甲田の保健

センターの委託を行なうわけでございますが、これの光熱水費322万円

のものを雑入として予算計上させていただいております。以上で、保健

医療課関係の歳入の説明を終わらせていただきたいと思います。 

続きまして、歳出の方をお願いするわけでございますが、ページ数に

して50ページの方からお願いしたいと思います。それでは、3款の民生

費の方でございます。民生費、目1の社会福祉総務費の方でございます

が、国民健康保険特別会計繰出金といたしまして、これに国民保険税の

軽減分、保険税の軽減分、出産育児一時金の繰り出し分といたしまして、

1億5,107万円の予算計上をいたしております。 

続きまして52ページの方をお願いしたいと思います。52ページの項1

の社会福祉費の関係でございます。老人福祉費の方でございます。これ

の老人保健医療給付費1,267万4,000円の予算計上でございますが、主な

ものといたしましては、12節の役務費の方に230万円の医療費通知、高

額医療、またレセプトデータ等の購入手数料の計上をいたしております。

また、13の委託料には1,027万2,000円の予算での計上でございますが、

これは老人保健電算共同処理事業及びレセプト点検員の委託料を計上い

たしております。また、老人保健特別会計繰出金といたしまして、4億

3,154万3,000円の予算計上をいたしております。 

次ページ、53ページの方をお願いしたいと思っています。6目の社会

福祉医療費公費負担事業費の方でございます。説明欄にございます老人

医療費公費負担事業2,233万5,000円の予算計上でございますが、これは、

住民税非課税世帯等に属する68歳から70歳までの対象者の方、293万円

の方の医療費を節20の扶助費の方へ2,157万8,000円を予算計上したもの

が主なものでございます。続いて重度心身障害者医療費公費負担事業は
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1億7,431万2,000円の予算でございますが、これは対象者へ1,104名の対

象者の方のレセプト点検等、審査手数料、12節の方の役務費に3,643万

円、また医療費及び療養援護費として節20の扶助費の方へ1億7,060万

8,000円を予算計上しておるものでございます。 

続きまして、57ページの方をお願いしたいと思います。3款民生費の

方でございます。5目の児童福祉医療費公費負担事業費でございまして、

これはひとり親家庭の医療費でございまして、1,226万2,000円の予算計

上でございますが、これは368名の方の対象としたものでございまして、

レセプト点検の12節の役務費で49万4,000円、また医療費といたしまし

ては20節の方の扶助費の方へ1,175万3,000円の予算を計上いたしており

ます。また、次の乳幼児の乳幼児医療費医療公費負担事業で2,987万

1,000円でございますが、これは対象者1,377名の対象者でございます。

これに関するレセプト点検料を12節の役務費に224万2000円、また医療

費の方は20の扶助費の方で2,757万8,000円の予算計上させていただいて

おります。 

続いて59ページの方をお願いいたします。59ページの4款の衛生費の

関係でございます。目1の保健衛生総務費でございますが、この中で人

件費と保健衛生総務管理費ということで予算計上させていただいており

ます。保健衛生総務管理費の方の予算計上でございますが、主なものと

いたしましては、賃金といたしまして職員の産休代替え賃金を予算計上

をさせていただいております。また13の委託料960万1,000円につきまし

ては、旧美土里町、旧高宮町の僻地患者の輸送運転業務の委託料をお願

いしております。また、在宅当番医救急医療情報提供事業、これは339

万8,000円でございます。この中には17年度より歯科医師といいますか、

歯科医院の年末年始の在宅当番の5日間程度、開業していただいており

ますが、17年度からこの5日間分の在宅当番医の予算も計上させていた

だいとるとこでございます。また、ここにおきましては地域保健福祉活

動計画策定調査費といたしまして、500万を予算計上いたしております。

これは先ほどの雑入の中でちょっと申し遅れたんですが、これは全額負

担が参ってきております。13の負担金及び補助交付金でございますが、

これは病院群輪番制の病院運営事業費244万4,000円、また休日夜間救急

センターの運営事業費1,700万、また吉田総合病院の財政助成事業3,000

万の予算計上をさせていただいております。2目の精神保健の事業費で

ございますが、保健医療課関係の事業費は44万4,000円のものでござい

まして、健康教育等、精神保健相談事業にかかる経費、報償費、また旅

費にそれぞれ予算計上させていただきました。3目の母子保健費でござ

いますが、妊産婦、乳幼児に対して家庭訪問、審査相談事業、健康教室

等、事業実施に関するものでございまして、主なものといたしましては

8節の方の報償費、また各種教室における講師謝礼、また乳幼児検診相

談事業にかかる従事者に関する謝礼金を計上させていただきました。ま

た、13節の委託料の関係でございますが、これは乳幼児検診等の委託料
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を計上させていただいております。また、母子栄養食品支給委託料もこ

の中に計上させていただいております。また、この中には先ほど新規で

出ました育児支援家庭訪問事業の委託料を88万2,000円の予算計上もさ

せていただいております。 

続きましては、次ページ、60ページの方をお願いいたします。4目の

老人保健費の方でございます。この予算計上でございますが、健康の保

持増進と疾病予防のために総合検診、また1日人間ドック等の健康診断、

健康教室、健康相談等を実施していくものでございます。また、予算の

主なものといたしましては、各種教室等の報償費として健康教育講師の

謝礼、また検診、健康教育等の従事者等の謝礼を報償費として組ませて

いただいております。また、11節の需用費の方でございますが、検診、

保健教育等の消耗品、また医薬材料費を計上させていただいております。

また、13節の方には総合検診、また1日人間ドック、また中高年歯科検

診の委託料を計上させていただいております。続きまして、5目の予防

費の方でございますが、予防接種法、結核予防法に基づき、感染症のま

ん延を防ぐため、定期検診、定期予防接種、また結核検診感染症予防の

普及啓発を行なって参るものでございます。主なものといたしましては、

8節の報償費に予防接種等の従事者等に対する謝金を計上いたしており

ます。また、11節の需用費の方には、医薬材料費等も計上させていただ

いております。また、12の役務費の方では国保連合会に支払う審査支払

手数料を計上させていただいております。また、13節の委託料でござい

ますが、これはインフルエンザ等各種予防接種の委託料を予算計上させ

ていただいております。続きまして、6目の保健センター費でございま

す。これは、保健センター八千代、高宮、甲田、向原とあるわけでござ

いますが、それぞれのものを計上させていただいております。また、特

に甲田の保健センターが突出しとるわけでございますが、これは社協へ

の管理委託ということで、920万あまりのものが主なものでございます

ので、よろしくお願いしたいと思います。また、次ページ、61ページの

方でございますが、8目の診療所費でございます。これは先ほど言いま

したように、5つの診療所、横田、北生、美土里の歯科診療所、川根、

佐々部の診療所、それぞれの委託料を予算計上いたしております。また、

ここで委託料と言いますのは、先ほど歳入の方でもお話ししたかと思う

んですが、診療報酬をそのまま委託料というかたちでお支払いいたして

おりますので、ご理解いただきたいと思います。また、需用費の方が突

出しておりますのは、これは川根の診療所の方におきましては、医薬材

料費等をですね、市の方で持つようになっておりますので、それを需用

費で予算計上いたしております。また、工事請負費の250万につきまし

ては、佐々部の診療所、陸屋根ということで、かなり痛みが激しくなっ

ておりますので、屋根の修復工事を予算計上させていただきました。ま

た、備品購入費100万円でございますが、これは北生の診療所におきま

して、レントゲンが老朽化いたしておりますので、100万円程度のレン
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トゲンを購入させていただきたいということでございます。以上でござ

います。よろしくお願いします。 

〇今村委員長  この際、6時40分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後６時３０分 休憩 

午後６時４０分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

         これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○秋 田 委 員  委員長。 

〇今村委員長  2番、秋田雅朝君。 

○秋 田 委 員  予算書の51ページでございます。身体障害者福祉費という目、本年

度と前年度を比較しますと、3,863万8,000円の減額ということでござい

ます。厳しい財政状況の中での減額は致し方ないかと思いますが、節の

中の説明でずっと見てみますと、大体に減額なんですけど、3番目の身

体障害者保護措置費でございますが、昨年度は107万2,000円の予算計上

でございましたが、今年度は2,000円ということと、その中の障害児居

宅生活支援事業費ですか、これが昨年度は665万4,000円の予算計上でご

ざいましたが、今年度は160万2,000円ということでございますので、こ

このとこの減額の理由を1点お伺いしたいと思います。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  身体障害者福祉費の減額でございます。身体障害者保護措置費、こ

れは昨年度は予算を組んでおりましたが、該当はありませんので、今回

存目の1,000円、1,000円の2,000円ということでございます。それから

障害児居宅生活支援事業費、これの減額は、これも扶助費が主なもので

ありまして、ここらもいろいろ合併当初の暫定から16の予算をみまして、

これも減額補正で対応ということで17年度も少なく、経費の削減という

ことでなしに、扶助費とかいうものの減額で実績なり、1年やりました

もので検討しましてということの減額でございます。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○山 本 委 員  15番。 

○今村委員長  15番、山本三郎君。 

○山 本 委 員  はい。58ページのですね、生活保護扶助費、これが非常に本年度は

前年度と比べて約3,600万あまりの増と思うんですが、先ほど説明の中

では、この生活保護費の扶助費の内訳で生活扶助、住宅扶助、医療扶助

等々言われましたが、ここらの増額の原因と、その生活扶助、住宅扶助

とかいう扶助費の金額をお知らせ願いたいと思いますが。 

○信 川 主 幹  委員長。 

○今村委員長  信川主幹。 

○信 川 主 幹  生活保護についてお答えします。前年度と比べて増加ということで

ございますが、主な要因としましては、医療扶助費の増でございます。
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近年、生活保護制度におきましても、国の方でいろんな改定等が行なわ

れましておりますけども、各扶助別にですね、生活扶助あるいは先ほど

申しました各扶助について、基準額っていうのは、それぞれ個々の積み

上げの中で、限度額を求めているものでありまして、生活扶助がいくら

とかいうのがですね、推定はちょっとできない状況であります。また、

医療費、医療扶助については、これはすべて生活保護10割で支給してお

りまして、例えば1人1ヵ月入院すれば、医療費相当額やっぱり37、8万

円かかってくるわけで、保護世帯人員の方についても、かなり高齢化も

進んでおりますし、医療扶助の給付割合も70％近い値となっております。

これは高齢になってくるといろんなあらゆる疾病がございますので、そ

の対策として医療機関にかかれば当然医療費も増大するわけで、この点

が大きな要因でございます。以上です。 

○山 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  山本三郎君。 

○山 本 委 員  はい、それではついでにちょっとお聞きするんですが、昨年は、約

280所帯ぐらいで、約360名ぐらいの対象者というように聞くんですが、

大体この17年度をどの程度になっとりますか、お聞きしたいと思います。 

○信 川 主 幹  委員長。 

○今村委員長  信川主幹。 

○信 川 主 幹  はい。保護の動向でございますが、これは毎月若干の変動はござい

ますが、現在の時点で、17年1月末時点で保護世帯数が207世帯、保護人

員が350人でございます。大きな大体200人あるいは207程度の推移で、

ほぼ横ばい状態で推移をしておる状況であります。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○亀 岡 委 員  委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡君。 

○亀 岡 委 員  本来、予算審議というものは、計上されておる数字が何を裏付けて

いるんかということになるのは、わかり切って申し上げるんですけども、

あまりにも変革の状況下でありますので、その意味に立って、それの意

味に立ってですね、少し詳しくお尋ねしたいと思います。 

心豊かで創造性に富んだまちづくりの中で、子育てサポート事業とい

うのが新規事業としてですね、積極的な取り組みを展開されるというこ

とになっておりますが、関連する重要性のことについては避けるとしま

して、今回の改革、保育所の関係等ですね、あります中で、先日も増元

助役の方でコメントしておられましたが、1つの現場において保育関係

の仕事をするのにですね、いわゆる業者からの派遣されたと言いますか、

業者委託、民間委託になったところの事業者から来られる職員さんとで

すね、公的立場での職員さんとが一緒に仕事をされると。そこらの調整

についてはいい具合にやらにゃあいけんという、発言のあっているんで

すけども、そこらのことが、ちょっと心配があるわけですよね。現場で

いろいろあると、たちまちこたえるのは子どもたちだというような意味
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合いからですね、できることなら、これは思いを申し上げてみるんです

が、いくらか参考になればと思うわけですね、運営上。できれば業者関

係の1つの現場はまとまっておられると。業者関係から派遣されたです

ね。公的な立場は公的な現場でまとまっておられるというような運営が

いいんじゃないかと。これは心配して申し上げるんで、何言うこともな

い。わしらがええがにやっとるよということになるかもわかりませんが、

それについてですね、国の方では次世代育成支援法いうのをつくってで

すね、全国自治体に向けてですね、そうしたひとつ計画なり方針を打ち

立ててみいと、こういうのを国は先年来示しているんですね。そういう

のが、安芸高田の合併推進の中でもですね、どう取り組むかというので

アンケート等の問題が取り組みがあるようにも伺ったんですが、先月同

僚議員の一般質問でもありましたんで、詳しいことについては避けます

が、そこらの視点、観点からしましてもですね、さっき申し上げました

ような現場対応等も、やっぱり真剣に考えてみるべきじゃないかという

ような点をお尋ねをするわけですが、いかがでございましょうか。 

〇今村委員長  助役の方から。 

○増 元 助 役  保育所の運営に関わりまして、ご質疑をいただきましたので、今現

在考えております部分をお話しをしたいと思いますが、先ほどでは正規

職員は正規職員、業務の委託は業務の委託でまとめた方がいいんではな

いかというふうなご提案かとも聞こえたわけでございますが、今考えて

おりますのは、現状、保育所を今運営いたしております正規職員と、そ

して臨時的な任用の職員さんにもお願いをしなきゃいけないというかた

ちで今までやってきたわけであります。臨時的な任用につきましては、

これはもう、年をまたがっての雇用というのはあり得ないというのが大

原則でありましたが、それを拡大解釈をしてやってきたというのが、こ

れまでのやり方でありました。ただ、これをガラッと変えてですね、そ

れじゃあもう、業務そのものを全面委託するかと、そういう議論にはし

ておらないわけでございまして、現状の市の直営の保育所をなんとか維

持をしていきたいと。陣容についても、今来ていただいておる、それこ

そ子どもさんとも馴染みの深い保育士さんにですね、引き続きお願いも

したいと。現状をなるべく変えずにですね、継続していきたいというこ

とでの、今回の見直しでございました。かと言いましても、当然業者も

入ってくるわけでございますが、これまでの人事権でありますとか、保

育士さんを何名必要なのかといったようなこと、あるいは保育の質につ

いてもですね、これは最終責任は、市にあるわけでございまして、当然、

保護者の皆さんなり、子どもさんにですね、迷惑がかかるようなことが

あってはいかんわけでございますから、基本的にはこれまでのやり方を

継承しながらも、雇用形態についてはこれまでのやり方よりも合理的な

ですね、働く方から言っても継続をして安心をして働いていただけると、

そういう環境を整えたいということでの取り組みでございます。そうい

ったことで、これまでも正規職員と臨時職員の混在の中でやって来てい
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ただいとるということですから、そのやり方は継承していきたいし、な

おかつですね、それを強化していきたい。業者は業者で民間のノウハウ、

人材育成とか、人事管理のノウハウを持っております。それもプラスミ

ックスしてですね、これまでのやり方プラス新しいやり方も含めてやれ

ばですね、保育サービスの向上につながるというふうに思っております。

その監視は我々も含めて現場、正規職員、そして今回お願いする業者と

の連携の中で、保育が低下する、質が低下するということのないように

監修していきたいというふうに思っております。ちょっと長くなりまし

たが、すいません。 

○亀 岡 委 員  委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡君。 

○亀 岡 委 員  ついでにですね、申し上げてお尋ねしたいんですが、それでうまく

いけば一番理想的だと思うんですね。ただ、業者の方はですね、いろい

ろやっぱり業者側の職員に対して厳しさを求めてくるいうちゃあなんで

すけども、いわゆる商業性を帯びた経営ですから、そうした場合にです

ね、現場での、混在する現場においてですね、行政の視点で見たときに、

問題が、問題視されることがあった場合に、その業者の側といいますか、

業者の方へ向いてですね、どこまで行政として行政の思いを主張し、通

していけるんかと。そこらの点は問題はないんですね。県内の業者じゃ

ありませんし、支店、支社はあるとしてもですね、大新東さんは東京が

本社ですから、そこらの点で問題はないということで、問題があったら

市の方がしっかりですね、市の言い分を通して、きしゃっとした現場の

運営を確保していくということができるということですね。 

〇今村委員長  助役の方から。 

○増 元 助 役  現在、業者といろんなかたちでの協議もしながら、最終的には契約

関係の中で、きちっとそこらの責任関係というものは、はっきりしなき

ゃいけないというふうに思いますが、先ほども申しましたとおり、保育

所の経営の責任は市にあるわけですから、人事権も含め、どういう保育

内容を実施するのかということについてはですね、業者と最終的には契

約関係の中でうたっていきたいというふうに思います。 

民間の私立の保育所もあるわけでございまして、全部が全部、いわゆ

る商業主義に走ってですね、儲け主義に走るという民間の見方というの

は、私はどうかなと。民間も社会的責任を果たしながらですね、その中

で利益を追求するという、あるいはよりサービスを提供すると。質の高

いサービスを提供するということによって、消費者から指示を得るとい

うふうなかたちがあるわけでございまして、公共もですね、ぬるま湯に

浸かった公共であれば、それはやっぱり市民の皆さんから見たら、非常

に非効率であるということがありますから、公共は公共で責任を果たし

ながら、やはり質の向上、意識の改革をやると。民間は民間でその持っ

ておるノウハウを発揮していただいて、その保育サービスの質の向上に

努めると。1つの理想論でございますけれども、そういうかたちでの両
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者が持っておる機能をですね、うまくミックスさせてやっていきたいと、

そういうことで、人間関係もつくりながら、今業者と協議をしておると

こでございます。 

途中経過につきましては、期中に入ってですね、行政としての監視と

いうのはきちっとやっていかなきゃいけないと思ってます。 

○亀 岡 委 員  委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡君。 

○亀 岡 委 員  なかなか立派な答弁ですので、より詳しくお尋ねしておかにゃいけ

んと思うんですが、要するに現場の職員、当事者にとってみればですね、

いろいろありましても管理者の方にですね、なかなかその意見はよう言

うとらんわけですよね。これまでも。ですから今度はですね、またよっ

て立つところが現場の職員混在状態の中で、違うわけですよね。そこら

を今おっしゃるように、厳としてですね、現場のどういいますか、安定

した状態をですね、また、安心して働ける状態を確保されるということ

でございましたんでですね、ひとつ本当にそのようにですね、行政の視

点で確たる運営をされるようにですね、いうことを求めておきます。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  この件に関しては先ほど委員長の方がですね、別件で取り扱うとい

う話しだったんで、私の方も多くは言いませんけども、ひとつ確認の意

味で資料提出も青原委員の方から求めて、そういうことになるというこ

となんですが、確認の意味で、前にも明木委員の方も言ったように、4

社から選択したということですが、そういう経緯の詳細がまだ出ており

ませんし、契約の中でしっかりやっていくということですが、その契約

の内容は我々には示されてないんですね。業者のと間の。その経緯の内

容を我々にも示していただいて、我々が判断できる材料でないと、判断

しなさいと言われても判断できないのでね。それを出していただくとい

うことが必要だと思うんですよね。大新東という会社、いろいろホーム

ページとか、かなり調べましたけども、かなりの実績があるということ

も確かに分かりますし、執行部の皆さんが改革の中でやっていくという、

そういう意図は充分分かりましたんで、今後やっぱりその会社が適切な

会社かどうかというのは我々が判断すべきじゃないかなという点でです

ね、資料の提出を求めたいと思います。例えばサンフレッチェの寮の管

理を大新東がやっておったけども、この4月からは内容が悪いんで替え

るとかいう話しもあるんですね。そういった会社が本当にこれから我々

が望むようなことをやってくれるんかという、その判断をしっかり、そ

の辺のことをしっかり出していただきたいというふうに思います。 

〇今村委員長  そこら辺を含めて今後、後日ですね、改めてこの件についてやりた

いと思います。よろしくお願いをいたします。委員会中にやります。 

         他に質疑はありませんか。 

○渡 辺 委 員  委員長。 
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〇今村委員長  19番、渡辺委員。 

○渡 辺 委 員  57ページ、3款民生費の中の6目の児童福祉費について、説明の中に

児童館運営費があがっておるわけですが、このことは説明でもこれまで

の説明でもいろいろそのことは認識しておりますし、このことがどうこ

ういうわけでもありません。要はですね、私はできることなら我が子の

教育というのは、その家庭でみるのが一番ベターであろうというふうに

思うのが本音であります。ただ、今頃若者定住ということで、やはり両

親は勤めに出るというようなことで、こういった制度を取り組んで、各

町で進めてきて、これまでの経緯を踏まえて予算化されておるというふ

うに思いますが、この中でですね、みると、高宮町が実際にこれまでも

なかったわけでございます。この間、資料提供していただいた合併時の

各町のいろんな案件の中の調整事項の中で、社会福祉課の中で、子育て

支援センターという項がですね、新市で調整ということ。加えて後の方

では一部実施するということで、じゃあ、ここらあたり、あるとこ、な

いとこ、合併した間際ですから、各施設にはまた条件も違うんかもしれ

ませんが、その辺の全体を含めて今後どのように取り組まれるか、お尋

ねをしてみたいと思います。 

もう1点、61ページ、4款衛生費の中で先ほど一部は説明いただきまし

たが、例の保健センターの運営費が出ておるわけですが、非常に甲田町

の件については、社協委託ということで説明いただいたんで理解はでき

ますが、各旧町単位、大変格差があるように思いますので、再度説明を

いただきたいというふうに思います。以上2点。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  児童館、児童クラブいいますか。子育ての支援施設、一番は地域で

昔ながらのそれぞれを、子育てをしてもらう。家庭はもちろんでござい

ますが、そういうことも必要でございますが、高宮町には児童館、児童

クラブいうのがございません。これもいろいろなとこの中で、高宮にも

放課後児童クラブとかをつくってほしいという声も少しは聞いておりま

す。これで、合併協福祉保健部会においても今後検討課題ということで

ございます。それで、一般質問で松村議員さんからありましたように、

次世代子育て関係、少子化関係におきまして、今現在、次世代育成対策

によります行動計画を策定中でございます。これは3月末までにほとん

どたたき台はできまして、今精査しとる段階でございまして、これもで

きましたら、これをもとにいろいろな子育て支援とか、いろいろな児童

クラブのこととか、いろいろ働きながらの育児支援、家庭における育児

支援、いろんな面のところをやっております。それでそういうところの、

働きながらということになりますと、子どもを預けんにゃいけん、そう

いうところの施設も、高宮の方にも設置を、これは委託という方向に向

かっておりますので、例えば地域振興会の方あたりで受けていただける

ような、行政が進んでつくるということでなしに、地域自らが私たちが

運営をいたしますというような恰好の中でつくっていただけるような、
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委託を受けてでもやろうというふうなところを期待もしながらおるわけ

でございます。 

それからもう1点、子育て支援センターにつきましては、これは第2庁

舎の関係もありますし、そこらの中でのいろんな計画もございます。い

ろいろな相談業務を、今、子育ての関係でいろいろな児童家庭、いろい

ろな虐待もありますし、家庭内暴力、ＤＶ関係、いろいろな面を含みま

して、相談業務も充実しながら、子育ての支援センターいうものの中に、

どういうふうに相談室なり、相談員なりいうものを位置付けていくか、

いうふうなところも現在、担当課の方としましても、それなりの検討を

いたしながら、またいろいろな施設の関係もございますし、そこらのと

ころを議員さんとの、また第2庁舎も絡めましたところについてのご議

論をいただきたいと思います。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  それでは、お尋ねの保健センターの件でございますが、八千代、高

宮、甲田、向原、4施設あるわけでございます。旧町からですね、こう

した施設の管理というのがいろいろな見方があったんだろうと思います。

八千代町の11万6,000円というのは、委託料ということで、自動ドアの

点検料、また消防設備の点検料ということで予算計上でございます。他

の光熱水費については、他の費目の方での対応がなされてるように思い

ます。そして、高宮町さんにつきましては、バス代の需用費が2万3,000

円の計上でございまして。これも他の複合施設と重複した施設の中に入

ってるように思います。甲田につきましては1,031万円の予算計上であ

りますが、これは光熱水費30万9,000円、電話料9万6,000円、また消防、

社協への委託料で、903万9,000円というものでございます。これは管理

委託料の方が主なものでございます。また、使用料といたしましては、

土地の借上げ、事務機の借上げ、下水の使用料ということで59万6,000

円という数字をみております。また、向原町につきましては、光熱水費

ということで71万7,000円、電話代8万9,000円、また、ここの消防、ま

た空調等の委託管理費が13万8,000円、またここも土地の借上げ、下水

の使用料というものが55万2,000円ほど予算計上がなされております。

過去の実績といいますか、それの資料について、考えてみますと、この

程度のものは、向原町さんの分につきましては要っております。施設そ

のものが公民館の裏にある独立した建物でありまして、他との併用とい

う使い方がなされておりませんようなので、これはこうした数字が出る

んじゃないかなという気がいたしております。高宮にしても八千代さん

にしても、他の施設といいますか、他のものと共用の施設だということ

が言えると思います。以上です。 

○渡 辺 委 員  委員長、19番。 

〇今村委員長  19番、渡辺委員。 

○渡 辺 委 員  はい。まず、最初のですね、児童館なり子育て支援施設について、

ちょうど第2庁舎の施設にも吉田町についてはそういった施設も関連施
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設として考慮しながらというようなことも上がっとるというふうに思っ

ておりますが、これは外部委託的にという、あるいは地元でということ

もお考えもあるようでございますが、今後地域とですね、よく連携を取

りながら、これまでの施設の運営、それから今後の施設の運営、そこら

を踏まえて検討を加えていただきたいというふうに思います。これまで

の継承そのままでいきますと、バラバラになるような状況であろうとい

うふうに思いますんで、今後の運営について検討をお願いをしておきま

す。 

それから、次の保健センターの問題についても、同じように新市に新

庁舎については、そういった施設も検討を加える要素があろうというふ

うに思いますが、各旧町において、やはり高齢化社会ではありますんで、

そこらあたりの運営についても再検討をお願いをして終わります。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  最初のちょっと言い忘れとったんですが、児童館、児童クラブのこ

の度も委託関係ということで、今までは直営でございましたが、これも

委託の検討ということの中で、今回、企業なり安芸高田市地域振興事業

団なりいう話しもあったんでございますが、社会福祉課担当といたしま

しては、児童館、児童クラブは子どもの視点に立った運営ということで、

今までの経験と実績があられます館長さんなり、指導員さんいうことで、

地域の子育て支援に熱意のある、現在やっていただいとる方に委託しよ

うということで、今現在進めております。4月1日からそういうようなか

たちでやっていきたいと思っております。現在、美土里町のめだか児童

クラブいうのが個人さんに委託してやってもらっております。それと郷

野学童児童クラブというのも、これにつきましても入江のお寺さんの方

の入江保育所もやっていただいとるんですが、そこの方へ委託料を払っ

てやっていただいております。そういう方向で、企業なりいうことでな

しに、地域に根ざした子育て関係ということで考えておりますので、そ

れも含めまして、今後いろいろな高宮町におきましても、今後空き教室

も利用できるかとか、集会所なりも利用できるかということで、施設を

新たにつくるということでなしに、何か場所をいただいて、また地域で

運営するとか、個人的にもその方で委託してでもということの中での先

ほどのちょっと答弁不足でありましたんで、改めてまたご説明というこ

とにさせていただきます。 

後の、保健福祉センター関係につきましては、ちょっと私の方では。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木君。 

○明 木 委 員  保健センターの方なんですけど、先ほどの同僚議員の中でもですね、

吉田の分については今後第2庁舎関係で出てくるわけですけど、美土里

町がないわけですよね。それについてはどのような方針をお持ちか、1

点。 

それともう1つの観点の方で、児童クラブの方なんですけど、今臨時
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職員の方、全部転籍されてます。シルバーを使ってる場所もあるんです

けど、その分についてはどうなるのか、それだけ、お伺いします。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  2点目の方の児童クラブのシルバー人材センターは今、甲田の方が委

託いうことでやって、長期休暇とか、あるいは補助員ということでやっ

ていただいとるんですが、4月1日から合併でございますが、昨日、甲田

町のシルバー人材センターへ行きまして、今のちょっと手数料、単価も

高いわけでございます。それでは運営ができませんので、時給850円い

う恰好で、すべて統一ということで、児童館、児童クラブについては、

補助員関係はということでございますので、それで委託ができれば、シ

ルバーさんが今までの1,000円以上の時給がというふうな単価でござい

ましたが、そこらの話しをさせていただきまして、もし、その850円で

時給で受けたとしても、シルバーさんの方は手数料関係もございますの

で、750円ぐらいで会員さんいうか、そこらの方で果たして来ていただ

けるかどうか、そこらのところをシルバーさんの方で検討されるという

ことでございます。今までのように、全てほいじゃあ1,000円かけの何

時間いうのは、契約にはなりませんよというふうなことで、ご説明させ

ていただきました。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  はい。ただ今のご質問でございますが、吉田、美土里の保健センタ

ーいうことで、名がつくものがないということでございます。これは確

かに吉田、美土里にはございません。今現在ですね、美土里町につきま

しては、美土里の役場の前に山村開発センターですか、正式名称は定か

ではございませんが、たぶん山村開発センターという施設があろうと思

います。ここを拠点にですね、保健活動を展開しとるとこでございます。

たちまちはこの施設を利用してですね、健康教育等の活動をいたしたい

と。また、吉田についてもありませんし、今あります運動公園の一角の

体育館、また、人権センター、ここらあたりの施設をお借りいたしまし

て、保健師の活動をやっておるとこでございます。ですからこれをでき

るまでは、これのものを中心にですね、保健の活動を実施していきたい

と、このように思っております。以上です。 

〇今村委員長  他に質疑はございませんか。 

○小 野 委 員  委員長。 

〇今村委員長  5番、小野剛世君。 

○小 野 委 員  関連ですけれど、これ、要望も含めてお話しを聞きたいんでありま

すけども、今、児童福祉の観点から児童クラブであるとか、児童館であ

るとか、また保育園もそうでありますけども、そういう予算の入口が違

うという、縦割りでやっておるような状況であります。だけど、考えて

みれば、やっぱり子どもというのが、そこにおる子どもっていうのが主

賓でなければいけないと。やっぱり教育っていう部分からもですね、み

ていかなきゃいけないんじゃないかと、私は思うんであります。学校教
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育と社会教育と家庭教育というのは、これはまさに一体となって進めて

いかないといけない、そういう中にあって、福祉の観点から、子育ての

支援であるとか、そういったようなことで入ってくる場所が違う、それ

はよく分かるんですけど、今後ですね、今の高宮の方のことにしまして

も、地域に預けてやっていただくというのも1つの方法かも分かりませ

んけども、教育委員会との関わりも充分に持って欲しいと思うんです。

学校の空き教室ができるならば、そこに行ってですね、子どもがわざわ

ざ違うとこへ行って、またそこで放課後を過ごすとかですね、そんなも

のはしなくたって可能ならできるわけであります。ですから、そういう

意味におきまして、教育委員会も所管が違うから知らないよというんじ

ゃなくて、やっぱり子どもっていう立場からみれば、教育ということが

全面に出なきゃおかしいと私は思います。ですから、この福祉の方だけ

でですね、一生懸命考えてあっちやこっちへ奔走していくと同時にです

ね、教育委員会もかなりの力を出して、いろんなところで妥協をしなが

ら、子育てということでやっていくというのが福祉だけじゃないと思う

んですが、そこら辺の方で何か答弁があればいただきますし、なければ

要望をいたしておきます。 

○重本社会福祉課長  委員長。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  小野委員さんおっしゃるとおり、今児童館、児童クラブは小学校、児

童クラブについては小学校1年生から3年生、家庭に保護者が居ないとい

うことからというような中でのクラブになっております、それから児童

館におきましては小学校1年生から6年生までいうふうなところの中で、

小学生の子どもたちが対象でございます。もちろん、そういうことの中

で、教育委員会、他の市町村におきましても教育委員会が所管をしとる

ところが、それで空き教室を利用しとるところがかなりあります。いう

ことで、1回は教育委員会の方と教育長を含めまして話しをさせていた

だきました。すぐにということにはなりませんので、今後、福祉保健部

と教育委員会でいろいろな協議を重ねて、できれば空き教室が、これは

学校の管理者であります校長さんがいろいろな思いもあられることもご

ざいますので、そこらとも教育委員会の方で協議していただきまして、

小学生、子どもたちのいろいろな、先ほどありました、教育のこと、そ

れも含めての放課後関係につきましての今後の検討課題ということにさ

せていただきたいと思います。 

○松 村 委 員  委員長。 

〇今村委員長  9番、松村君。 

○松 村 委 員  はい、関連になろうかと思いますが、先ほど来、子育て支援いうこ

とになりますと、大変多岐にわたって児童館のことから保育所、また乳

幼児のこと、いろいろ多岐にわたっとるわけですが、今年度は新たな事

業といたしまして、子育てサポート事業というのを起こしとっていただ

くわけですが、293万4,000円ですか。その事業の中身についてご説明を
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いただきたいと思います。 

○重本社会福祉課長  委員長。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  ファミリーサポート事業でございますが、現在考えておりますのが、

これは県内では三次市、庄原市、呉市ともう1つあったと思うんですが、

そこらでやっておりますいうところの中で、今年度、市町村の県の方の

説明会でもこれをファミリーサポート事業をやって下さい。この事業に

つきましては、日曜日とか、一時的に子どもさんを預けたいという人と、

預かってもいいという人の家庭がそれぞれ登録会員になっていただきま

して、それによりましてお互いが契約をしてうちの家で預かりますよと

いうところ。それにはどうしてもいろいろ預かる人と、預ける人のいろ

いろな預かり料いいますか、そこらのところも必要であります。三次市、

庄原市の例が1時間あたり、平日で600円、預かる人は1時間600円いただ

いて、預ける人は300円、半額の300円を市の方が助成しとるいうような

制度でございます。そこらで、今から4月に入りまして、いろいろ内部

検討をいたしまして、この前も新聞に出ておりましたが、広島市も10月

ぐらいから設置するというふうなところが新聞に出ておりました。いう

ようなところで安芸高田市におきましても、夏ぐらいまでには方向性を

出しまして、どういう運営をするんか、会員募集いうところもどうする

んかというところも含めて、検討いたしていきたいと思います、これに

はまた、文教厚生常任委員会の方にも途中経過なりの報告もさせていた

だきたいと思います。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  一応、関連になるかと思いますけども、子育てとか、ファミリーサ

ポートとかいう関連になるかと思うんですが、予算書の22ページの3目、

14款の3目の育児支援家庭訪問事業費補助金というのが新しく出たとい

うふうに言われたと思うんですが、県の支出金もありましたし、これは

そこらとの関連があるのか、あるいは先ほどの先般あった、家庭児童相

談員、ここらとの関係があるのか、いろいろ家庭に行って、いろいろと

関わるんだということですが、誰がどういうふうなかたちでこの活動を

するのか、その中身について少し詳しく説明願いたいと思います。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  はい。ただ今のご質問でございますが、子育てサポート事業との関

連ということでございますが、この目的としとりますのは、実施要領に

書いております目的がですね、最近はですね、核家族、また都市化の進

展等で幼児等を取り巻く環境が大きく変わってきたと。家庭や地域にお

ける養育機能が低下してきているよということを言われております。こ

の事業でですね、本来の児童の養育について、支援が必要でありながら、

核家族等が進むことによってですね、助けて下さいということが言えん
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ような状態があるんじゃなかろうかと、そういうことで、そのことによ

って、保護者の方は日々悩むことがあると思います。そうしたところに

負担がかかる前にですね、我々の方が訪問し、そしてどういうんですか、

その家庭を支援していこうじゃないかと。また、その子どもが養育が容

易になることを目的としてやろうという事業でございます。 

今うちで考えておりますのは、社会福祉協議会の方へ委託をいたしま

して、子育ての方のＯＢといいますか、お母さん、子育てから離れた方、

また保健師、また保育士等々のですね、ご協力を得ましてですね、家庭

訪問をするという事業が主体になってこようと思います。以上でござい

ます。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  はい。社協あたりへ委託をしていくというかたちだというふうに受け

止めさせていただいていいんですね。ファミリーサポート事業あたりと

も深く関わってくると思うんですね。ですから、事業、事業でそれぞれ

の縦割りでなく、連携をしっかりするようなですね、新しく出た事業で

もありますし、そこらへんをしっかり広く横断的に取り組みをしていた

だくような、そういったせっかくの事業ですから、やっていただくこと

を要望しておきます。以上です。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。61ページの診療所の関係なんですけど、実は昨日ですね、行

政情報処理の方からこの資料をいただいたんですけど、今、消防につい

てもですね、救急対応というのがやっぱり辺地と言われているここら辺

にある診療所のあたりですよね、この辺りについては非常に遠くて時間

がかかるから、分駐所を設けろという話しが出ておりまして、確かに医

療について、それをサポートできるのは診療所かなというふうに考えら

れるわけですね。それでそういう医療に対して早急なる対応をとるにあ

たってですね、こういう情報ネットがこの中には引かれてないわけです

ね。今、もしこの広域ネットワークがその診療所等に引かれてればです

ね、例えば急患が出て、医師がすぐ対応するのにあたってもですね、も

しサポートを受けれる医師が吉田病院なりに居ればですね、その映像を

見ながらですね、対応することも可能なわけですね。そういうような対

応を考える必要はあると思うんですけど、ここの予算を見ればそういう

のは対応がないんでしょうし、まだ考えられてないんかなと思うわけで

すけど、その辺りについてどのような考えをお持ちか、お伺いします。 

○児 玉 市 長  委員長。 

〇今村委員長  児玉市長。 

○児 玉 市 長  この問題はですね、高田郡内の町村会がですね、この事業をやりか

けたんです。実際にそのお医者さんがテレビで映像を見ながら患者の診

断をするとか、吉田病院へ連絡するとか、システムを作ったんですよ。
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つくったんじゃが、実際には利用がなかったということで、辞めたとい

う経過があるわけでございます。そういうことで、今なかなか開業医の

お医者さんにしてもですね、お忙しいんで、そういう高度なものをです

ね、使いこなすというところまでいっておられないというのが、実態で

ございます。美土里の診療所をモデルにしてそれを据えてやりかけたん

ですがね、実際には効果がなかったという経過があるわけでございまし

て、今、おっしゃった問題については、今後の課題ということで受け止

めさせていただきたいと思います。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  関連じゃないんですけど、よろしいでしょうか。 

○杉 原 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  関連なら、杉原君。 

○杉 原 委 員  角度の変わった関連です。診療所運営費についてでありますが、こ

こへ挙げてありますようにですね、北生診療所というのがあるんですが、

そうした中でですね、非常に北生地域の方はここを健康管理はもとより、

大事な生命の診療所を頼ってですね、健康管理に努めておられるわけで

すが、診療所の先生がですね、決まった時間までおってんないというこ

ともあるんですね。そりゃあまあ、言うて悪いかもわからんですが事実

です。それで非常に患者さんがね、行ってもおってんないと。何時まで

いうことじゃけえ行ったが、おってんないいうことがあっとるわけです

ね。それで、横田診療所があります。そして、佐々部に診療所がありま

す。それで吉田病院が中核病院としてですね、あるわけですよね。それ

ぞれある中で、わりとここの今の現状はですね、頼って頼られんことが

ですね、あるわけでございます。そこらあたりの指導はどういうように

されとるんか、していかれるか、あるいはですね、安芸高田市、吉田病

院との連携が強いわけですよね。そうした中で今後の対応ですね、これ

をできるものなら吉田病院との連携を進めていただいて、吉田病院から

先生を派遣をしていただくとか、いうふうな方法をこれから取れりゃあ、

取っていただきたいという、住民の願いもあります。そういったことが

ありますんでね、今後ひとつ、検討していただきたいと思います。関連

はそれで終わりです。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  はい、ただ今、委員の方からご指摘いただきました北生の診療所の

問題点をご提起いただきましたが、我々の方に入ってきたのが初めてで

ございます。これをですね、もとに置かずに調査してですね、今後の対

応を考えて参りたいと。また吉田病院から医師の派遣ということも要望

事項としてありましたが、今、吉田病院からは川根の診療所の方へ行っ

ていただいております。ここらの関連もありますんで、それらを含めて

ですね、今後の検討課題ということで、いただきたいと思います。よろ
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しくお願いします。 

〇今村委員長  以上で、診療所の方はいいですか。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  2点、お伺いします。59ページに先ほどの説明で、母子保健費の中で

乳幼児検診等もあったと思います。また、こちらにあります55ページの

児童福祉総務費のこの中で、母子生活支援というのが説明の中であると

思うんですけど、これはなんで母子なんでしょうか。父子の方は、これ

は対応されないんでしょうか。それがまず1点と、なぜかというと、他

の所にはですね、ひとり親というのも出てるわけですね。その辺り、文

言のことなんですけど、それをちょっと確認したいと。 

もう1点がですね、安心コール事業を廃止されたというのがありまし

たけど、これ、安心コール事業はなぜ廃止されたのか、その経緯につい

てお伺いします。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  はい。ただ今59ページに母子保健事業という、父子はないんかとい

うご質問だと思います。これは、いつか1年ぐらい前ですかね、同じよ

うな質問を他の議員さんからいただいたと思います。これは事業で母子

保健、母子保健という補助金のもので対応しておりますので、父子はな

いんかと言われましても父子も母子もですね、同じ恰好でやっていくだ

けのもので、命名がですね、補助事業の母子保健事業というものを取っ

ているというだけのもんでございます。また、ひとり親という言葉があ

りますが、このひとり親の云々という事業もあります。ですから、この

ひとり親の医療費につきましては、お母さんであろうが、お父さんであ

ろうが、これは特定はできないだろうと思います。母子保健事業という

のがですね、いいのか悪いのかという問題は私にもわかりませんが、事

業の中ではお父さんであろうがお母さんであろうが、これは子どもにと

っての話しでありますし、また母子という名前が付いておりますものは、

やはり子育てといいますか、子どもがお腹の中におる時からのサポート

といいますか、気をつけてやらんといけませんよということでの母子と

いう名前が付いとるんじゃないかなというような気がいたしております。

以上です。 

○重本社会福祉課長  委員長。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  児童福祉関係の母子の関係でございますが、先ほど申しましたのは、

母子自立支援費につきましては、母子及び寡婦福祉法によりまして、母

子相談いいますか、自立支援とかいうところの、これは福祉事務所の設

置になりまして、県の方から芸北地域事務所の方に1名おられた人を身

分移管によりまして、現在、非常勤特別職として来ていただいておりま

す。これは母子寡婦福祉法に基づいたものでございます。それから母子
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生活支援施設いうのを申し上げました。これにつきましては、児童福祉

法によりまして、今、ＤＶ、配偶者の暴力。配偶者の暴力と言いますと、

妻から夫へということもあるかもわかりませんが、今現在につきまして

は、妻が子供と一緒に虐待を受けるといいますか、暴力を受けるような

ところで、以前、母子寮と言っていましたような施設、母子生活支援施

設というところがございまして、それに安芸高田市内へ住所を置いてお

られる方が、そういうことが原因となりまして、今その施設の方に行っ

ていただいとるような施設がございます。それの父子とかいうのが、ま

だ、今現在出きておりませんのでございます。 

○沖野高齢者福祉課長  委員長。 

〇今村委員長  沖野高齢者福祉課長。 

○沖野高齢者福祉課長  安心コール事業の廃止の経過について、ご説明を申し上げます。こ

の事業は、旧向原町1町におきまして実施しておりました事業で、定期

的に電話を使いまして安否確認をしている事業でございます。こうした

安否確認につきましては、老人クラブの友愛訪問の活動とか、あるいは

地域振興会のこうした地域としてのふれあい、あるいは見守り機能を今

後充実させていただきたいということで、事業の方もかなりこの部分を

重なる部分があるということで、廃止ということで協議をいたしており

ます。以上でございます。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。安心コール事業の廃止なんですけど、例えばですね、今のは

電話による定期的な確認ということがありましたけど、それ以外に例え

ばですね、湯沸器のポットであるとかですね、最近あるんですけど、そ

れを1日使ったら、それで生命の確認ができるとかですね、そういうシ

ステムもあると思うんですけど、それに対してそのような導入をすると。

なぜかというと、今、高齢率も上がってて、一人暮らしの家庭が増えて

ます。特に老人クラブ、地域振興会と言われてもですね、場所によって

は家が非常に離れた場所にもあるわけですよね。そういう一人暮らしの

高齢者の方に対するですね、支援というのは、これからやはり必要じゃ

ないかと思われます。 

例えばそういうものに対するですね、補助金等を出して、そういうも

のを購入していただくとかですね、そういう対策もこれから必要じゃな

いかなと思われますけど、その辺りはどのようにお考えでしょうか。 

○沖野高齢者福祉課長  委員長。 

〇今村委員長  沖野高齢者福祉課長。 

○沖野高齢者福祉課長  はい。安心コールのこうした事業でございますが、ご提案いただき

ました湯沸器を使ったら、電波を使いまして、使われとるという情報が

家族のもとに入るという、そうした機能があることは知っております。

現在はですね、こうした一人暮らしの方の安否の確認を、安否と言いま

すか、緊急時に対応する事業といたしまして、消防署と緊急を結ぶ電話
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の対応事業をもっております。今回ご提案いただきました湯沸器につき

ましても、国、県等の補助事業等を調査しながら、今後導入できるかど

うか、充分検討させていただきたいと、こういうふうに考えております。 

〇今村委員長  他に質疑はございませんか。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  何点かちょっと確認の意味もあるんで、数点一度に言ってもいいで

すか。 

まず、予算書の24ページの2目の民生費県負担金の中の生活保護費負

担金という説明の中で、住所不定者というふうな説明をされたと思うん

ですが、この内容についてもう少し詳しくお聞かせ願いたいと思います。 

それから、もう1点、36ページの4目雑入の中の高齢者福祉課関係雑入

で、高美園云々の説明の中で、県町村会からというふうな説明、私の聞

き間違いかもわからんのですが、そこの内容についての説明をひとつお

願いしたいと思います。 

それからもう1点は、54ページの10目の社会福祉施設費の中で、社会

福祉施設建設費、向原のかがやきの関係ですね、この説明がありました

けども、私も社協の理事の関係もありますんで、社協との関係あるいは

ちとせ会ですかね、そこらの関係がいろいろ行き来してるというような

ことも聞いてるんですが、そこらの整理の状況ですよね、を報告を願い

たいと思います。 

そして最後に前後するんですが、25ページに民生費県補助金、2目に

中ほどに介護予防生活支援対策事業費補助金の中でですね、介護予防と

いうかたち、これは国も介護保険の関係で進めていくという方針になっ

ておると思いますが、その内容をもう少し詳しくですね、知らせていた

だくということとともに、国保、老健、介護保険、併せて10億円くらい、

昨年対比増えておるんですね、当初予算から言うと。そこらのことも含

めて国全体と同様の内容になってますけど、やはり介護予防という事業

ですね、に力を入れるべきじゃないかなという気がしますんで、そうい

った観点で、介護要望の事業をどんなふうにされとるんか、お聞きした

いと思います。 

○信 川 主 幹  委員長。 

〇今村委員長  信川主幹。 

○信 川 主 幹  はい。生活保護費県費負担金のことについてお答えします。生活保

護を適用するというのは、原則居宅保護が原則であります。居宅でもっ

て生活保護を適用する、そこの住所を管轄する福祉事務所あるいは実施

機関と言いますが、そこが保護を適用していくということは原則であり

ます。しかしながら、現在例えば吉田病院とかですね、主に精神病棟を

持っている病院でありますとか、あるいは吉田の竹原にあります清風会、

身体障害者等の施設入所者等につきまして、自宅があればこれは居宅で

保護をするわけですが、長期入院になりまして借家でありますと、借家
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の家賃を払うことができませんので、帰る家がなくなるといった場合に、

そういった方たちについて、その病院を管轄する福祉事務所がすべて保

護費を出して4分の1ずつ負担するというのは、そういった施設なり病院

が設置した市に対して、あるいは県に対して負担が増大するというかた

ちで、居住地のない入院患者、あるいは施設入所者の方について、実質

的には管轄する福祉がやりますけども、基本的には4分の1部分について

県の方から負担金を受けまして、国庫の4分の3と県費4分の1で実際的に

市の負担はゼロであるという取り扱いがございます。したがって、入院

したとき既に居住地がよその市から入院されて居住地がなくなっても、

それは当初そこの入院するまで保護を受けていたところが、生活保護を

適用していくという制度になっておりますんで、ご理解いただきます。 

○小 野 参 事  委員長。 

〇今村委員長  小野参事。 

○小 野 参 事  それでは、市社協とちとせ会の関係につきまして、特養の絡みでご

ざいますが、ご承知いただきますように特養を現在建築させていただく

ところで、現在向原町の総合福祉センター、ここの運営につきまして管

理者を同一したい、同じ人にお願いしたいという考え方で、旧向原時代

からの折衝を今までさせていただいております。その中で社協さんとの

協議でございますが、昨年、理事さんが大幅に改選されましたというこ

とで、今月1日、助役さん、私、福祉保健部長、担当者と社協さんの理

事会、理事さん、監事さんの全員協議会の中で、現在までのいきさつ、

あるいはちとせ会への移行についてのお願いをさせていただきます。そ

の結果、正式な理事会ではないんですが、一応、全員協の中ではやむを

得んだろうと。当然、今までそういう話しで向原でされてきたんですか

ら、仕方がない。仕方がないいうことはないんですが、了解はあらまし

にしましたということは伺っております。その後、谷森事務局長さん、

それと、ちとせ会の施設長さんの平本さん、この方と市と一緒に協議い

たしまして、一応現在のとこでは8月1日をもって、社協さんからちとせ

会に、現在のかがやきの事業、ここの管理も含めまして移行させていた

だきたいということで、ほぼ事務局長さん同士では一応話しをつけさせ

ていただいております。これを今月中にちとせ会、あるいは社協さん、

理事会がそれぞれありますので、その中で諮っていただきたいというか

たちで、現在進んでおるとこでございます。以上でございます。 

○沖野高齢者福祉課長  委員長。 

〇今村委員長  沖野高齢者福祉課長。 

○沖野高齢者福祉課長  はい。それでは、歳入につきまして、ご説明申し上げます。まず36

ページ、高美園の措置費の受入金でございますが、こちらの県の町村会

からの受け入れというふうにご説明申し上げました。 

実は、安芸高田市の場合、養護老人ホーム、安芸高田市全体で77名の

措置入所を各施設にお願いしております。その内の30名が高美園でござ

います。本来、その施設へ委託料を支払うわけでございますが、各施設
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へバラバラに各町から払っておったんでは、非常に町の事務がかかると

いうことで、旧町時代のことですが、県の町村会がその支払代行事務を

受託してくれました。市になりましても経過的に市の支払代行事務を受

けてくれております。ですから、各市町村は、県の町村会へ人数分の措

置費を払いまして、県の町村会が各施設へその措置人数分だけ支払をし

ておる状態でございます。養護老人ホーム高美園の場合、市の方が一た

んその収入を受けまして、市の措置として高美園に支出をしております

ので、町村会からの30人分の措置費が市に入り、そしてその同額を高美

園に措置委託料として支払っておると、こういう状況でございます。 

それと、ページ25ページの介護予防生活支援事業の補助金でございま

すが、詳しい中身といたしましては、老人福祉費の委託料の方へ組んで

おる事業が中心ですが、介護予防事業と申しまして、高齢者の方へいろ

いろな転倒予防とか、いろんな教室をしております。そちらへの補助金、

そして、介護保険外の方で、訪問ヘルプサービスの支援が必要な方に生

活指導員の派遣事業と申しまして、介護保険外の訪問ヘルプサービスを

しております。それの補助金あるいは家族介護者教室、家族の介護の参

考になればということで、介護方法等の教室を開催したり、介護用品の

支給をしたり、家族介護者の交流事業、あるいは徘徊高齢者家族支援サ

ービスと申しまして、ＧＰＳ衛星を使いました、徘徊高齢者の位置探査

システムのそれに対する補助金や、成年後見制の利用に対する県の補助

金等がその中身でございます。 

もう1点、今後の介護予防事業の観点でございます。ご指摘いただき

ますように、今後介護保険の改正も、今から予防事業を重視してくると、

こういうふうな考え方が国の方から示されております。予防事業の展開

につきましては、平成17年の予算でお願いをしております、老人保健福

祉計画、あるいは介護保険事業計画の中で、どういった介護予防事業を

展開していくか、ご協議をいただきながら、平成18年からの方向性を示

したいというふうに考えておりますが、その中で介護予防事業を重点を

置き、実施していくと、こういうふうな考え方で現在はおります。以上

でございます。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  はい。全てよくわかりましたが、最後の介護予防についてですね、先

ほども話しがありましたが、吉田の温水プール等ができましたんで、そ

こらが筋力トレーニングとか、そういったような拠点になるような話し

もしておられるんじゃないかなと思いますんで、教育委員会に任せずに

ですね、しっかりその辺の取り組みをですね、やっぱりそういった観点

からやっていただきたいということを要望して終わります。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○入 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  14番、入本和男君。 
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○入 本 委 員  せっかくいい資料をいただいとるんで、事務関係にかかる未調整事

項の確認ということで、3月7日現在の資料をいただいとるわけですが、

予算の中にも保育料として反映しとると思いますが、これが早急に一元

化を推進すべき意見が急増中と書いてございますけど、これは非常に市

民にとっては安い方に合わせていただくのが一番ありがたいんですが、

今後この度の保育料の歳入につきましては、どれを適応されて今後の対

応を聞くのとですね、それから、現在学校では耐震化という保育所の整

備でございますけど、ここには向原こばと園の整備と。かなり地元の人

では老朽化しとるというかたちですけど、そうは言うても全体の施設を

みますと、立派なのもあったり、今現在小学校で耐震化調査をされて実

施されとるとこもあるわけですが、保育所もその整備の面では例外では

ないと思うわけですけど、この計画を今後どのようにされるのか、施設

の整備並びにそれから改修、それから保育料の現在と整合性に向けての

質問をいたします。 

○重本社会福祉課長  委員長。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  まず、保育料の関係でございますが、合併協の福祉保健部会なりのと

ころで、当時郡内で向原町と高宮町が少し安かったというところがあり

ます。そこらを一気に上げてもいけないので、上げる方に統一というこ

とでなしに、今まで向原町さんには幼稚園がございました。そこらのバ

ランスがあったというふうにも聞いております。そのようなところもご

ざいますので、3年をかけて段階的に3年後に同じようにしようというこ

とで、今回17年が最終年度でございます。17年で該当のところを先日調

べましたところ、高所得者関係、公務員が2人とかいうふうなところの

該当者が何名かおりました。ここらでそこらにつきましてのいろいろな

ところ、今回該当者、最終的には少ないんですが、もう1年かけて高い

方に合わせるということではないんですが、同じ保育、安芸高田市内、

同じ保育でございますので、そこらで統一をしていきたいというような

ことを思っております。 

それから、もう1点、いろいろ施設整備でございますが、こばと園に

つきましては上がっておりますが、これも担当課といたしましては今、

こばと園、保育所に一元化になったわけでございますが、年長組と年少

組といいますか、そこらの中で小学校のグランドを挟んで上の段と下の

段に現在ございます。そこら、今後の園児数にもよりますが、そこらも

1つの検討課題いうようなことを思っております。他の施設、それぞれ

耐震関係の調査までは私もちょっと聞いておりませんが、いろいろ施設

を建設とか整備につきましては、数年間はちょっと無理じゃないかとい

うような部分もございますので、今後将来的なところの中での含めて、

いろいろそういう施設関係、今現在すぐということではございませんの

で、長期的なところで検討してというふうなところを思っております。 

○入 本 委 員  委員長。 
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〇今村委員長  14番、入本和男君。 

○入 本 委 員  保育料につきましてはですね、子育て支援と、それから若者定住に

つきましてはですね、充分保育料には配慮をしてですね、できれば安い

方に合わせていただきたいのが、これはお願いでございます。 

また、保育所の整備につきましても、統合というものも大前提に置か

なければならない部分もあろうかと思いますし、そして現在、自治振興

部の方でですね、バスの方も生活路線バス等でありますんで、統合いう

のも考えながら、やはり環境のいい耐震的な設備を要望して質問を終わ

ります。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○杉 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  13番、杉原洋君。 

○杉 原 委 員  はい、13番。56ページの児童手当費、これ説明を私が聞かざったん

かもわかりませんが、これが昨年度より6,000万円ばかり増額になっと

るんですね。これの理由を説明いただきたいと思います。 

同時にですね、60ページの老人保健費6,790万円ばかりのこの事業の

内容をお尋ねします。 

○重本社会福祉課長  委員長。 

〇今村委員長  重本社会福祉課長。 

○重本社会福祉課長  1点目の児童手当費につきまして、ご説明申し上げます。児童手当費

が前年度に比べまして6,074万1,000円の増額ということでございます。

これは、16年度当初時点では就学前までの支給でございました。これが

16年の中途で法改正がございまして、ちょっと一時期ほかのでなかなか

議決にならんかったわけですが、当初、今回が中途で小学校3学年まで、

1年生、2年生、3年生ということで、約900名でしたか、ぐらいおります。

そこの中でそれの大幅な人数の増によりましての増額でございます。こ

れは国庫補助なりの補助金対応部分がありますので、ご理解いただきた

いと思います。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  それでは、60ページの老人保健費の6,796万2,000円の事業内容とい

うことでございますが、これの主なものは、国保の方でもちょっと話し

をしたと思うんですよ。総合検診と1日人間ドックの委託料等々がです

ね、主なものでございます。また、1日人間ドックについては年内の受

診完了ということで、お願いしております。また、総合検診につきまし

ては、今まではずっと3ヵ月から4ヵ月ぐらい市内の検診がかかっとった

と思いますが、これも事業の見直しということで、6月7日から7月の7日

ぐらいまでの1ヵ月間で、全市を全部済めたいと思っております。そう

いう事業でございます。よろしくお願いいたします。 

〇今村委員長  質疑はありますか。 

          〔質疑なし〕 
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         それでは質疑なしと認めます。 

         これをもって質疑を終了いたします。 

         ここで、暫時休憩といたします。再開は8時15分からにいたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後８時０２分 休憩 

午後８時１５分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  それでは、休憩を閉じて再開といたします。 

続いて、議案第42号、平成17年度安芸高田市老人保健特別会計予算に

ついての件を議題といたします。 

福祉保健部長から要点の説明を求めます。 

○福田福祉保健部長  はい、委員長。失礼いたします。平成17年度安芸高田市老人保健特

別会計予算でございますが、これは老人保健の関係の医療費でございま

す。それで、ページ数は131ページでございます。すいません。歳入歳

出総額をそれぞれ58億5,768万8,000円でございまして、前年対比2.9％

の増額の予算となっております。また地方自治法の規程によります一時

借入の最高限度額は5億円としております。 

詳細につきましては、担当課長の方から説明をいたしますので、よろ

しくお願いします。 

○川井保健医療課長  委員長。 

〇今村委員長  川井保健医療課長。 

○川井保健医療課長  それでは、老人保健特別会計の予算の要点の説明をさせていただき

ます。ページ数で136ページをお開きいただきたいと思います。事業別

明細書、歳入の方でございます。 

1款の支払基金交付金でございますが、目1で医療費交付金が32億

6,500万あまりの予算計上をいたしております。これは医療費総額に対

する約56％の予算計上額になってございます。目2の審査支払手数料交

付金でございますが、2,400万余りの予算計上でございまして、これは

補助10分の10、全額の補助金でございまして、20万7,000件ぐらいので

すね、レセプト点検の数になろうかと思います。 

そして次の2款の国庫支出金の方でございますが、目1の医療費負担金

の方、17億800万あまりの予算計上でございまして、これは医療費総額

の29％の予算計上額になっております。 

続きまして3款の県支出金、1目の医療費負担金の方でございまして4

億2,855万2,000円の予算計上額でございますが、これは総医療費の

7.35％の予算計上額になろうかと思います。 

続きまして137ページ、4款の繰入金の方でございまして、目1の一般

会計繰入金4億3,154万あまりのものでございまして、これは総医療費の

7.35％と対象外経費の29万9,000円の金額を予算計上させていただきま

した。 

次の5款繰越金、6款の雑入、これにつきましては存目ということで予
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算計上させていただいております。 

続きまして138ページをお願いしたいと思います。これも6款の雑入、

目預金利子、またはその次の第3者納付金、これらも存目ということで、

予算計上1,000円の予算計上をさせていただいとるとこでございます。 

以上が、歳入の説明でございまして、続きまして139ページの歳出の

方に移らせていただきたいと思いますが。歳出の方、款1の医療諸費の

方でございますが、目1医療給付費、これは7,621名の老人保険、受給者

の医療費として57億8,400万あまりの医療費を計上させていただいてお

ります。また、目2の医療支給費の方でございますが、これは対象者に

対しますコルセット、また治療装具代の経費を4,591万8,000円という金

額を計上させていただきました。3目の審査支払手数料でございますが、

これは先ほど言いました20万7,000件ぐらいのレセプト点検の支払手数

料ということで2,406万円の予算計上をさせていただいております。 

その次の2款の公債費でございますが、利子、1目利子でございますが、

210万円、これは一時借入金に対する利子を予算計上させていただいて

おります。 

それ以降の3款の諸支出金、また、次ページの140ページにあります還

付金、またその次の諸支出金の一般会計繰出金、これらは存目というこ

とで1,000円の予算計上をさせていただいております。 

4款の予備費の方でございますが、90万の予備費を予算計上させてい

ただいております。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇今村委員長  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

          〔質疑なし〕 

         質疑なしと認めます。 

         これをもって質疑を終了いたします。 

〇今村委員長  続いて、議案第43号、平成17年度安芸高田市介護保険特別会計予算

についての件を議題といたします。 

福祉保健部長から要点の説明を求めます。福田福祉保健部長。 

○福田福祉保健部長  はい。141ページをお開きいただきたいと思います。平成17年度安芸

高田市介護保険特別会計予算でございますが、歳入歳出それぞれ増額31

億9,120万5,000円の予算計上でございます。それと、一時借入金の総額、

最高限度額につきましては1億円と定めておるものでございます。 

この介護保険につきましては、介護給付費等がですね、対前年時期に

比べますと9％の伸びとなっている現状でございまして、それらの給付

サービス料の増額によりまして、予算計上させていただいております。 

詳細につきましては、担当の主幹の方から説明をさせていただきます

ので、よろしくお願いします。 

〇今村委員長  続いて、花尾高齢者福祉課主幹。 

○花尾高齢者福祉課主幹  委員長。それでは、歳入の説明からさせていただきます。146ページ

をお開き下さい。まず款1保険料でございますけども、目1第1号被保険

者保険料4億830万円でございます。これは65歳以上の方、特別徴収約
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9,700人、普通徴収約1,000人の保険料でございます。 

それから2款につきましては存目でございます。 

3款国庫支出金でございます。1目介護給付費負担金6億3,095万1,000

円でございます。これは国の給付費の負担金で20％に相当するものでご

ざいます。 

次に147ページでございます。同じく3款国庫支出金の目1の調整交付

金でございます。2億7,004万7,000円でございます。これは給付費の約

8.56％を見込んでおります。 

次に4款支払基金交付金の1目介護給付費交付金でございますけども、

10億952万1,000円でございます。これは社会保険診療報酬支払基金から

の交付金で、給付費の32％に相当いたします。 

次に5款県支出金、1目介護給付費負担金3億9,434万5,000円でござい

ます。これは介護給付費の12.5％に相当する県の負担金でございます。 

続きまして、148ページでございます。5款につきましては、存目でご

ざいます。 

6款財産収入の1目利子及び配当金につきましては、基金の利子6万円

でございます。 

次の7款につきましては存目でございます。 

149ページ、8款繰入金、1目の介護給付費準備基金の繰入金でござい

ますけども、本年度4,774万1,000円、介護給付費準備基金から繰り入れ

を行ないます。同じく8款の一般会計からの繰入金でございますけども、

1目介護給付費繰入金3億9,554万5,000円、これは給付費の12.5％に相当

するものでございます。2目の事務費繰入金3,467万4,000円でございま

す。内訳は、節の方にあります総務管理費、徴収費、事務認定審査に関

する事務費等の繰入金に相当するものでございます。 

9款の繰越金につきましては存目でございます。 

150ページをお開きいただきまして、10款の諸収入の第1号被保険者延

滞金等につきましては存目でございます。次の10款預金利子につきまし

ても存目でございます。10款諸収入の雑入でございますけども、雑入の

分で1万円の予算計上をしているとこでございます。 

次に、歳出の方でございます。151ページでございます。款1総務費、

目1の一般管理費でございます。本年度124万7,000円でございます。中

の主なものは、需用費の方で71万8,000円、これは介護保険法の改正に

伴う市民の方への啓発のチラシ等の印刷する必要がありますので、その

計上をしております。次の款1総務費、項2の徴収費でございますけども、

1目賦課徴収費、2目滞納処分費、併せて21万4,000円でございます。 

続きまして152ページをお開き下さい。同じく款1の総務費でございま

すけども、1目介護認定審査会費731万7,000円でございます。主なもの

は節1の報酬で介護認定審査会委員さんに対する報酬費でございます。2

目認定調査等費2,591万円でございます。これの主なものは、1報酬とい

たしまして認定調査員を17年度から調査員を確保いたしますけども、そ
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の2名分の報酬、それから13委託料の方で意志の意見書あるいは訪問調

査委託をいたしますけども、その委託料でございます。 

次に2款保険給付費でございます、1目居宅介護サービス給付費、本年

度10億5,720万円でございます。前年度と比較いたしまして1億720万円

の増となっております。これは居宅介護サービス費で、介護1～5に認定

された方のヘルプサービス、デイサービス等の費用でございます。 

次に153ページ、3目施設介護サービス給付費でございます。本年度18

億1,000万円、前年度と比較をいたしまして1億9,000万円の増でござい

ます。これは施設介護サービス費ということで、特別養護老人ホーム、

老人福祉施設、療養型医療施設等の入所者に対する給付費でございます。

それから5目居宅介護福祉用具購入費、これは500万円でございます。前

年度と同額でございます。福祉用具の購入にかかる経費でございます。

6目居宅介護住宅改修費3,000万円、昨年度と同様でございます。住宅改

修に伴う費用の給付費でございます。7目居宅介護サービス計画給付費1

億1,000万円でございます。前年度と同額でございます。これは居宅介

護支援事業所のケアマネージャーの方で計画を作成いたしますけども、

それにかかる費用でございます。 

続きまして154ページをお開き下さい。同じく款2の保険給付費でござ

いますけども、要支援と認定された方の給付費でございます。1目居宅

支援サービス給付費、本年度8,070万円、前年度比較で570万円の増とな

っております。これは要支援と認定された方のホームヘルプサービス、

デイサービス等の費用でございます。3目居宅支援福祉用具購入費、昨

年度と同額の100万円でございます。福祉用具の購入費でございます。4

目居宅支援住宅改修費、本年度1,000万円、昨年度と比べて100万円の減

額でございます。要支援の方の住宅改修費等の給付費でございます。5

目居宅支援サービス計画費でございます。本年度3,200万円。前年度と

同額でございます。要介護、要支援と認定されたかたのサービス計画の

ケアマネージャーに対する給付費でございます。 

それから155ページの方でございますけども、同じく保険給付費の款2

の保険給付費の1目審査支払手数料でございます。本年度480万円、これ

は国保連合会に対する審査の費用の手数料でございます。2目は介護給

付費請求電算処理システム、これも同じく国保連の方に支払をするもの

でございます。予算20万円でございます。その次の高額介護サービス費

でございますけども、1目高額介護サービス費、要介護1～5に認定され

た方の上限を超えた部分を高額介護で給付をするもので、1,500万円で

ございます。同じく2目高額居宅支援サービス費でございますけども、

要支援と認定された方の高額費5万円でございます。 

156ページをお開き下さい。3款の財政安定化基金拠出金は存目でござ

います。 

款4基金積立金、1目介護給付費準備基金積立金でございますけども6

万円、これは利子相当分の積立でございます。 
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款5の諸支出金の1目第1号被保険者保険料の還付金50万円でございま

す。これは過年度等の保険料の還付の費用でございます。 

157ページでございますけども、款6予備費、1目予備費、本年度100万

円でございます。以上で説明を終わります。 

〇今村委員長  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○金 行 委 員  委員長。 

○今村委員長  12番、金行君。 

○金 行 委 員  1点、お聞きします。今、介護1～5まで分かれていますが、そこの内

訳を何人かというのを教えてもらえばと思います。 

○今村委員長  すぐ出ますか。花尾高齢者福祉課主幹。 

○花尾高齢者福祉課主幹  はい。認定者数のことだと思いますので、現在2月末の認定者数とい

うことで、要介護1～5ということでしたけども、要支援者が415名、要

介護1が960名、介護2が342、介護3が243、介護4が241、介護5が299、合

計2,500名という状況になっております。 

○金 行 委 員  委員長。 

○今村委員長  12番、金行君。 

○金 行 委 員  はい。これは担当課として、傾向としては介護が上がりようるか、

いうことが分かれば、どういうんですかね、1から2とか。いや、そうじ

ゃなしに下がりようるとかいうところをお聞きしたいんですが。 

○花尾高齢者福祉課主幹  委員長。 

○今村委員長  花尾高齢者福祉課主幹。 

○花尾高齢者福祉課主幹  はい。個人個人によって差がありますので、なかなか難しいところで

はございますけども、高齢者の身体的状況ということで、認定を受けら

れて軽くなられる方は、やはり少ない状況でございます。どちらかとい

うと更新をされるときに、いくらか介護が重たくなっているという現状

でございます。ちょっとそれが人数的にというのはちょっと困難でござ

います。 

○金 行 委 員  分かりました。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○亀 岡 委 員  委員長、20番。 

○今村委員長  20番、亀岡君。 

○亀 岡 委 員  152ページ、介護認定審査会費について、まず。ご承知のように、法

改正によってですね、今度、これ新年度からそうなると思うんですが、

要支援、要介護1は、事実上介護保険からですね、除外と言って言い切

れるかどうかわかりませんが、これまでは介護保険で対応してきたもの

が、対応されなくなるんですね。そういったことで、この認定審査会の

方での取り組みというのは、これまでどおりとどう変化するんか。また

国の方では介護保険の財政問題という視点から、そういったような施策

展開になっておるように思うんですけども、介護保険を実際に運営して

いる末端の立場においてはですね、これからやはり、この予算にも見ら

れるようにですね、予算を増額して対応していかにゃいけんというよう
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な実情、実態にあると思うんですが、そういった面のですね、どう言い

ますか、状況をどのように見ておられるのか、そういった点についてお

尋ねをいたします。 

○花尾高齢者福祉課主幹  委員長。 

○今村委員長  花尾高齢者福祉課主幹。 

○花尾高齢者福祉課主幹  はい。まず、ご質問の中で、要支援、要介護1につきまして、介護保

険給付から除外されるというようなご質問だったと思いますけども、除

外されるということではなくて、今度の18年4月1日からの法改正でござ

いますけども、法改正で今国が考えていますのは、今要支援、要介護1

につきましては、いずれも介護給付というような恰好で現実行なわれて

ると。実体的に要支援とか要介護1の軽い方については、介護という観

点からではなくて、予防給付という観点から介護保険制度を見直すとい

うことでございますので、介護給付という名前にはなりませんけども、

予防給付、新予防給付という恰好で、介護保険制度の中でサービスを提

供していきます。ただ、サービスの提供が介護という観点ではなくて、

予防していくということですから、例えば筋力の向上とかですね、いう

ような観点から取り入れながら、サービスを提供していくという方向に

変わりますので、ご理解いただければと思います。それに伴いまして、

認定審査会でどう取り組みかということでございますが、今国の方で法

改正で考えておりますのは、要支援1、要介護1から5までが今の認定審

査でございますけども、要支援と要介護の1で予防給付が適当な方につ

きましては、要支援1、要支援2という具合に認定をするように考えてお

ります。これに伴いまして、要支援1、要支援2、それから要介護1から

要介護5という具合に認定をされます。要支援1から要支援2が新予防給

付、要介護1から5が今までの介護給付という状況になります、それに伴

いまして認定審査会では訪問調査の項目が若干変わってきます。それか

ら主治医の意見書の内容が変わってきます。それに伴いまして認定審査

会の中で、この方は予防給付が適当なのか、要支援、要介護1の軽度の

方についてはですね、予防給付が適当なのか、あるいは介護給付が適当

なのかということを審査していただくことが、平成18年4月1日から出て

くるということになります。それから、後、介護給付が増額になってき

ております。国の方も平成26年度までを見込んでですね、相当の給付費

が伸びるであろうと。それでこれをいかに押さえるかということで、今、

介護保険制度の改正の中では、予防ということに力を入れております。

先ほど一般会計の中で、介護予防給付事業というのが本年度一般会計で

載っておりますけども、平成18年4月1日からはここの部分を介護給付費

の介護保険の中で取り込んで、介護保険での予防をやりながら、要支援、

要介護状態にならないようにしようと。要支援1、2をつくって、なるべ

く介護にならないように予防していこうという方向で、考えております。

ですから、介護保険給付で17年度で予算しております介護予防事業も、

18年度から介護保険に取り組みますので、年度当初については給付費が
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増える、一時期増えるということになりますけども、将来的には予防給

付を充実させていくことによって、介護度が重くならないようにしてい

こうということで、今、介護保険制度は考えられておる現状でございま

す。以上でございます。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○熊 高 委 員  委員長。 

○今村委員長  10番、熊高委員。 

○熊 高 委 員  はい。亀岡委員さんの関連にもなると思うんですけど、ちょっと勉

強不足で確認をしたいんですが、予防給付ということと介護給付という

ふうに言われたんですか、予防給付について、どういった給付になるの

か、再度説明をお願いしたいということと、もう1点は、繰入金が基金

と一般会計繰入金とありますよね。準備基金がもう既にほとんどないと

いう状態になるんですが、この基金についての今後の取り扱いというか、

どんなかたちでしていくのかということを1点お聞きします。 

○花尾高齢者福祉課主幹  委員長。 

○今村委員長  花尾高齢者福祉課主幹。 

○花尾高齢者福祉課主幹  新予防給付でございますけども、例えば要支援1、2に認定された方に

ついて、既存のですね、例えばホームヘルプサービスなり、デイサービ

スなり、今までどおりのサービスを提供していたんでは、もう要支援の

方のできる機能までもが、ヘルパーさんに頼ることによって機能が低下

するという考え方から、例えばホームヘルプサービスで家事、生活援助

等で入った場合にですね、そのサービスを利用される方も一緒にですね、

例えば調理をするとか、できるところをですね、一緒にやっていただく

というようなサービス内容に変更いたしまして、動ける機能は維持をし

ていこうというようなサービス内容に変わってきます。ですからデイサ

ービスもやはり筋力向上とかですね、そこら辺のところを主眼に置いた

サービス内容になってきます。併せて、他のそういった内容の予防給付

ということでの内容に変更があります。まだ具体的にですね、こういっ

たサービスをしますというのが、まだ国から出ておりませんので、今か

ら具体的に予防給付の内容のサービスが固まってくるものという具合に

思っております。 

2点目の準備基金でございます。今、準備基金につきましては、約

6,760万円ばかしの準備基金がございます。16年度に取り崩しをいたし

まして、17年度、先ほどの予算で4,850万の取り崩しをいたしますので

残金については準備基金についてはかなり100万円以下の残額になろう

という具合に思っております。この準備基金につきましては、3年間保

険料を同一にいたしまして、1年度は黒字、2年度はトントン、3年度は

赤字になるので、それを3年度目に補填をしていくという性格のもので

ございます。したがいまして、18年度からにつきましては、また17年度

中に介護高齢者保健福祉計画の中で介護保険の事業計画も策定をいたし

まして、その中で保険料等の設定をいたします。それも3年間の同一保
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険料で設定をいたしますので、次期3期の事業計画では、やはり前年度1

年度黒字、2年度はトントン、3年度は赤字となって、準備基金がトント

ンとなるような保険料に設定をするよう考えております。以上でござい

ます。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○岡 田 委 員  委員長、18番。 

○今村委員長  18番、岡田君。 

○岡 田 委 員  岡田です。この介護保険いうのは、やっぱし上がるばっかしになっ

とるわけよの。それで、差し向き入っとる人が、今現在入って、老人ホ

ームに入っている人、入ってる人のこの費用が自己負担が増える制度な

んよの、この前の法律を改正してから。それは払えんようになったら追

い出されるんですか、どうなんですか。 

○花尾高齢者福祉課主幹  委員長。 

○今村委員長  花尾高齢者福祉課主幹。 

○花尾高齢者福祉課主幹  追い出されるかということになりますと、ちょっと答弁は非常に難し

いんですけども、今度の法改正で17年の10月1日から施設入所者につき

ましては、今まで介護保険で施設入所者への給付につきましては、中の

施設の償還に関する運営費の関係と、あるいは食費の部分についての個

人負担はありますけども、介護給付の方で出していたというところがあ

ります。国の方のいろいろ協議がなされまして、在宅にいても同じよう

に食費が要るじゃないかと。家での生活費、光熱水費も要る。一方施設

入所の場合には同じように要るけども、介護給付で出しているが、実際

に年金の給付の方からみたら施設に入所されてる人と家庭にいる人で、

そこら辺の費用の負担の仕方がかなり公平さが欠けてるんではないかと

いう観点から、今年の10月1日から施設入所者に対しても食費、それと

施設の高熱水費、4床以上の多床のものと、それからユニット型の個室

については運営費の部分の負担が違いますけども、そこら辺を負担して

いただこうと、ただし、全額負担ということになると、先ほど言われま

したように、年金収入等の少ない方に対しては、それは非常に不利だと

いうことで、今度、保険料が、今の第2段階、市町村民税非課税のとこ

ろが新第2段階と新第3段階というふうに区分けされます。新第2段階は

年金収入、市町村税非課税の収入80万未満の方が新第2段階に相当しま

すけども、そういった低い段階の人を設定をして、それからそれに伴っ

て光熱水費等の施設の運営費の費用なり、食費の費用の負担金なりを、

上限を設けまして、あまり高額にならないような上限設定にするように

している内容になっております。ですから、それに伴いまして、負担は

増えてきますけども、ぐっと高額な負担にならない制度には、国の方で

は考えております。以上です。 

○岡 田 委 員  委員長、18番。 

○今村委員長  18番、岡田君。 

○岡 田 委 員  そうでしょうけども、新たに今度入る場合に、お世話になる場合で



 194

も、この今の年金の設計は狂わあの。今の状況で厚生年金にしても国民

年金にしても、だんだんだんだん自動的に減らされようる状況が進めば。

そうすると、わしゃ入れるで思うたが、また入ったら高うなると。こう

いう状況がこの介護保険制度じゃないんかと。今の状況を延長すればよ。

やっぱり見通しは私が言うとることに間違いないですか。今の制度のも

とではよ。 

○花尾高齢者福祉課主幹  委員長。 

○今村委員長  花尾高齢者福祉課主幹。 

○花尾高齢者福祉課主幹  先ほど言いましたように、在宅でサービスを利用されてる方と、施設

でサービスを利用されてる方の、やはり公平さを保とうということが今

回の制度改正でございますので、言われるとおり、今まで全部介護保険

の給付の中ででていましたけども、やはりそこら辺は是正しようという

ことで制度改正になるものでございますから、この分については利用者

の方のご理解をいただかねばならないというように思っております。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。 

○今村委員長  以上で、本日の審査日程は全部終了いたしました。 

お諮りをいたします。 

本委員会で審査しております人的業務委託の案件につきましては、説

明資料の提出をいただいて、特別委員会最終日の、すなわち3月18日で

すが、その教育委員会の調査終了後に行ないたいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めますので、さよう決定をいたしました。 

併せて資料の提供を、またよろしくお願いします。 

以上で本日の審査日程を終了いたします。 

次回は、明日午前10時から開会をいたします。 

本日はこれにて散会をいたします。 

ご苦労さんでございました。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後８時５２分 散会 

 

 

 


